








































何度でも何度でも懲りずに、君を好きになるラブコメ。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──ギンッ！

　大剣と魔ま爪そうが衝しよう突とつし火花が散った。

　直後、大剣が半ばから折れ果て切っ先が宙を舞う。

　大剣の持ち主をコートと言った。そのコートの目の前で、魔爪をふるった《根源の魔》が歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

　あたかもその笑みは勝利を確信するようにコートには見えた。それが故に奮い立ったのか、それともコートが幼き日に母とも姉とも友とも、そして初恋とも覚えた人を守ると心に決めた誓いが底力を呼んだのか。

　確かなことは、コートの身体からだが、魂が、敗北を良しとしなかったということだ。

　地面を足先で握り、蹴けり、高く跳躍する。

　交差するように《根源の魔》の振り下ろされた魔爪が、コートの右肩から胸を食い込む。

　肋ろつ骨こつが断たれていく。

　同時に、回転しながら宙を舞っていた折れた切っ先を、コートはしっかりと素手で掴つかんだ。

　魔ま爪そうに切り裂かれた肉から、血がほとばしる。

　一瞬、時間が止まったような錯覚をコートは覚えた。それは目の前の《根源の魔》も同じだろう。

　──ズクン！

　痛みが、時計の針を再び動かす。

　視界が傾き霞かすみ、コートは自分が倒れていくのを感じた。

　力を失い切っ先から手が離れ、切り裂かれた胸からは血飛沫が上がる。

　だが、だがだ。

　指から離れた切っ先は《根源の魔》の首筋に突き立っていた。

　霞む視界の中で、ゆっくりと《根源の魔》が膝ひざを突くのが見えた。

　その顔には、なぜか満足そうな笑みが浮かんでいる。

「フハッ、フハハハッ、どうやら我の負けか。コートよ、貴様、貴様だけよ。我に怯おびえず、我に屈せず、我に逆らい、我に刃やいばを向けたのはな。そしてついに我を屠ほふるか。グッ……さすがだな、我の核が確かに奪われたぞ。既に我の身体からだは崩壊を始めておる、これは助からぬな」

「優しいじゃないか、吉報を教えてくれるのかよ」

「吉報か、貴様にとってはそうだろうな。だが、貴様にだけ良い思いをさせる気はないぞ」

「道連れにしようってか？　構わないさ。なにしろ俺にはもう、指一本動かす力もねぇ。そもそも身体中痛くて、今にも泣きそうだ」

　だがコートの言葉を《根源の魔》が、鼻で笑った。

「馬鹿を申すな。貴様には生きて苦しんでもらわねば困る」

「生きて苦しめだ？　ハッ、随分と歪ゆがんだ性根でいらっしゃることで」

「我は《魔》ぞ。全すべての《魔》の根源よ。魔族を統べるものぞ。心が歪んでいて当然であろう」

「正論だな。で、そんなお前を倒した俺に呪のろいでも掛けようってのか」

　コートがぼやくと、《根源の魔》が楽しそうに笑い声を上げた。

「ああ、そうだな。貴様は我を倒したことで、勇者として多くの称賛と名誉、財産を得るだろう」

「そのくらいの役得がないとな」

「その上、貴様は美しい姫や少女とアレしたりコレしたり、いや大勢の美少女と並べるとか、挙げ句にアブノーマルなプレイまでするのであろう」

「……は？」

　思わずコートの目が点になった。

「うらやましい！　我は《魔》となる前も後も、一度も、一度も致したことないのだぞ！」

　涙ながらに《根源の魔》が吠ほえる。

「いや、人間もエルフもドワーフも、さらに竜族までお前に屈服したんだぞ。《魔》と戦おうなんて酔すい狂きようなのは、俺と相棒だけだったじゃないか。だったら、女なんてよりどりみどりだろうが」

「我は幼き少女にしか興味がない。女なぞ、いらん」

「あ、ロリコンだったのか、まぁ性癖は人それぞれというか……。いやいやっ、関係ないだろっ。胸くそ悪い話にはなるが、幼女にだって無む理り矢や理り、その色々できただろうが」

「貴様も知っておろう。我が嫁にと望んだのはただ一人、最も旧ふるき血を継ぐ唯一のハイエルフにして森を統べる女王、千年の時を生きるも百年に一歳しか歳としを取らぬ、最も気高く最も美しく最も幼き少女──なお外見年齢八歳の彼女のみよ。我が童貞を捧ささげる価値あるのは彼女のみっ」

「ただのロリコンじゃなくて拗こじらせたロリコンかよ……」

「くっ、《魔》といえども恋は拗らせるものだっ。それが、よりによって貴様の相棒とは……。いいか、よく覚えておけっ。我はここに彼女もなく、童貞のまま倒れ滅する。だがな、だがっ、絶対に許さぬぞっ」

　叫ぶ《根源の魔》の身体からだが、崩壊を始めた。その最中も涙しながら、叫ぶ。

「いいか、よく覚えておくがいい。貴様は、貴様は……ぐっ……貴様はこの先、絶対に、絶対に彼女ができないっ」

「はっ？」

　《根源の魔》の身体が、急速に崩れ消えていく。

「グッ……クッ……い、いい、か……呪のろって、や……る……から、な……。貴様は、貴様は絶対に彼女ができぬ。我と……おな……じ……く……ぐっ、彼女のいない……ぐっ、愛のあるエッチなど……体験、で、き……ぬ……人生を送る……の……だ……一生素人しろうと童貞、ザマーミロ！」

　そうして、世界を支配した《根源の魔》は塵じん芥かいと消えていった……。

「い、いや待てっ、勝手に消えるなよっ。なんだその呪いっ、そんなの聞いたことないぞっ。てか、嘘うそだろっ。おい、勝手に消滅してるんじゃねぇよっ。おい、こらっ、マジかよ、おい、おいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！！！！！」




※　　　※　　　※




　太陽が西に沈み、夜の帳とばりが下りようとしていた。

　すでに《根源の魔》が消滅してから、一週間の時が経たっている。

　《根源の魔》

　いつ、誰だれが、何なに故ゆえに、そう名付けたかはわかっていない。

　ただ、その出現によって《魔》が世界にあふれ出たことだけは確かだった。故に、誰も、誰一人としても《根源の魔》という呼称に異論を唱えなかった。

　《魔》はそれまでも人の隣に存在した。

　憎しみ、妬ねたみ、嫉そねみ、人に限らず負の感情は存在する。

　それが《魔》だ。

　だが《魔》は、心に訴えかけても肉には訴えない──はずだった。

　《魔》と一体化した《根源の魔》が産まれるまでは、だ。

　そうして魔族が産まれた。

　人も、亜人も、全すべてが魔族とその眷けん属ぞくの前にひれ伏した。

　勇者も騎士も賢者も、そして神に最も近しいと言われたハイエルフすらも、魔族の前には敵ではなかった。

　鍛え上げた剣も、修しゅう練れんを積んだ術も、研ぎ澄ました魔術も、魔族の前には無意味だった。

　悉ことごとく、そう、悉く、人は敗北した。

　故に人と亜人が持つ選択肢はただ一つ、屈服だった。

　……少なくとも一人をのぞいては、だ。

　コート。

　エルフの村で育った、ただの人間の青年。

　全すべてが、世界が、なにもかもが、屈服した時代、ただ一人、屈することを拒否した名前だ。

　理由は下らない。

　嫌だから。

　それだけで、世界を、魔族を、《根源の魔》を敵に回した。

　最初の一人、そして乗り物の一人、計三人だけで戦い続けてだ。

　そして地獄の時代は、終わりを告げる。

　その喜び、その奇跡、その感謝、その尊敬を表すべく、ヒト族の中心的国家グレランド王国が開く祝賀会にコートは招待されていた。

　そう、世界は《根源の魔》から解放されたのだ！

　世界中がダンスを踊っているかのような、華やかな雰囲気に包まれている。

　そんな中で、主あるじのいないコートの屋敷で、豊満で大柄の身体からだをメイド服に包んだ女性が、一升瓶片手に暗くなり始めた外を眺めていた。

　森の向こうに、無数の明かりが灯ともった大きな城が見える。

「今いま頃ごろ、コートの旦だん那なはお城でよろしくやってるんすかねぇ」

　女性は一升瓶に口を付けてゴクリと米から作られた酒を喉のどに流し込み、プハァッと息を大きく吐いた。

　肩口まである銀色の髪がばさつき、九十シンチはあろうかという胸がたっぷりと揺れる。

　妙齢の美女といって間違いないが、どこか粗野な仕草が似合う女性だった。

「ミディア、よろしくってなに？」

　食卓を挟んで逆側に座っていた少女が、小さく首を傾かしげた。

　ミディアと呼ばれた妙齢の女性とは打って変わって、十歳になったかどうかの小柄な少女だ。

　まだ女性らしい身体からだはできてはいない。つまり、胸は絶壁でウエストのくびれもなく、お尻しりも未発達だ。

　ただ、金色の瞳ひとみをパチパチと瞬まばたきさせる顔は将来の美しさを確証させるほどに整っていて、それでいて幼く可愛かわいらしい。なによりリボンが添えられた金色に輝く長い髪と、その髪をツンと突いて外に出た長い耳が特徴的だった。

　そんな美しい少女が、金色の瞳でジッとミディアを見つめた。

「[image: ]っ、いやほら、ラーラ様にはまだ早いっすよ」

「ラーラ、ミディアより年上だよ？　えっとね、今年で……えーっと、九百五歳だ」

　百三十シンチほどの少女──ラーラの口から、信じられない言葉が紡がれる。その言葉にミディアがボリボリと銀髪をかきむしった。

「あのねラーラ様、ハイエルフは百年に一歳しか歳としを取らないんだから実質八歳っすよ」

「えー、そんなのずるい。ミディアだってドラゴンなのに」

「ウチはドラゴン年齢で二十歳越えてるっすから、もう成人っすよ。だからよろしくしてもいいわけで」

「えーっ、ラーラもよろしくしたい！」

「ダメっすよ。ラーラ様とよろしくしたら、そいつは変態っすよ！」

「変態？」

　好奇心をたたえたキラキラとした金色の瞳を、ラーラがミディアに向ける。その純粋で汚れのない視線に、ミディアがたじろいだ。

「あっ、いやその、ええと愛のルール違反というか、エッチの青田買いというか……あのその、そこの女神っ、笑ってないで助けてくださいっすよ！」

　ミディアが右を振り返った。ラーラも釣られて左を向く。

　そこには二十代半ばほどの美女が、ケタケタと楽しそうに笑っている。

　ミディアも巨乳で出るところの出た素晴らしいスタイルをしているが、粗野な雰囲気と引き締まった筋肉からたくましさを感じてしまう。そんなミディアと違って、この美女は女性らしい柔らかさを感じさせる豊満な身体つきだった。

　背中が大きく開いたドレスの上から見える胸は八十シンチ後半は確実で、ウエストは細く締まり、お尻しりは少し大きい。

　スリットの入ったスカートからのぞく太ふと股ももは白く、ほどよく肉が付いている。

　まさに、変態をのぞく世の中の男性の大半が理想とするプロポーションだ。

「あーおかしい。北方辺境を震え上がらせて氷嵐龍帝エンプレスオブアイスストームとまで呼ばれたドラゴンが、変態の説明に困り果てるとか、笑うしかないじゃない」

「昔のことっすよ、マーシア様」

「そもそも少年ばっかり食べてた貴方あなたが、どの口で変態とか言うのよ？」

　マーシアが悪戯いたずらっぽい笑みをミディアに向けた。

「少年は天使っすよ！」

　言い切った。

「天使？」

「あのねラーラちゃん。このでかい女は、少年ばっかり集めて性的な意味で食べちゃってたのよ」

「性的な意味？」

「だから、ラーラ様にはまだ早いって言ってるんすよ！」

　一升瓶をドンッと食卓に置いて、ミディアが声を荒らげた。

「あら、この愛と美の女神の性教育に文句あるわけ？　言っておくけど、私の愛ってのは主にエッチな方面のことよ。人それぞれに愛があるわ。私は女神として、その全すべてを認めているの。貴方あなたの愛し方もね」












「この女神には、あまり認められたくないっすねぇ……」

「そう、ロリコンもショタコンも、サドもマゾも露出狂も、百合もゲイも、ナルシストも、私は全てを肯定するわ。それでこそ、愛の女神！」

　マーシアがグッと拳こぶしを握りしめて、天井に突き上げる。

「すごいすごい、マーシア様すごーい」

「でしょでしょ、ラーラちゃん。だから私が手取り足取り、性教育してあげるわ。この愛の女神マーシア、当然全ての愛に通じているから安心してね。幼い女の子のメシベを弄るのも得意だから」

「うん、お願いするね」

「ダメに決まってるっすよぉぉぉぉぉぉぉぉっ、この変態女神ぃぃぃぃぃぃっ！」

　ミディアが一升瓶をマーシアに投げつけ──ようとしたその時だ。

　ドォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！

　轟ごう音おんと共に大地が揺れた。

「な、なんすか？」

「わ、私はまだなにもしてないわよっ。スパンキングにしては大きすぎるし！」

「地面をスパンキングとか、意味わからないっすよっ」

「魔族との戦いは終わったわよね、ねぇ、コートが実は《根源の魔》を仕留め損ねてたとかないわよね。嫌よ、私。また魔族に封印されるとかっ。十年ぶりの娑しや婆ばなのよ？　まだ男一人喰くってないのよっ」

「失礼なこと言うなっすよ。コートの旦だん那なは確かに《根源の魔》を倒したっすよ」

「うーん、これたぶんコートかな。コートの力をラーラ感じたし」

　ラーラが立ち上がって窓に駆け寄ると、外を見た。

「ほら、コートが土煙上げて走ってくる」

「うわ、激走っすね」

「あら、ホント。そこらの木をなぎ倒して走ってるわね」

　ミディアとマーシアも並んで外を見る。

「てか、マーシア様」

「あら、貴方も気が付いた？　お城、崩れてるわね」

「あそこで《根源の魔》を倒した勇者コートの旦那を祝う舞踏会が……」

「そうね。グレランド王国の王城だもの。人間、エルフ、ドワーフ、小人、妖よう精せい、ドラゴン、全ての智ち恵えある者から代表が集まって、勇者コートを称たたえてるはずね」

「なにがあったんすかね」

「私は、嫌な予感しかしないわね。なにしろ、コートのヤツは脳筋だから……」

「同じくっすよ。旦だん那なに掛かれば、王城なんて一瞬でしょうし……」

　二人が互いの顔を見て、ため息を吐ついた。




※　　　※　　　※




　コートは扉を蹴け破やぶって、部屋の中に転がり込んだ。

「くそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ」

　その場で耐えきれずに、吠ほえ声ごえを上げてしまう。

「どうしたのコート。なにか辛つらいことでもあったの？」

　ラーラが、そっと近寄ってきてコートの黒い髪をなでた。

「ラーラぁ、ああ、そうなんだよ。[image: ]う、あいつら、あいつら俺を笑うんだ……」

　ラーラになでられながら、コートは涙をこぼしてしまった。

　百七十シンチ半ばもあろうかという男が、百三十シンチの少女に慰められていることになる。その姿に、マーシアが大きくため息を吐いた。

「あのねぇ、《根源の魔》を倒した勇者様が、情けなさ過ぎる姿をさらしてるんじゃないわよ。というか、なにがあったら王城をぶっ壊すなんてことになるわけ？」

「やだ」

　プイッとコートはマーシアから顔を背けた。

「はい？」

「お前なんかに言いたくない」

「あのねぇっ」

「絶対笑う」

「笑うって、聞かなきゃわからないわよ」

「ほらみろ」

「な、なら笑わないから」

「お前みたいなビッチ女神、信じられるか」

「ビ、ビッチですってぇぇぇっ。あのね、城が壊れたのよ？　グレランド王国に対して説明もしなきゃいけないし、謝罪もしなきゃいけないのよ。どうせ貴方あなたはやらないだろうから、私が代わりにやるしかないでしょうがっ」

　マーシアが怒声を上げながら、大きく腕を広げる。

「説明も謝罪もやだ。俺もう、この家に引き籠こもる」

「引き籠もろうがなんだろうが、王国は激怒してるはずよ」

「怒ったら王国滅ぼす」

「なっ……いや、まぁ貴方あなたの手に掛かれば王国の騎士団だろうが楽勝でしょうけど。貴方とミディアとラーラちゃんだけで魔族滅ぼしたわけだし」

　マーシアが困惑顔でミディアを見た。

　が、ミディアもお手上げと肩をすくめる。

　と、ラーラがコートの髪をなでながら優しく、諭すように声を掛けてきた。

「コート、我わが儘まま言っちゃダメだよ？」

「でも、ラーラ……」

「ラーラにも言えない？　ラーラも信用できない？」

「なっ、そんなわけあるかよっ。俺がラーラを疑うなんて、あるわけないだろっ」

　慌てて顔を上げたコートに、

「うん、知ってるよ」

　ニコリとラーラが微笑ほほえんだ。

　まさに女神だ、幼いけど。

　コートはこの微笑みにだけは逆らえる気がしない。

「ラーラも、コートがラーラのこと絶対信じてくれるの知ってるもん。だからね、ラーラになにがあったか教えて。ね、コート」

「あ、ああ……ラーラがそう言うなら、仕方ないか」

　ブツブツと呟つぶやきながら、コートはラーラの前に座った。

　そして、一度大きく息を吐く。

「あのな」

「うん」

「フラれた」

　短く言い放ち、コートは顔を背け唇を尖とがらせた。

「フラれた？」

「フラれた？」

　ミディアとマーシアの声が被かぶる。

　一呼吸置いてからラーラが、少し困ったような顔で小さく尋ねてきた。

「えっと、誰だれに？」

「誰にって、そりゃ王女だよ、王女。グレランド王国の王女だ」

「知り合いだったの？」

「あのなラーラ、俺達はずっと一緒に魔族と戦い続けただろうが。あの日々の中で、いつ俺が王女なんかと知り合う余裕があったと思う」

「そうだよね。それに王国も《根源の魔》に屈服して、敵だったもんね」

「ああ、そうだ。つまり、今日初めて会った」

　コートの言葉に、ラーラがちょっと目を閉じて考えてから、口を開いた。

「うーんと、確かそういうのって一ひと目め惚ぼれっていうんだよね？」

「誰だれが誰にだよ」

「え……ええと、だからコートが王女様に──」

「まさか」

　ラーラの言い終わる前に、その言葉をコートは一笑に付した。

「え、だって」

「王女の方が、俺に気があるそぶりを見せたんだよ。いいか、目を潤ませながら『ありがとうございます。全すべて貴方あなたのおかげです』って言って、俺の手を握ったんだぞ」

「え、ちょっと待ちなさいよ。それだけで？」

　マーシアが、横から口を挟んできた。

　見たくもない顔なので、コートは思いっきり顔を背けてから答えた。

「ああ、そうだよ。いきなり俺の手を握ったんだぞ。これはもう俺に惚ほれてるって思って当然だろ」

「いや、それは……ねぇ？」

　マーシアが、なぜかミディアのほうを振り返る。当のミディアといえば、窓の外を向いていた。

　その様子に少し疑問を抱きつつも、コートは話を続けた。

「だから俺は、パーティーの途中で王女に声を掛けたんだよ。付き合ってやってもいい、俺の初めての女にしてやろうってな。そしたら『ごめんなさい、ちょっと無理』ってフラれたんだよっ！」

「はぁぁぁぁぁぁ、馬鹿なの？　いや、馬鹿なのねっ」

「ちょっ、なに馬鹿なこと言ってんすか！」

　マーシアとミディアが、同時に馬鹿とか言いやがった。

　今、フラれたショックでハートブレイクなこの瞬間にだ。

「どこが馬鹿だってんだよっ。勇者様の貴重な童貞だぞ！」

「関係ないわよ。そんなの」

「ええ、女にとって関係ないっすね」

　マーシアとミディアが仲良く呆あきれ、

「ねぇねぇ、童貞ってなに？」

　ラーラはわかっていなかった。

「ラーラ、お前には早い。まだ早い」

「コートまでそーいうこと言う～。ラーラも知りたいのに」

　かなり不服そうだ。

「というか俺『まで』？　どういうことだ、ミディア、マーシア」

　二人を睨にらむと、ミディアが思いっきり顔を左右に振って否定した。同時に器用に、マーシアを指さす。

「マーシア？」

「え、いやぁ、お城で貴方あなたが美お味いしい目にあってるんだろうなぁって話から、性教育の話にね」

「どー見ても、ラーラにはまだ早いだろうがっ。そもそも、俺は美味しい目に遭えなかったから、今ここでハートブレイクしてるんだよ！」

「私には貴方が自分で機会をぶち壊したようにしか思えないんだけど。この愛と美の女神からすると」

「うるせぇ。世界を救った勇者がフラれるなんて、普通あり得ないだろ」

「ま、まぁレアケースとは思うけれど」

「あげくに、周りの連中もクスクス笑いやがったんだぞ、このフラれた勇者をっ。ショックのあまり、壁ぶん殴ったら、癖で魔素も篭こめちまってな。おかげで城は大崩壊だ」

「うわ、なんてはた迷惑な八つ当たり……」

「犠牲者がいないことを祈るだけっすね」

「魔術師もエルフもいたから平気だろ。しかし、ったく、やっぱりあの呪のろいは本当だったんだな……」

　忌いま々いましい記憶が蘇よみがえる。《根源の魔》が最後に遺のこした『貴様は絶対に彼女ができぬ。一生素人しろうと童貞ザマーミロ』という捨すて台詞ぜりふだ。

「呪い？　ラーラちゃん、知ってる？」

「ううん、ラーラも初めて聞いた」

「ウチも初めてっすよ」

　マーシアの問いに、ラーラとミディアが首を横に振った。

「当然だ。くだらない上に恥ずかしいし……それに信じたくなくて、誰だれにも言ってなかったからな」

　ゴンッと軽く床を殴ってから、コートは《根源の魔》が滅びる前に自分に吐いた言葉を三人に説明した。

　絶対に彼女ができない呪いのことをだ。

「本当かしら、それ。二人はどう思う？」

　コートの話を聞いたマーシアが、首を傾かしげながらラーラとミディアに確かめる。

「いやぁ、ウチはあまり細かい魔術は得意じゃないんすよねぇ」

　わからないとミディアが答え、

「ラーラには、呪い掛かってるように見えないけどぉ……コートが言うなら、本当なのかなぁ」

　ラーラは不安そうに答えた。

「ラーラちゃんが呪のろい掛かってないように見えるってことは、掛かってないとしか思えないのよねぇ、私。だいたい、愛と美の女神たる私の目にも、そんな障害があるようには見えないし……」

「あんだよ、疑ってんのかよ。じゃぁ、なんで俺はフラれたんだよ」

「いやだからそれは……。というか、よく考えてもみなさいよ」

「なにを考えればいいんだよ」

「《根源の魔》は貴方あなたに滅ぼされたのよ？　いい、貴方の方が《根源の魔》より強かったわけ」

「ギリギリだったけどな」

「ギリギリでも勝った方が強いのよ。そんな相手に、しかも滅びかけてる最中に呪いなんて掛けられると思う？」

「なら、なんで俺はフラれたんだよっ。なんで童貞捨てられなかったんだよ！」

　吠ほえたコートに、マーシアが微笑ほほえんだ。

「貴方が王女を、本当に愛していなかったからよ。いい、コート、愛は与えるものよ」

　急に愛の女神っぽいことをしゃべり出した。

「もし呪いが本当だとしても、愛の力は偉大よ。貴方が本当に愛し、貴方を本当に愛する女性がいれば、たとえ《根源の魔》の呪いがあっても関係ないわ。この愛と美の女神マーシアが保証するわ。って、なによその顔っ！」

「いや、ビッチに言われても説得力がなぁと」

「誰だれがビッチだ、ゴラァッ！」

　目め尻じりを吊つり上あげて、美の女神がドスの利いた声を上げた。

「……コホン。落ち着いて私、相手は迷える童貞よ」

　そして事実だが、失礼なことを言いやがる。

　たとえビッチでも、美人に目の前で童貞って罵ののしられるのは、そう悪くないかもしれない。

「いい、コート。私にはわかるの、なにしろ愛と美の女神ですから。貴方には、全すべてを捧ささげ、そして全てを捧げてくれる素晴らしい女性が現れるわ。そう、側そばに現れるはずよ。今はまだ、貴方には見えていないだけでね」

「俺の側そばに？　見えてないだけ？」

　マーシアの意味深な言葉に、コートは腕を組んだ。

　とりあえず周囲を見回す。

　家事を全くやろうとしない、大柄なメイドがいる。確かにミディアは美人だが、ドラゴンの姿を知っているだけに、そういう気分になれない。そもそもトカゲ風情ふぜいに童貞を捧ささげる気になれるわけがない。

　ラーラは、子供だ。コートより長く生きているのは知っていたとしても、手を出すのは犯罪だ。

　マーシアは、確かに美人だ。それも極上の美人だ。胸も大きいし肌も白い。そして、ビッチなだけにきっと上手に違いない。

　《根源の魔》を倒して神々の封印を解いた時に、代表してコートに謝辞を述べたのもマーシアだった。

　女神だけに涙こそ流してなかったが、喜びで顔を赤くしていた。

　……赤く？

　……もしあれが喜びの高揚感ではなかったとしたら。

　……そして、側そば？

　……見えてないって、コートが気が付いていないだけ？

　……もしかして？

「そうか、そういうことか」

「私の言うこと、わかってくれたようね」

「ああ、わかったとも。マーシア」

「あら、お礼なんていいのよ」

「今夜さっそくお願いします！」

「はい？」

「お前の気持ちはわかった。なら、今夜だ。今夜さっそく俺を愛してくれ、そしてビッチなお前の全すべてを動員して俺にめくるめく大人の階段を上らせてくれ！」

　頭の中に、情景がありありと浮かんでくる。




♡♡♡ぱや～ん♡♡♡




「ほら、コート。これが女性の身体からだよ♡」

　マーシアが、ベッドに座ったコートの前で首の後ろで結ばれた紐ひもをほどいた。

　スルリと絹のドレスが、彼女の足下に落ちていく。

　黒いレースの透け透けのブラジャーが露あらわになるが、隠そうともしない。透けているせいで、おっぱいの白い肌とは少し色の違う、というか薄ピンク色の部分もちょっと見えている。

「男の人は、やっぱりおっぱいが好きね。で・も♡　ブラジャー越しで見ているだけで満足なの？」

「え？」

「だ・か・ら♡　このブラジャー脱がしていいのよ？」

　ウインクをしたマーシアが、くるりと回転して背中を見せた。

　白い背筋が、肩けん胛こう骨こつが、なんかもうエロい。

「ほ～らぁ、見ているだけじゃなくてホックを外してよ。私、コートの手で産まれたままの姿になりたいの」

「あ、いえ、その、は、はい、喜んで！」

　とは言ったものの、緊張で手が震えてしまう。

　ホックに指を掛けても、震えが収まらない。

　そもそも、ブラジャーのホックの外し方がわからない！

「焦らないでいいのよ、コート。もう、私の全すべてが貴方あなたのものなんだから、今からゆっくりとブラジャーの外し方も、女の子を蕩とろけさせる方法も、女の子の気持ちよさも、ふふっ、全て、お・し・え・て・あ・げ・る♡」




※　　　※　　　※




「ああぁぁ、マーシアのブラジャーの外し方がわからない！」

「わからなくていいんですけど！」

　いきなりマーシアが、自分の言葉を否定しやがった。

「……あれ？　なんでドレスをまた着てるんだ？」

　というか、ここは寝室でもない。

「ちっ、未来を予測してたのか」

「そんな未来ないからっ。というか、この私でなんて妄想してるのよっ」

　マーシアが、コートの耳をつねり上げる。

「イタタタタッ、な、なにするんだよっ」

　マーシアが耳から指を放して、ため息を吐ついた。

「はぁぁ、人の裸を勝手に妄想した罰よ、罰。そもそも、なんて勘違いしてるのよ。いい、私は貴方に感謝はしてるけれど、まだ愛してはいないわよ。いや、まだじゃなくて、その、とにかく今は対象外？　無理？」

「う、うるさいっ、俺だってビッチは嫌いだ。お前なんて俺の方から願い下げだね！」

「妄想してたのによく言えるっすね」

　ミディアにトドメを刺されてしまった。

「[image: ][image: ]、ラーラぁ、みんなが苛いじめる」

「よしよし。あのね、みんなコートのこと好きだからね。ラーラ知ってるもん」

　ラーラが頭をなでてくれた。












　その姿を見たマーシアが呆あきれ顔を浮かべる。

「これが勇者様の姿とは思えないわ……」

「うるせぇ、俺は繊細なんだよ」

「どこが繊細なのよ。女心が欠片かけらもわかってないくせに。王女だって、もう少しちゃんと口説けばわからなかったかもしれないのよ？」

「年齢イコール彼女いない歴の俺に、どうやってそんなのわかれって言うんだよ」

「恋愛の勉強なんて実体験以外でもできるわよ」

「そうなの？」

「ラーラもできる？　ラーラ恋愛もだけど性教育も知りたい！」

　なぜかラーラも食いついてきた、それも余計な科目を追加してだ。

「あのねラーラちゃん、性教育は恋愛のお勉強が終わってからよ」

「そうなの？　うん、わかった！」

　素直なラーラである。

「さてコートとラーラちゃん。この愛と美の女神が、恋愛のお勉強方法を教授してあげるわ」

「おう」

「うん」

　コートが床に正座すると、その隣でラーラも正座した。

「恋の物語、特にボーイミーツガール系の本を読むのよ」

「本だぁ？」

「あー、はいはい、落ち着きなさい。ラーラちゃんはまだしもコート、貴方あなたが脳筋で教養の欠片かけらもない馬鹿だってことは私も承知してるわ」

「おう……いや、認めていいのか？」

「認めなさい。全すべては、自分の欠点を認めるところから始まるわ」

「お、おう」

「さて、ここに旧世界から伝わる一冊の本があります。正確に言うと、一冊というかシリーズものなのでいっぱいですが」

　マーシアが、どこからともなく本を取り出した。

　表紙には武器を持った少年と少女が大きく描かれている。

「これは遺跡から発掘されたライトノベルといわれる、旧世界の文明の一端です。ここには、多感な少年少女が運命に導かれて出会い、反発しあいながらもやがて惹ひかれあい、ついには恋人となっていく過程が、平易な文章で、でも情熱的に面白く描かれています。コートとラーラちゃん、貴方達はこれを読んで恋愛とはなにかを勉強するのです！」

「でも文字ばっかりなんだろ？」

「安心していいわよ。所々に、美麗なイラストも入ってるから」

「あ、ホントだ」

　受け取ってパラパラとめくると、確かにイラストがあった。

「世界は《根源の魔》によって荒廃したじゃない？　だから私、この旧世界の文明を使って再び人々に愛を伝えようと思ってるのよね。このライトノベルっていう文明の他にも、少女漫画、少年漫画、アニメ、同人誌、ＢＬ本、多種多様な文明が遺跡から発掘されてるから！　特に女性にはＢＬかしら」

　マーシアがグッと拳こぶしを握りしめる。

「いい、コート。貴方はその実験……じゃない、愛の伝導第一号なのっ。まずはこのライトノベルをしっかり読み込みなさいっ。読み終わったら、この作品のアニメ、同人誌、エッチなの、全て貸してあげるから！」
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　百年の時が経たった。

　人は、忘れる。人は、覚える。

　そしてまた人は、覚える。

　それは、人の習性なのかもしれない。

　この世界においても、同じであった。

　かつて《根源の魔》によって世界は、人の社会は崩壊の危機に瀕ひんした。

　だが、世界は人の秩序を取り戻した。

　どうやって？

　どうして？

　それは伝承に曰いわく──グレランド王国の王子の呼びかけによって、全種族の若き勇者が集い、ついに魔王は滅ぼされたという。

　最も勇敢に戦い、最も危険に身をさらし、最も勇者達をまとめ上げた王子は、やがて王となり、王国が繁栄する礎を築いたという。

　吟遊詩人が、そんな内容の歌を唱うたっていた。

　グレランド王国の王都ミュールの下町、その一角にある酒場、[image: ]うさぎの爪つめ亭での一コマだ。

「なーにが、王子っすか。震えてただけだったくせに」

　メイド服を着た大柄の女性──ミディアが、ビールジョッキを一気に飲み干した。そのまま無言で、ビールジョッキをカウンターの奥に差し出す。

「相変わらずいい呑のみっぷりだね」

　ビールジョッキを受け取った五十絡みのオヤジ──[image: ]の爪亭の店主リバンドが、ビールを樽たるから注つぎながら軽口を叩たたいた。

　ミディアとしては、その軽口がどうも気に障る。

　といって、このイライラの原因がリバンドにはないことは百も承知だ。だから、八つ当たりしないためにも、目の前にあるニラ玉を一気に掻かき込こんで口を塞ふさいだ。

　ゴクンと飲み込み、ビールジョッキを受け取ってビールでイライラを流し込む。

　その様子を見たリバンドが、呆あきれた様子で口を開いた。

「なんだい、機嫌悪そうじゃないか」

「……そーいう日だってあるっすよ」

「女の子の日かい？」

　これだからオヤジは嫌だ。少なくとも見た目は二十歳はたち程度の自分に、なんて下品なことを言うのか。

　思わずフォークをへし折ってしまった。

　その怪力を見たリバンドの顔が引きつったのが見えて、少し満足。

　背後ではまだ吟遊詩人がインチキな歌を奏でている。いっそのこと、このへし折ったフォークをぶん投げてやろうか。

「やめとくっすかね。インチキだインチキだってわめいたところで、誰だれも信じちゃくれないっすもんねぇ」

「インチキ？　ああ、あの歌がかい。ミディアはあの俗説を信じてるのか、一人の勇者と二人の仲間だけで魔王を倒したとかいうばかげた話」

「まぁ、そりゃばかげた話ではあるんすけどね」

「ばかげてるもなにも、この世界を支配しかけた魔王だぞ。それを、一人の勇者と二人の仲間で倒したとかあり得ないだろ」

　リバンドが、自分のジョッキに口を付けながら苦笑した。

「やっぱそーっすよねぇ」

「当たり前だろ。そもそも、そんな勇者が居たら王家の姫と結婚してるとか、そんな英雄譚たんの一つでもあるだろ」

「[image: ]っ……げほっ、げほっ」

　思わずミディアはむせてしまった。

「ま、王家の自画自賛をさっ引いても、状況証拠からして王家を中心とした亜人連合軍が力を合わせて魔王に打ち勝ったってのが、落としどころだろうな。俺はそう思うよ」

「やっぱり、そんなもんすかねぇ。あの時代に、王家も亜人も魔王に手も足も出なかった記憶とか、欠片かけらもない感じっすか」

「手も足も？　ばか言えよ、だったら今も魔王が支配しているままだろ。だが見ろ、今の世の中を」

「ほう」

「魔族はほぼ全すべて退治されて、一部に封印されたり潜んでいる連中がいる程度だ。魔族の眷けん属ぞくたるモンスターも、森の奥に僅わずかにいる程度。未踏破のダンジョンを巡って冒険者が争う時代だぞ」

　リバンドの言葉に、ミディアは頷うなずいた。

　ミディアがコートに退治された当時は人──人間も亜人も──魔族の家畜だった。いや、龍さえもそうだった。

　そんな中でミディアは、自分が愛した少年達のために戦い暴れ、魔族を駆逐した。その結果としてコートに乗り物として目を付けられて、理不尽にも退治され、男というものを初めて知ることになったのだが……。

「幸せな時代っすねぇ」

　一瞬、コートのたくましさを思い出してハートになった瞳ひとみを打ち消しつつ、ミディアは呟つぶやいた。

「全すべては王家のおかげってな。しかし、王家のこの伝説じゃない話とか……そういや、北方の辺境に違う話があるらしいな。昔、冒険者から聞いたぞ。もしかして、ミディアは北方辺境の出身か？」

　出身というか、北方の氷嵐龍帝エンプレスオブアイスストームとか呼ばれてました。

「まぁ、確かに北の辺境出身すけどね」

「へぇ、それらならあの歌で機嫌が悪くなるのも納得だ」

「まぁ、それも一つっすけどね。根本的には……」

　ミディアはうんざりと酒場の一角を振り返った。

　コルク地のボードに、無数の紙が貼はられている。その紙の一つ一つが仕事の募集と依頼だ。

　ここ[image: ]うさぎの爪つめ亭は、冒険者達が集まる酒場だった。

　そしてミディアもまた、仕事を募集する側として紙を貼っている一人だ。

　が、

「今日もまた依頼は無し。はぁぁぁ、仕事なんてホントにあるんすかねぇ」

　一ヶ月前に貼り出してから、ミディアは毎日[image: ]の爪亭に通っているが一回も依頼は来ていないのだ。

　おかげで毎日やけ酒しつつ、リバンドに愚ぐ痴ちっている。

　その結果、もう完全に馴な染じみになってしまった。

「そりゃなぁ、あの募集文章じゃ誰だれも頼まないよ。みんな酒を呑のみながら、あの貼り紙をネタにしてるぞ」

「まぁ、普通はそうっすよね」

「悪いことは言わないから、文章変えたらどうだい。さすがに『匿名勇者（世界を救った経験ありマス）、依頼募集中』なんての読んで、仕事を頼もうって思うヤツはいないだろ」

「まぁ、大将の言う通りだと思うんすけど。でも、こっちにも事情があるんすよぉ。[image: ]う、あのクソニートめ……」

　愚痴ってビールを呑みながら、ミディアは元凶の顔を思い出していた。




※　　　※　　　※




　──一ヶ月前。

　何度呼んでもコートが出てこないので、ミディアは怒りと共に扉を荒々しく開いた。

　そしてかき分けるようにして、散らかり放題の部屋をドスドスと進んだ。薄い冊子がうずたかく積まれたタワーや、大きな本や小さな本で構成された歪いびつなタワー、魔素で投影される円盤などがミディアの行く手を阻む。

　時折、ドサドサと音を立ててタワーが崩壊していくが特に気にしなかった。

　なにしろ既に冊子や本が無数に散らかり、床などほとんど見えないのだ。

　現にミディアはそれらの上を歩いている。

「ああもうっ、どうやったらここまで汚くなるんすか！」

　イライラと、ミディアはベッドに転がっているコートに叫んだ。

　が、特に返事はない。

　ベッドの上にも色々と散らかっている。

　寝にくいと思うのだが、コートは散らかった物の中で平然と寝転がりラノベを読んでいる。

　何度も読み返してボロボロになった、マーシアに初めてもらった『アックスアート』なるラノベだ。

　たぶんコートは、このラノベを百年間で千回近く読んでいるはずだ。

「好きっすねぇ、それ……」

　ミディアがうんざりとぼやくと、ようやくコートが身体からだを起こした。

「当たり前だろ。これが原点なんだぞ！」

　伸び放題の髪と生え放題の髭ひげのせいで、人間というより黒いモジャモジャの謎なぞ生物といった外見だ。

　ミディアの記憶では、もう十年は髪も髭も手入れしていない気がする。

　あと、臭い。

　さすがにお風ふ呂ろは先々月にラーラに言われて入ったはずだが、それでも二ヶ月洗っていない身体はやっぱり臭い。

　服はパンツだけだ。

　いや、パンツを穿はいているだけでも今日は良い方かもしれない。

「いいか、ミディア。百年前、マーシアが『アックスアート』を広めたおかげで、今やこの国にはラノベが大流行して、氾はん濫らんしている。旧文明から発掘された物だけじゃないぞ、大勢の作家が産まれて、この国で書かれたラノベも多い。いや、そっちが主体と言っていいだろう。だがな！」

　コートが持っている本を、グッとミディアに突き出した。

「これこそが原点。そして、悲しいかな、まだ『アックスアート』を越えるラノベは出ていないと言っていいだろう。『エロマンガ師匠』とか『迷宮出会い』とかも素晴らしい、大好きだ。でも、やはり月に一回は『アックスアート』祭りをしなければ、俺は死んでしまうんだ！　なにしろヒロインのリスナは俺の嫁だからな。嫁と月に一回は濃密な時間を過ごさないと、さみしくて俺のガラスのハートが壊れちまう」

「あー、はいはい。百年見てるっすから知ってるっすよ」

　長々と喋しやべり続けるコートにうんざりとミディアは答えた。その上で、まず用件を伝える。

「もう夕飯の時間っすよ。ラーラ様も待ってるんだから、たまには出て来て一緒に食べるっすよ。前回、部屋から出て来たのは先々月じゃないっすか」

「そうだったか？」

「そうっすよ」

「いやでも、最終巻を読んでる最中なんだよ。コレ読み終わったら、次はアニメ見て、そんでもって劇場版を見ないと祭りは終わらないしな。てか、そうだ。いつも通り食事持ってきてくれ。あと、酒もあるといいな。いいか、アニメ見ている時、特に劇場版の時は部屋を暗くしてヘッドホンしてるから、そーっと持ってこいよ。劇場版は、誰だれにも邪魔されないで自由にこう魂が救われる感じじゃないとダメなんだよ」

　コートはマーシアに恋愛勉強としてラノベを渡され、どっぷりとハマってしまったのだ。

　彼女が欲しいとわめいていた百年前と打って変わって、今やリアル怖い。三次元怖い。俺の彼女は、嫁は、二次元でいい。そう力説するダメニートになってしまった。

「……………………はぁぁぁぁぁぁ」

　怒りと共にミディアは息を吐いた。

「コートの旦だん那な」

「なんだよ」

「百年っすよ、百年っ。マーシア様にラノベ紹介されて読み出したと思ったら、ドはまりして百年間、ず─────────────────────────────────────────────────────────────────────────っと引き籠こもって、ラノベだマンガだアニメだ薄い本だので、一回も屋敷から外に出てないっすよっ、このクソニート！」

「百年？　あー、もうそんなに経たったか」

「経ったかじゃないっすよっ。普通の人間なら、とっくにお爺じいちゃんになって死んじゃって、今いま頃ごろ骨になってるところっすよっ。てか、旦那はホントなんで歳とし取らないんすか！」

「いやそー言われても《根源の魔》を倒すために、神々を超えちまったからな。ほら、神々をなぎ倒して封印するようなヤツを倒すなら、最低限神々を超えないとどうしようもないだろ。いや、ホント苦労したぞ」

「軽いっ。凄すごいこと言ってるのにすっごく軽いっ！」

「まー百年前のこと自慢してもな」

　コートが他ひ人と事ごとのように、お腹なかをボリボリと掻かいた。

「ホント軽いっ。そんな軽く言われたら神様泣くっすよっ」

「まぁ、マーシアは一回泣かしたいけどな」

「それはわか──じゃなくてぇぇぇぇっ。いいっすか、そんだけのことした勇者が、なんで百年もクソニートやってるんすかっ。世の中じゃ、もうコートの旦だん那なのことなんて忘れ去られてるっすよっ。そりゃそうだ、なにしろ王女にフラれて王城壊してから、百年間一回も外に出てこないんすからね！」

　忘れ去られているどころか、いつの間にかコートの業績は全すべてグレランド王国の物となってしまっている。

　実際、学校の歴史の授業でもそう教えられているから決定的だ。

「いやまぁ、世の中の連中に褒められるためにやったんじゃないし、いいんじゃねぇの？　護まもりたいものは護れたし」

「あーもうっ、喋しやべってる言葉はカッコイイっすよ。でもね、パンツ一丁な上に髭ひげモジャで臭いクソニートが言っても様にならないんすよ！」

「ん？　臭いか？」

　コートが自分の腋わきの下をクンクンと嗅かぐ。

「まぁ、少しは臭におうかな。でもほら、お前トカゲだから人間より嗅きゆう覚かく鋭いんじゃないか？」

「トカゲじゃない、ドラゴンっす！　北方辺境の支配者だった氷嵐龍帝エンプレスオブアイスストームっすよ！」

「少年ハーレム作ってたくせに」

「毛が生えてない方が好きなんすよっ！　じゃなくてぇぇっ、だから今は旦那のクソニートっぷりの話をしてるんすよっ」

「いいじゃん、誰だれに迷惑掛けてるわけでもないし」

「掛けてるからっ。主にラーラ様に掛けまくってるからっ」

「そうか？」

「当たり前っすよ。旦那のためにご飯作って、出てこないから部屋まで運んで、旦那の欲しい物メモして、旦那の我わが儘ままに付き合いっぱなしっすよ！」

「いや待て、今のはほとんどメイドのお前の仕事だろ」

　いきなりコートが逆ぎやく襲しゆうに転じた。

　確かにそれは正論だ。正論なれど、

「買い物はウチがやってるしー。それに、ドラゴンに家事なんてできるわけないっすよっ」

　ミディアは家事能力ゼロなのだ。コートに出会うまでは、支配者として貢がれる存在だったわけで。

「都合の良い時だけトカゲに戻るなよ」

「いやでも、ホントやったことないっすから」

「覚える時間、百年もあっただろうが！」

「いやぁ」

「お前がラーラに迷惑掛けてるんじゃないか……」

「うーん、でも、ラーラはコートのお願い聞くの楽しいよ？」

　いつの間にか背後にラーラがいた。

　ミディアが張り上げた声を聞いて、駆けつけたらしい。

「ほら、ラーラが迷惑じゃないって言ってるじゃないか」

「うん、ラーラ迷惑じゃないよ？」

「ラーラ様はコートの旦だん那なに甘すぎるんですよ……」

　ニートとそれを甘やかす母親みたいな二人に、ミディアはため息しか出ない。

　このニートの社会復帰は、どうやらミディアの双肩に掛かっているらしい。仮にも世界を救った経験と力がある勇者が、ず────────っと引き籠こもってラノベやアニメばっかり漁あさっているのは、人類の、いや世界の損失だ。

　いや、世界の損失なんてものはどうでもいい。

　かつて北方の辺境で暴れ回ったミディアにとって世界平和とかは、特に興味が無い。どちらかといえば、本来は世界平和を乱す側の立場だ。

　それでも、だ。

　ラーラに歩かせるのは可哀かわい想そうだから移動手段が欲しい、そんなくだらない理由で生涯無敵だった自分をあっさり退治して乗り物にした男が、ずっとニートしてる姿は見たくない。

　ニートに負けた自分が情けないのはもちろん、百年前共に魔族と戦った時のあの勇姿を、ミディアははっきりと覚えている。

　初めて、成長した男も悪くない。

　共にいたい。

　そう思ったほどの男なのだ、コートは。

　少々の情けない姿は我慢するとしても、この百年のコートは情けないにもほどがあるっ。

　惹ひかれた男には、やっぱりかっこよくいて欲しい。

　ドラゴンだって女の子だもの、乙女心くらいあるものだ！

「覚悟決めたっすよ、もう我慢できないっ」

「あん？」

「コートの旦那には、クソニートから卒業してもらうっす」

「やだ」

　きっぱりとコートが言い切った。

　一瞬、ミディアはその言い切りっぷりにたじろいだが、気合いを入れ直す。

「いーえ、今日ばかりはウチも引かないっすよ。旦那には、一から勇者をやってもらうっす」

「やだ」

「やだ禁止！」

「なんだよ、それ。だいたい、一から勇者をやるって意味わからないぞ」

「冒険者として、レベル一からリスタートって意味っすよ。依頼を募集して、こつこつ名声を獲得して再び勇者として世間に認めてもらうんすよ」

「クッソ面倒。絶対、やだ」

　プイッとコートが横を向いたと同時に、ラーラが手を上げた。

「ラーラはさんせー」

　その言葉にコートが固まる。

　ギギッとぎこちなくコートがラーラに顔を向けた。

「マジで？」

「うーん、だってラーラもコートがみんなに褒められてる方が嬉うれしいもん」

「いやいや、俺は別にそーいうのは」

「コートはね、すっごい頑張ったよ。だから百年くらいお休みしてもいいと思うよ。でも、そろそろお休み終わりにしてもいいかなぁって、ラーラ思うな」

「ほらほら、ラーラ様もこう言ってるんすよ！」

　ラーラの言葉に便乗して、ミディアはコートに迫った。

　コートは、すっごい苦々しい顔だ。チッとミディアに舌打ちまでする。

「わーったよ。ラーラが言うなら仕方ない」

　渋々とコートが言う。

　百年ダメだったニートからの卒業に、ミディアは思わずガッツポーズだ。

　だが、コートが提示した条件にミディアの喜びは吹っ飛ぶことになる。

「でもな、俺も百年前は正真正銘の勇者だったプライドがある。だから依頼を受けるにしても、条件を出すぞ」

「じょ、条件？」




「匿名勇者（世界を救った経験ありマス）って付けろ」




※　　　※　　　※




「あのプライドだけは高いクソニート野郎っ」

　本人に聞かれたら絶対に怒られる愚ぐ痴ちを吐きつつ、ミディアはワインをボトルからグビグビと呑のんだ。

　あの絶望的な条件を変えようとこの一ヶ月説得を続けたが、世間常識のないラーラはピンと来ないようで味方になってくれず、コートが首を縦に振ることはなかった。

　おかげで一件も、一件たりとも、ただの一件も、依頼は来ていない。

　結果、コートはまだニート生活を満喫している。

　こっそり条件外して受けちゃおうかとも思ったが、依頼主とコートを引き合わせた時に絶対バレるに決まっている。

「はぁ、いっそウチが受けるっすか……って、それじゃ意味ないしっ」

　チーズをフォークで刺しながら、勇者リスタート計画が完全に頓とん挫ざしている状況にミディアは暗あん澹たんとした気分に包まれた。

「いっそもう、魔族でも復活しないすかね。いやでも、タダの魔族くらいじゃ旦だん那なは動かないか。ラーラ様にまで及ぶような危機でも起きないっすかねぇ。いや、それまた世界の危機ってことだし……はぁ、でもまぁウチは世界なんてどーでもいいし、それでもいいっすよねぇ」

　物騒な愚ぐ痴ちというか本音が、ついつい口から出てしまう。

「いっそ強盗でも入って、コートの旦那に襲い掛からないっすかねぇ。そうすりゃあのクソニートも戦闘ってもの、百年ぶりに思い出して……って、相手になるわけないっすよね」

　コートにしてもラーラにしても、強盗風情ふぜいがどうこうできる相手じゃない。というか、今の世の中にあの二人と戦えるような存在がいるとも思えない。

　そんなことを思って苦笑している時、ふとミディアの脳裏に浮かんだことがあった。

「そーいや、屋敷の鍵かぎかけ忘れたかも……」




※　　　※　　　※




「なっ」

　コートはその場で固まってしまった。

　なぜって、バスルームにラーラが入って来たのだ。それも、その幼い裸体をタオルでちょっと隠しただけの格好でだ。

　驚くなという方が無理。

　当然、なんとなく身体からだを洗う気になってバスルームに来た以上、コートも素っ裸だ。

「あー、コートのブラブラしてる」

　ぶらぶらと揺れているソレに、ラーラが興味深そうに視線を向ける。

　その言葉で身体が硬直状態から解凍して、コートは慌てて手で隠した。

「お、女の子が見ちゃいけませんっ」

「そうなの？」

「そうなの！」

「でも、ラーラのここにはないよ？」

「タオルをめくるな！」

　ラーラが自分の股こ間かんを確認しようとしやがった。

「ダメなの？」

「ダメですっ」

「むぅぅぅ、ラーラもっと見てみたい！」

　実年齢と違って精神年齢八歳の好奇心は、一度火が付くと、これがなかなか厄介なのだ。しかも、今回はよりにもよって性教育的な方向だ。

　バスルームで幼女と裸になって実地で、そーいうのを教えるのは危なすぎる。ミディアに見られでもしたら、絶対白い目で見られる。

「いいかラーラ、お前にはまだ早い」

「えー、またそれなの？」

「いや、まぁ知るにしても実体験じゃなくて、まずは本とかでだな。なんならマーシアを呼んで、先生やらせてもいいしな」

「コートは教えてくれないの？」

「そ、それは色々とまずいんだよっ」

「そっかぁ」

　残念そうにラーラが口を尖とがらせた。

「そもそもだ。なんでラーラは来たんだよ。しかも裸になって」

「お風ふ呂ろは裸で入るものだよ？」

「いや、それはそうだけど」

「あのねラーラは、お髭ひげがないコートの方が好きなの。だからお髭を剃そってあげようと思ったの」

「お、おう。てか、髭くらい一人で剃るっての」

「えーでも、全然剃ってくれないもん」

　言われてみれば、前回風呂に入った時も、前々回も、そのまた前も、ラーラに剃ってと言われたにも拘かかわらず、やっぱり面倒で剃らなかったような気がする。

　そのツケが、今ここに幼女に裸で迫られるという危機の形で来たというわけか。

「だから今日のラーラは実力行使です」

　ラーラがタオル一枚で前を隠した裸姿で、コートに迫ってきた。

　そして、ツルッとあっさりスッ転ぶ。

「あれっ？」

「おいっ！」

　慌てて、後頭部から落ちようとしているラーラの身体からだを抱き寄せる。

「危なかっしいな、ホントによ……」

「えへへ、ありがとう」

　ラーラがはにかんだ。

　転んだせいでタオルははだけてしまっていて、裸の幼女を抱きかかえている格好だ。

「人には見せられないな」

　足先でタオルを掴つかんで引き寄せ──ようとした時だ。

　女性の怒声がバスルームにいきなり響き渡った。

「その子を放しなさい、化け物！」

　言葉と共に剣を抜き放って飛び込んでくる。

　目を見張る斬ざん撃げきだったが、あくまでも通常の人間としてだ。あっさりと切っ先を左の人差し指と中指で挟み取り、コートは剣の持ち主を睨にらんだ。

「あっぶねぇ、な──」

　言葉が途切れる。

　目の前の鎧よろい姿の女性、いや十代半ばと思おぼしき少女の顔。

　燃えるような赤い髪、少しキツめの眼めにまっすぐな怒りを浮かべた瞳ひとみ、鼻筋、顎あご、肌色、つまり彼女の美び貌ぼう、その全すべてをコートは知っていた。

　昨日も『アックスアート』祭りで、文章の中で、画面の中で、薄い本の中で、夢の中で、妄想の中で、何度となく逢あい、愛を語らい、エッチなことをしたコートの嫁が、そこにはいた。

　そう、ヒロインのリスナが、目の前にいる！

　次元を越えてリアルに三次元に、出て来てくれたのだ。

「くっ、私の剣を放しなさいよっ、この化け物！」

　少女が叫んだ。

　その叫び声が、コートの鼓膜を叩たたく。

「……夢じゃないだと」

　ぱちくりと数度瞬まばたきしたが、コートの目の前にいるリスナは消きえ失うせない。

　つまり、これは、そう、妄想じゃないってことだ！

「くぅぅっ、この化け物、なんて馬鹿力なのよっ」

　コートの指でがっちりと掴つかまれた剣を取り戻そうと、少女が必死にもがく。

　その力んだ顔すら、愛らしく思えてしまう。

　力み、少し朱が差した頬ほお、汗、荒い吐息、全てがリアルだ。

　現実に、リスナがいる。

　万感の思いが膨れ上がり、コートの口から溢あふれ出た。

「ついに、ついに次元の壁を越えて逢いに来てくれたのか！」

　嬉うれしさのあまり、切っ先から指を放してコートは両手を広げた。

　もちろん、リスナが自分の胸に飛び込みやすいようにだ。

　目には滂ぼう沱だの涙で、視界が霞かすむ。

　その霞んだ視界の先では、剣が自由になったリスナがラーラを自分の下に引き寄せていた。

　そしてラーラを抱いたまま後ろに跳躍して、バスルームの外に出る。

「あれ？」

　いつまで経たっても胸に飛び込んで来ないので、前を見直すとラーラの手を取ったリスナと見知らぬ男達が、脱衣場から廊下へと出て行こうとしている。

「副団長、なにがあったんだ？」

「化け物が裸の幼女を性的に襲ってたのよ。油断しないで、相当な強敵よ。わたしの一撃もあっさりと受け止められたわ」

「なら退散した方がいい。俺達の目的は、あくまでもこの廃はい墟きよの調査だ」

「そうね。この子も助け出したし一度、撤退した方がよさそうね。こんな化け物が廃墟に潜んでるとは、さすがに思わなかったわ」

　化け物？　廃墟？　コートは思わず小首を傾かしげた。

　ここは、コートの屋敷だ。断じて廃墟ではない。

　そして、住人はコートとラーラとミディアで、化け物を飼ってる記憶はない。いや、ミディアはトカゲだから化け物といえば化け物かもしれない。

　いやでも、ここにはいないし。

「ねぇねぇ、お姉ちゃん。ここはおウチだよ？　あと、あれはコートだよ？」

　リスナにボケーっと抱かれたままのラーラも疑問に思ったらしい。

「そう、この廃墟はウチって言うのね。そして、あの化け物はコートって名前なの。初めて聞くモンスターの種類ね」

　走り出しながら、リスナがラーラの疑問に答えた。

「おい、ちょっと待て。なんか誤解してないかっ！　俺は化け物じゃないぞ、強いて言えばイケメンだぞ！」

　慌てて追いかけると、廊下を走るリスナが振り返ることなく冷めた声で返してきた。

「モンスターの美的感覚って、やっぱり人間とは違うようね」

「なっ、なら百歩譲って勇者だぞっ」

「もしかして、モンスターじゃなくて魔族なのっ。魔族の勇者だって言うのね！」

「なんでそーなるっ。そもそも、俺に逢うために二次元から具現化してくれたんじゃないのかよ、リスナ！」

「なっ、どうしてわたしの名前を知ってるのよ！」

「ほら、リスナじゃないか！」

「ここは俺達が食い止めるっ。いくぞこの化け物！」

　三人の男──どうやら冒険者らしい──が、抜刀してコートの行く手を遮る。

「邪魔だ、雑ざ魚こ！」

　喋しやべりながら、コートは正面の男を剣ごと頭突きで打ち倒し、右腕と左腕で同じく左右の男をぶん殴った。

　正面の男はその場で崩れ落ち、左右の男はそれぞれ壁にめり込む。三人とも、殺してはいないが数時間は意識が飛ぶくらいのダメージは受けたはずだ。

　壊れた壁は、後でミディア辺りに直させればいい。すっごい文句を言うだろうけど。

　そのまま床を思いっきり蹴けって──床がバコッと壊れる音がしたが気にしない──前へ跳ぶ。

　それだけで、コートはもう全力で走るリスナを追い越していた。というか、跳びすぎて五メートルほど先まで行ってしまった。

「え、三人は……」

　自分があっさり追い越されたことよりも、仲間と思おぼしき三人の安否がリスナはまず気になったようだ。

　驚きと不安がない交ぜの顔で、慌てて後ろを振り返る。当然、二メートルほど先には気を失って倒れている三人の姿があった。

「みんなっ」

「安心しろって、殺してないからさ。ま、骨の一本か二本は折れてるだろうけど、ラーラの魔術ならすぐ治る」

「そう、わかったわ」

「俺の想おもいをわかってくれたのか！」

「ええ、人質にする気ね」

「……は？」

「くっ、なんて卑ひ怯きような。さすがは魔族ね」

「え、いや、卑怯って」

「でも、仕方ないわね。わたしの純潔で、あの三人が救われるなら……いいでしょう、いくらでも、いくらでもわたしを汚しなさいっ」

　リスナが剣を置き、なぜか鎧よろいをはずし始める。

　唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんなコートの前で、鎧を全すべてはずしたリスナがキリッと唇を噛かんだ。だが、ギュッと拳こぶしを握った後に、ゆっくりと開いてインナーまで脱ぎ始める。

「覚えておきなさい、身体からだは奪えてもわたしの心までは奪えないから！」

「そ、そのセリフ、薄い本で読んだままじゃないかっ。俺、使ったぞ！」

「うるさい、わたしの覚悟、黙って見てなさいっ」

　怒鳴りながら、震える手でリスナは自分をあっという間に下着姿にしてしまった。

　初めて見る女性のリアル下着姿に、どうしても目が張り付く。頭の片隅、ほんの極々一部が、「見たらダメなんじゃね？」と囁ささやくが「ブラジャーすげぇっ」「パンツすげぇ」「パンツに筋ないかっ」という他の部分の大歓声にかき消されてしまう。

　リスナの下着は白を基調とした清せい楚そなものだ。

　ブラジャーの縁ふちに薄ピンクのフリルが僅わずかにあり、胸と胸の結合部分にリボンがちょんとある。

　ショーツも縁が薄いピンク色でおへその下にリボンがあった。

　清潔感ある下着姿だ。だが、リスナが怒った顔ながら羞しゆう恥ちで頬ほおを赤らめ小さく震えているせいで、かえって色々な妄想が捗はかどってエッチに思えてしまう。

　完全に薄い本にありそうな姿です。

「くっ……」

　唇を噛かみしめながらリスナが両手を背中に回した。コートの見えないところで、ブラジャーのホックが外される。

　脇わきを覆っていたブラジャーが、はらりと垂れる。肩口の紐ひものおかげでそれ以上脱げることはなかったが、ブラジャーが緩んで横からおっぱいがこぼれた。

　リスナもそのことに気が付いたのか、左腕で自分の胸を抱いて隠してしまった。

　コートの視線から逃げるように、顔を背けて下を向く。もう耳まで真っ赤だ。

「そ、そんなにジロジロ、み、見ないで……ちょうだい」

「えっ、でも……って、でもじゃなくてっ」

「わ、わかってるわよ、ちゃんと脱ぐから」

　リスナの声が、小さく、そして震えている。

　なんだろう、凄すごい罪悪感。

　そもそも、コートはこんなこと要求したつもりはないっ。

「いや、だから脱ぐ必要ないってのっ」

「なっ、全裸よりも着衣派なのねっ。この変態っ！」

「なんでそーなるっっっっっっ」

「いいわ、わかったわよ。し、下着姿のまま奉仕すればいいのね」

「いやだからねっ」

　コートの言葉には目もくれず、リスナが目の前でしゃがんだ。

　白い背中が見えちゃう。ブラジャーのホックが外れて、ぶらぶらしているのがまたエッチだ。

「じゃなくてぇっ」

「め、目の前に男の人のが……」

「えっ、ああぁぁ、俺、裸だったぁぁぁぁぁぁぁっ」

　リスナに逢あえた感動で我を忘れてバスルームからそのまま飛び出ていたのだ。完全に失念していた。

「み、見ないでっ」

　慌てて手で前を隠そうと思った瞬間だった。

「なにしてるんすかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ミディアの絶叫が廊下に響き渡った。

　リスナ越しにミディアが見える。驚きで、買ってきた荷物をドサッと落とした。

　そんなミディアと目と目が逢い、コートは慌てて首を横に振った。

「ミディアっ、いや、違うっ、冤えん罪ざいだっ、不可抗力というか誤解の連鎖なんだっ。信じてくれ──」

「下着半脱ぎに口でとか、良いフェチっすね」

「は？」

「まったく、二次元じゃなくて三次元に興味があるならあるって、素直に言って欲しかったっすよ。ウチがいくらでもお相手してあげたのに」

　よくわからないことを口走りながら、ミディアがメイド服を脱ぎ始めた。

「いや、なにしてんだお前」

「もちろん、メイドとしてご主人様に奉仕する準備っすよ。あ、安心していいっすよ。カチューシャとガーターストッキングはそのままにするっすから」

「いや、そーいうのどうでもいいから。お前は、なにをしようとしているんだ？」

「もちろん、コートの旦だん那なにエッチなことを教える準備っすよ。安心するっすよ、そこの経験不足っぽい見ず知らずの女よりも、ウチの方がめくるめく童貞卒業体験できるっすよ。あ、断っておくと恋愛感情じゃないっすよ、マジ違うっすよ、あくまでもメイドとしての義務というか責務というか、うん、そう、そんな感じっすよ」

「いや、トカゲはいいから」

「トカゲっ、トカゲがこんなナイスバディなわけでしょうがっ！」

　ガバッとミディアがメイド服を脱ぎ放った。

　赤と黒のケバい下着姿だ。ガーターも黒。

「ないわー」

「うなっ!?　こ、これだから二次元にはまった童貞はっ。こ、これが色気って言うんすよ、大人の女の色気、わかるっすか、こーいうのがセクシーな下着姿っていうんすよっ。そこの色気もクソもない処女のガキくさい下着とは違うんすよっ」

「わ、わたしのどこかガキだって言うのよっ」

　リスナが立ち上がり、ミディアに振り返った。

「はっ、貧相な身体からだっすね」

「ひ、貧相っ!?　普通以上のバストサイズよっ」

「うん、お姉ちゃんのおっぱい大きいよね。ラーラのおっぱい小さいからいいなぁ」

　呆ぼう然ぜんとしていたラーラが、自分のおっぱいを左右の手で揉もんだ。

　揉んだというか、ほとんどないから押えたともいえる。

「コートは、おっぱい大きい方が好き？」

「え、いや、まぁ……人並みには」

「そっかぁ。ラーラのおっぱい大きくなるかなぁ」

　不安そうに自分のおっぱいを、ラーラがフニフニと揉む。その姿を見たリスナが、微笑ほほえみながらラーラの頭を優しくなでる。

「平気よ、大人になればちゃんとおっぱい大きくなるから」

「本当？」

「ええ」

「大人になっても貧乳って可能性もあると思うんだけど……」

　思わず呟つぶやいてしまったコートを、ラーラが悲しそうな目で見上げた。

「そうなの？」

　その姿を見たリスナが、コートを睨にらむ。

「あのねっ、子供の夢を壊すようなこと言うってどういう神経なのよ」

「そう言われても事実は事実で……」

「余計な事実を今言う必要ないでしょうっ」

　とその時、ラーラがリスナの腕を取った。

「お姉ちゃん、ラーラは平気だよ。コートも悪気なかったもんね」

「や、優しいのね……。[image: ]？」

　ほろりとなったリスナが、自分の額に指を当て考え込む。

「あの、もしかして、もしかしてなんだけど貴方あなた達知り合い？」

　リスナが左腕で胸を隠したまま、右手でコートとラーラを交互に指さした。

「家族みたいなもんだな」

「うんっ」

　コートの言葉にラーラが嬉うれしそうに頷うなずく。

「ということは、バスルームでは……その、ええと、双方の合意の下でエッチなことしていたわけ？　襲っていたわけじゃなく」

「ちょっ、それホントっすか？　ウチ、聞いてないっすよ、二人がそんな関係とか！」

　ケバい下着姿のままミディアが駆け寄ってくる。

「誤解だっ！　そして、いいかお前らっ、全員服を着ろっ、目の毒だぁぁぁぁぁぁ！」

　コートの心からの叫びが廊下に響き渡った。

　なお、ミディアとリスナから同時に「素っ裸に言われたくない！」と突っ込まれたのだった……。




※　　　※　　　※




「コホン、改めて謝罪するわ」

　鎧よろい姿に戻り、三人の冒険者を従えたリスナが、屋敷の玄関先で頭を下げた。

　廊下での一騒動の後、この建物がコート達の住居であることなどを説明したのだ。

　またコートが髭ひげモジャなのは、化け物だからではなく単に出不精でだらしないせいということも、ミディアが余計にもニートという一言を添えて説明した。

「要するに、この人はラーラちゃんとケバ……ミディアさんに生活依存して、ここで引き籠こもっているわけね」

「いや、あのもう少し言い方を……」

「そうなるっすね」

「長いお休みだったんだよね」

　ラーラだけが優しい言葉を口にしてくれた。

「わたし達は、この古城の調査を請け負っていたのよ。実は今、復活した魔族がいて問題になっているの」

　リスナが、自分達の説明を始めた。

「おお、しかも冒険者っ。ホントにリスナじゃないかっ」

「黙って聞くっすよ！」

　感動のあまり叫んだコートの足を、ミディアが踏みつけた。

　痛くて、飛び上がってしまった。

　その様子を呆あきれた顔で、ちらりと見てからリスナは説明を再開した。

「…だから、他にも魔族に復活の兆候がないか調査が始まっているのよ。で、わたし達はその一環でこの屋敷の調査を請け負っていたというわけ。まさか人が住んでいるとは思わなかったけど……玄関の鍵かぎも開いていたし」

「それはこいつが悪い」

　鍵をかけ忘れて出かけたミディアが、頭を掻かいた。

「まぁいいわ。引き籠こもりが、子供に甘えて住んでいるって報告しておくから。ごめんなさいね、騒ぎを起こして」

　改めて頭を下げようとしたリスナを、コートは遮った。

「いや、謝る必要はない」

「あら、なんで？」

「これは運命だったからだ」

「は？」

「リスナがリスナじゃないことはわかった。二次元の設定そのままだけど、二次元から出て来たわけじゃなくて、三次元の人ってことだな」

「いや、なにを言っているか──」

「だが、俺にとってはリスナだ」

「ねぇ、会話になってない気が──」

「そう、嫁だ」

「はぁぁぁぁ？」

「結婚してください。初めての女性になってください、お願いします。好きです、愛してます」

「いや、無理」

「………………………………」

　予想外の言葉に──予想外と思っているのはコートだけだろうが──身体からだが固まる。

「普通に無理よ。そもそもわたし、ニートとか嫌いだし。それも子供に甘えて依存して生きてるとか、ありえないわ」

　引き籠こもりって言葉が、ニートに変わってた。

「それじゃラーラちゃん、ミディアさん、迷惑掛けてごめんなさいね」

　頭を下げ「さよなら」と言い添えて、リスナ達は歩き出した。

　十メートルほど歩いて、ふと振り返る。

　もしかしてやっぱり気が変わって告白を──、

「そうそう、このだらしないニート、早く自立させた方がいいわよ。なんなら屋敷から放ほうり出せばいいんじゃないかしら」

　受け入れるどころか、厳しい一言を残してリスナは立ち去っていった。

　コートの心に深い深い傷を残して……。
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　食卓にマーシアの爆笑が響き渡っていた。

　間の悪いことにフラれた夜、マーシアが久々に屋敷を訪れたのだ。

「いやぁ、百年経たっても変わらずにダメダメよね。あー、笑いすぎてお腹なか痛いわ」

　コートの手の中でぐしゃりとジョッキが潰つぶれる。

「ホントっすよね。なーんも変わってないんすから」

　ミディアが苦笑しながら酒をあおる。

「信徒の中には、ラノベの話で盛り上がって結婚した人達もけっこういるのよね。それに比べて百年引き籠こもって読み続けてこの有様とか、コートには恋愛無理なんじゃない？」

「勧めた張本人がそれ言うのかよっ」

「だってまさか、気に入りすぎて引き籠もるとか想像できないじゃない？　やっぱり外に出ないと無理よ、無理。ラノベを読むのもいいけれど、ちゃんと外に出て活動しなさい」

「そうっすよ、そうそう！」

「ミディアが、酒場に仕事の募集掛けてるんでしょ。もっと真面目まじめな募集に変えて、冒険仕事始めたらいいのよ。出会い、あるかもしれないわよ」

「やだ。女、怖い。ミディアもマーシアも怖い」

　コートの言葉に、二人が固まる。

「やっぱり彼女は二次元の中だけでいい、エッチしたいとかもう夢みない。俺は、俺の楽園で楽しい人生をエンジョイする」

　唇が自然と尖とがる。

「これが世界を救った勇者の末路……」

「幻滅しそうっすよ……」

　呟つぶやいたマーシアとミディアが、涙目になっていた。

「うるせぇ。俺はな、本気だったんだぞ。あのリスナが目の前に現れて、一目で惹ひかれたんだ。それにラーラが襲われてると思って助けたり、この俺を前にして仲間を助けるために自分の純潔を捧ささげる決心をしたり、優しさと強さを持った女性だったじゃないか。全部、勘違いだけど、あの姿に心惹かれない方がおかしいだろ」

　グッと手を握って力説し、フラれたことを思い出して、コートは机に突っ伏した。自然と、コートも涙目になっちゃう。

「なんかまともなこと言ってるわね、コートのくせに」

「うーん、でも……旦だん那な、で、リスナさんの一番好きなところは？」

「『アックスアート』のリスナにしか思えないところに決まってるだろ」

　即答だ。

「ほら、本音はやっぱりこれっすよ」

「やっぱりダメニートね」

　ミディアとマーシアが勝手なことをほざいてるが、動機はどうあれ本気で告白したのは間違いない。そして、思いっきり撃沈したのだ。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

「コート、あんまりため息吐つくと幸せが逃げちゃうよ？」

　キッチンから食事を持ってきたラーラが、三人の前に配はい膳ぜんしていく。

「そうなのか？」

「うん、そうなの。だから、ため息吐きたい時は楽しいことを考えて笑うの」

「ラーラは強いな」

「コートの方が強いの、ラーラ知ってるよ」

　コートの前に、湯気が立つシチューを置きながらラーラが微笑ほほえんだ。その微笑みに励まされて、ラーラは目元をぬぐいながら背筋を伸ばした。

　ビーフシチューの香りで、思わずお腹なかがグゥと鳴ってしまう。

「自信作だからいっぱい食べてね」

「おう」

　元気よく答える。

　そんなコートとラーラのやりとりを見ていたマーシアが、苦笑と共に突っ込んできた。

「女怖いんじゃなかったの？」

「ラーラが怖いわけないだろ。いや、時々すっごく怖いけど」

　コートの答えに、ラーラが不満そうに頬ほおを膨らませた。

「えー、ラーラ怖くないよ？」

「無む茶ちやすると怒るだろ」

「うん。だってコートが心配だもん」

　そう言ったラーラが、いきなりコートの顔をのぞき込んできた。

「な、なんだよ」

「あのね、ラーラは今もコートのことがすごく心配なの」

「確かにフラれた傷は痛むけど……」

「ううん、そうじゃないよ。コート、逃げちゃったらずっと痛いままだよ？」

「に、逃げるってなんだよ」

　言いながら、コートはラーラから逃げるように顔を背けた。

　だってラーラの言いたいことがわかるから。

　今日、確かに告白した。でも、混乱の中で突発的に勢いのまま告白してしまった。

　改めて心の中を整理して、言葉を選んでちゃんと告白をする。

　いや、するべきだ。

　ラーラはそう言っている。

　そして、それをしないまま部屋に引き籠こもる生活に戻っても、傷を引きずったまま心が疼うずき続けるだろう、と。

　いやでも、またフラれることを想像すると怖くて怖くてたまらないんですがっ。

　結局、髭ひげモジャ髪ボウボウの頭を抱えてしまう。

　そんなコートの髪を、ラーラがそっとなでた。

「ラーラ知ってるよ。コートは、とっても強い子だって。怖くなっても、ちゃんと前に進めるの、知ってるよ」

　しばらくコートは黙った。その間も、ラーラは髪をなで続けてくれる。

　息を吐き、コートは顔を上げた。

「前から思ってるんだけどよ、ラーラずるいぞ」

「えへへ、そうかな」

　なぜかラーラが照れたのようにはにかんだ。

「ったく。わかったよ、髭剃そって髪を整えて会いに行ってやる。俺の本気のイケメンぶりで落としてやらぁっ！」




※　　　※　　　※




　翌日、コートとミディアの姿は、王都ミュールにあった。

　王都ミュールは、百年前に《根源の魔》を倒したコートを祝う祝賀会が開かれた場所だ。そして王女にフラれた八つ当たりで王城をぶちこわしちゃった因縁の地でもある。

　では王都ミュールがどういった場所かといえば、人間世界最大の国家であるグレランド王国のほぼ中央に位置し、広大な耕作地と深い森に囲まれた風ふう光こう明めい媚びな都市だ。

　また深い森の中には、百年前の魔族との大戦以前に作られた遺跡や、さらに旧ふるい古代文明期の遺跡が無数にあることが知られている。それらの遺跡の中には宝物や珍品、そして古代の知識が眠っているものの、魔族の生き残りや、魔族に瘴しよう気きによって怪物と化した生き物が蠢うごめいており、到底一般人が近寄れる場所ではなかった。

　そのため、王都ミュールには各地から腕に覚えのある冒険者達が集まっていた。

　彼らは、遺跡の中に眠る宝物を必要とする商人や研究者や貴族で、時には王国から依頼を受け、遺跡に潜っていくのだ。

　王都の下町にある[image: ]うさぎの爪つめ亭は、そんな依頼者と冒険者達をマッチングする場の一つであり、最も有名な場だった。

「そんなことになってんのか」

　ミディアから現代の冒険者の説明を受けたコートは、驚きと共に目の前の酔客でにぎわう[image: ]うさぎの爪つめ亭を眺めた。

「まぁ、俺も元冒険者だけどよ、こーいう場所は知らないしなぁ」

「そりゃ当然っすよ。旦だん那なとラーラ様とウチの三人以外は全部、どの種族もどの国も《根源の魔》に従属してたんすから。街に入ることすら、ほとんどなかったじゃないっすか」

「食い物は、野山に適当に転がってるからな。そしてラーラの料理の腕があれば、どんなものでも極上の一品だ。あいつ、エルフだけあってハーブにも詳しいからな」

「ま、これが普通の人間社会ってヤツっすよ」

「普通ねぇ」

　改めて、まじまじと[image: ]の爪亭を眺める。

　百人はゆうに入りそうな広い酒場だ。表通りにまで樽たるを机として客があふれていて、猥わい雑ざつな賑にぎわいを見せている。

　二階と三階は宿になっているらしく、窓から衣服やブーツが干してあった。

　すると、表通りにあふれて呑のんでいる客の何人かが、ミディアに気が付いて「メイドの姉ちゃん、その身体からだを賭かけてまた飲み比べしようぜ」「幾ら積んだら相手してくれるんだよ」などと、お留守番のラーラには聞かせられない卑ひ猥わいな言葉を張り上げた。

「仕事の依頼があるかどうか確認してたっす、とか言って毎日夜遅く帰って来てたけどよ、お前そーいうことしてたわけ？」

　コートの白い目に、ミディアが慌てて頭を左右に振った。

「誤解っすよっ。全員返り討ちにしてタダ酒呑んでただけでっ。コートの旦那に負けてから百年この方、ウチは綺き麗れいな身体ですってば！」

「少年斬ぎり百人がなに言いやがる……」

　百年前、北方に子供を喰くう龍帝がいると聞いて、ぶっ倒しても文句言われないし、馬代わりにするには丁度良いと思い向かってみれば、違う意味で子供を食べる目の前の変態龍帝がいたのだ。

「まぁいい。で、この酒場にリスナ達がいるんだな？」

「そのはずっすよ。何回か見かけた記憶あるんで。確か[image: ]ふ盟めい騎き士し団だんとかいう冒険者ギルドで、ここをたまり場にしてるとか大将から聞いたことが」

　それを聞いて、コートは花束を持つ手に力を込めた。

　お風ふ呂ろにもしっかり入り、ボサボサだった髪の毛はミドルに切りそろえてオールバックにキメている。

　当然、伸び放題だった髭ひげは綺麗に剃そって顎あごはつるつるだ。

　ラーラの手も借りて、少し眉まゆも弄いじっている。

　服装は百年前に王家から祝賀会向けに贈呈された紋付き袴はかま、旧文明時代に和服と呼称されていたスタイルだ。

　この姿を見せた時、ミディアが「いや、それは……」と言い淀よどんだが、王家が特注で作った最上級の礼装以外に選択肢はなかった。

　そもそも他にまともな衣服は持っていないわけで。

　が、一つ重大なことにコートは気が付いてしまった。

　ゆっくりとミディアを見て、口を開く。

「なぁ、俺の格好浮いてないか？」

　コートの言葉に、ミディアが「ハァ」とため息を吐ついた。

「浮いてるっすよ。だから言ったじゃないっすか、旦だん那なの服装は時代遅れだって」

　[image: ]うさぎの爪つめ亭に集まっている冒険者達の服装は、Ｔシャツに、ミディア曰いわくデニムとかいうズボンだ。

　街を行き交う人々の中に、和服なんて一人もいない。

「百年経たってるんすよ。今時、和服なんて着る人間いやしないっすよ。ま、仮装パーティーとかなら別っすけどね」

「か、仮装……」

「ま、今さらどーしょもないっすね。腹をくくって告白するしかないっすよ」

「うぐ……。わ、わかった」

　ミディアの言う通り、覚悟を決めるしかないようだ。

「ミディア。[image: ]の爪亭の中からリスナを連れ出してきてくれ。お前の仕事は、それで終わりだ。あとは好きに呑のんでていいぞ」

「いいぞって言われましてもねぇ、屋敷でラーラ様とマーシア様がお留守番なんすから、ちゃんと帰るっすよ」

「まぁ、あのビッチ女神と二人きりってのは、ラーラに悪い影響出そうだもんな」

「そうなんすよねぇ」

　うんうんとミディアが頷うなずいてから、改まって口を開いた。

「で、リスナさんが居た場合、ここまで連れてきてどうするんすか？」

「まかせろ、ちゃんと考えてる。いいか、この赤い薔ば薇らの花束を渡して、白い歯を見せて笑う。するとリスナは、目の前のイケメンが誰だれかわからず、感かん激げきで頬ほおを染めながら俺にこう言うんだ。『貴方あなたのようなステキな男性から薔薇の花束を貰もらうなんて感激だわ。でも、貴方のようなステキな男性を忘れるはずがないのに、ああ、ごめんなさい。わたしには貴方が誰だかわからないのっ』と戸惑い、自戒の念に囚とらわれるはずだ」

「は、はずだ……っすか」

「そこで俺は『いや、キミが忘れてしまっていても俺は構わない。だって、二人の魂は、運命は、まだ繋つながっている。俺は、はっきりと感じているんだ』と口にして、そして彼女の前にひざまずいて、俺の名前を告げて手にそっとキスをするわけだ。そして、いよいよ告白をする。どうだ、完かん璧ぺきな作戦だろう」

　この完璧な作戦に感かん激げきしているであろうミディアに振り返る。

　と、明後日あさつての方向を向いてやがる。

　きっと感激している自分の顔を見られるのが恥ずかしいんだろう。

「作戦っていうか、妄想の方が正しい気がするっすよ……」

「ふんだ。お前みたいな元ビッチになにがわかるんだよ。純情な乙女なら、間違いなくこうなるね」

「そ、そーかなぁ……」

「そうなんだよっ。だって記憶を失ったリスナに主人公が、もう一度告白して記憶を取り戻す作中のシーンだからな。絶対成功するに決まってる。わかったんなら、さっさと連れ出して来い！」

「作中って、まぁだ夢から覚めてないっすね。って、自分から出て来たっすよ」

「なんだとっ!?」

　慌てて[image: ]うさぎの爪つめ亭に顔を向けると、確かにリスナが室内から外に出て来た。

　それも他の客のことをお構いなしに走ってだ。

「そうか、俺の姿に気が付いたのか。イケメン過ぎて我慢できなくなったのか、それとも俺だとわかって感激のあまり走ってるのか」

「いや、なんか泣いてるような……」

　ミディアの指摘通り、リスナは手で涙をぬぐう仕草をしながら走っている。

「なるほど、感激の涙だな」

「いや、そうとは……」

「リスナっ、その感激の涙、一人の男として俺が確かに受け止めてやるぞ！」

　大きく腕を広げて抱きしめる姿勢をコートは取った。

　その脇わきを、コートには目もくれずリスナは走り去っていく。

「………………あれ？」

「………………プッ」

　ミディアが、小さく吹き出しやがった。

「てめっ、笑ったなっ、今確かに笑ったな！」

　ミディアの肩を掴つかんで、前後に強く揺さぶる。ぶるんぶるんと無駄に大きなおっぱいが揺れまくる。

「やめっ、き、気のせい──って、旦だん那なっ、お、男がががががが」

「気を逸そらそうったてな！」

　そう言ったコートの脇わきを、男が慌てた様子で走り去っていく。

「あれ、ホントだ」

「言ったじゃないっすかぁぁぁぁっ」

「誤解は誰だれしもある。人類は誤解を許すことで、また一つ進化できると思わないか？」

「思わないっすよ。そもそもウチはドラゴンだし」

「トカゲには高尚過ぎたか」

「ドラゴンっ、ドラ、ゴン！　トカゲ、違う！」

「似たようなもんだろ。とにかく、今の男を追うぞ。リスナが泣いてた原因があいつって考えるのが普通だろ」

「旦だん那なにしては珍しくまともな意見っすね」

　コートが走り出すと、ミディアが余計な一言を呟つぶやきながら付いてきた。

　石畳の道を二分ほど走っただろうか。

　コートは、そのシーンを見てしまった。

　男が、リスナの腕を掴つかんで引き寄せたのだ。

　コートの足が止まる。ドンッと背中に衝しよう突とつしたミディアが抗議の声を上げたが、コートは微動だにせずにそのシーンを見続けた。

　リスナが、男を睨にらみつける。

　なにか言い訳するような仕草を男が見せる。

　その直後、

　──バシンッ！！！！！

　リスナが男の頬ほおを打った。そのまま放心した男の手をふりほどいて走り去っていく。

「旦那っ、行っちゃったっすよ。追わないでいいんすか？」

　コートの背中に打ち付けた鼻をさすりながら、ミディアがリスナが走り去った方向を指さす。

「……」

「旦那？」

「……」

「おーい、コートの旦那？」

「……」

「童貞」

「ドラゴンも尻尾しつぽ切ったら再生するか、知りたくないか？」

　殺気と共に睨みつけると、ミディアが大きく後ろに跳んだ。

「物騒！　いたいけなメイドになんてことをっ。というか、だからリスナさんを追わないでいいんすか？」

「……見ただろ、今の」

「ええ、まぁ」

「俺も現実世界で初めて見たが、あれは伝説の『痴ち話わ喧げん嘩か』だ。付き合い始めた恋人が、一度は衝しよう突とつし合いすれ違い、そして絆きずなを深める恋愛イベントの一つだ」

　コートは大きく息を吐いた。

「つまりだ。リスナには彼氏がいるんだ。もう、人の物なんだよ。下手をすると、経験済みかもしれない。俺の恋は、最初から破れちまってたんだよ……」

　がっくりと肩が落ちる。同時に、またため息が出てしまう。心なしか、瞳ひとみも潤んできたような。

「もう帰る。やっぱり俺は、彼女なんてできない呪のろいが掛かってるんだ……」

　花束をミディアに押し付けて、コートはトボトボと歩き出した。

　その様子を見たミディアが慌てた様子で、口を開く。

「いやでも、かなり本気でビンタしてたし、破局の瞬間かもしれないっすよ？」

　ピタリと、コートの足が止まる。

　ゆっくりと、ミディアに振り返る。

「破局の瞬間？」

「そうっすよ。痴話喧嘩じゃなくて、あの様子はマジ喧嘩っすよ」

「マジ喧嘩……」

「そうそう、ウチにはそう見えたんで」

　ミディアが、コートの耳元に顔を近づけて囁ささやく。

「今まさにリスナさんはハートブレイクなんすよ。わかるっすか、この意味が？」

「い、いや、俺には」

「フフフ、リスナさんは傷ついて弱ってるってことっすよ。そう、誰だれかの支えが欲しいんですよ」

　ニタリと悪い顔でミディアが囁き続ける。

「こんな時に頼れる男に優しくされたら、どうなると思うっすか？」

「ど、どうなるんだ？」

「グラリと、心と身体からだが傾くに決まってるんすよ」

「こ、心と身体？　身体って……」

「そうっすよ、身体っすよ。傷ついた彼女にそっとお酒を勧めて、話を聞いてあげるんすよ。愚ぐ痴ちや寂しさを、黙って聞いてあげるんすよ。そうすれば、心と身体が旦だん那なに向かって傾くんですよ」

「お、俺に向かって」

「そうそう。そして、少し飲み過ぎた彼女の背中をさりげなくなでる。きっとリスナさんの女が、熱くなるっすよ」

「それって、もう発情だろ」

「そう、発情っすよ。そこまで行けば、もうゴールは目の前っすよ。半分せいこうしたようなもんっすからね！」

「は、半分せいこうっ」

「さ、リスナさんを追うんすよっ。今こそ落とす最大のチャンスっすよ！」

　トンッとミディアが、コートの背中を叩たたいた。

　グラリと身体からだが前に傾いて、足が自然と動き出す。

　徐々に足の回転は速くなり、自然とコートは走り出していた。

「さぁて、ホントに上手くいくっすかねぇ。ま、ウチは帰るとしますか」

　走り去るコートの背中を見ながら、ミディアは呑のん気きに呟つぶやいたのだった。




※　　　※　　　※




　[image: ]うさぎの爪つめ亭からそう遠くない路地に、その酒場はひっそりと明かりを灯ともしていた。

　通行人から聞き出した話が本当なら、この酒場にリスナの姿があるはずだった。

「にしても、小さい店だな」

　酒場のスペースは、集合住宅の一階の一角だけで十人も入りそうにない。

　店の看板は風雨にさらされて、店名は判読不可能だ。

　正直、常連以外には入り辛づらい雰囲気をまとっている。

「なんてことは言ってられないか。今こそチャンスなんだしな」

　古ぼけた扉を開けると、鈴がカランカランと鳴った。

　その音で、オーナーらしき老婆がちらりとコートを見やる。

　が、それだけだ。

　いらっしゃいませも、舌打ちもない。興味の欠片かけらもなく、カウンターの奥に座っているだけだ。居心地の悪さを感じながらも、コートは店内を見回した。

　──いた。

　カウンターの一番端に、リスナが一人でグラスを傾けている。着替えたのか、デニム生地のパンツのラフな格好だ。

　琥こ珀はく色いろの液体で、おそらくはウイスキーだろう。

「隣、いいか？」

　声を掛けると、リスナがゆっくりと顔を上げた。

　既にアルコールが回っているようで、やや緩慢な動きで、頬ほおも赤い。

　そしてなにより、泣きはらしたのか瞳ひとみは潤み、まぶたが少し腫はれていた。

「なによ、一人で呑のんでるのがわからないわけ？」

　ムスッとした声だ。

「そうなんだけどよ。まぁ、知らない顔でもないからな」

「どーいうことよ……わたしには、さっぱり見覚えないんだけど」

「まぁ、あの時の俺は髭ひげモジャに髪もひどいもんだったからな」

「髭モジャ……って、もしかして貴方あなた、あのニート？」

「コートだ。できれば、ニートじゃなくて名前で呼んでくれ」

「そういえば、そんな名前だったわね。ニートみたいな名前でニートしてたのね」

　リスナのイヤミに、コートは軽く肩をすくめてから隣の席に腰掛けた。一瞬、じろりとリスナが鋭い目をした。が、それ以上はなにも言わないところを見ると、コートが隣に座ることは許してくれたらしい。

　老婆にビールを頼み、コートはリスナを横目で見た。

「なにがあったか知らないけどよ、ずいぶんと機嫌が悪そうだな。俺でいいなら、愚ぐ痴ちに付き合うぜ？」

「ねぇ、そもそもその格好なんなのよ」

「え？」

　ドキッとしてしまう。












「おとぎ話の中から出て来たみたい。なにかの仮装？」

「か、仮装って、いやこれでも昔は正装だったんだ」

「百年以上昔の話じゃない。そんな大昔の服装してて、恥ずかしくないの？」

「いや、まぁ……」

　指摘されると、さらに恥ずかしくなってしまう。

「ふふっ、いいわ。その変な格好で少し気がほぐれたし、愚ぐ痴ちを聞かせてあげる」

　ため息を一度吐ついてから、リスナがうっすらと朱色が乗った唇をグラスに付け、傾けた。

「わたしね、結婚しようって話していた彼がいたの」

　ゴンッ。

　なんか後頭部を思いっきりぶっ叩たたかれた気がした。

　そんなコートの様子に気づかずに、リスナは話を続ける。

「ほら見て」

　リスナが左手の薬指を見せた。

　ゴンッ。

　そこには確かに婚約指輪がはまってて、コートはまた後頭部をぶっ叩かれた。

「一緒に死線をくぐり抜けて、互いに信頼しあっていたわ」

　リスナが話すたびに、ゴンッと頭に衝撃が走る。

「でも、彼の家って結構な名家なのよ」

「お、親に反対されたのか。でも指輪が……」

「ええ、彼が贈ってくれたものよ」

　そう言って、リスナが肩をすくめる。

「そう。しがない冒険者との仲なんて認められないってね。だから、彼に似合うような箔はくを付けようと思ったの」

「箔？」

「そうよ。幸い、と言っていいのかしら。数年ぶりに魔族が復活しているのよ。貴方あなたの屋敷で、確か話したわよね」

「そういや聞いたな。その一環として、王都の周りの再調査をしてるとか」

　コートの返答に、リスナが頷うなずきグラスを傾けた。

「その通りよ。その仕事を請け負ったおかげで、魔族が籠こもっているダンジョンの場所は、だいたいわかってるわ」

「で？」

「で？　ってここまで言ってもわからないの？　魔族よ、魔族を倒せばそれはもう勇者よ。騎士団に採用されるどころか、騎士団長にまでなった冒険者もいるくらいなのよ。これ以上ないほどの箔でしょ」

「魔族をねぇ」

　その親玉を倒した経験があるせいか、魔族程度を倒して箔はくになるのか、コートはどうにもピンと来ない。

　視線と首を傾かしげてしまった。

　そんな内心を知ってか知らずか、リスナが苦く笑った。

「貴方あなたも危ないって思うのね」

「いや、まぁ」

　自分の仕草を誤解して受け取られて、コートは曖あい昧まいな表情を浮かべた。

「わかるわよ。かつて世界を支配しかけた魔王の眷けん属ぞく。エルフすら凌りよう駕がする魔素に、ドワーフを超える膂りよ力りよく、並の人間が倒せる存在じゃないわ」

　そうかなぁと言いかけて、コートは慌てて言葉を呑のみ込んだ。

　百年前の事実は今の世の中からは忘れ去られてしまっている。それどころか、なぜか知らないがコートではなく王子とか王国が《根源の魔》を倒した話にすり替わっている。

　コートが魔族とかたいしたことないだろと言っても、信じてくれるはずがない。

「でもね、わたしだって王都でそれなりに名の知られた冒険者よ。自慢じゃないけれど、十指に入るって言われてるんだから」

「それなら幹部クラスの魔族でもない限り、なんとかなるだろ」

　普通の冒険者の実力がよくわからないが、とりあえずコートは話を合わせた。

「幹部クラスの魔族なんて、残っているわけないじゃない。最終決戦の時に逃げたか、最初から参加しなかった魔族が辛かろうじて生き延びてるだけなのよ。王国の騎士団に再び退治されないように、怯おびえながらね」

「騎士団なら魔族倒せるのか？」

「当たり前でしょう。百年前、魔王すら倒した集団よ。伝統はしっかりと生きてるし、今の騎士団長は二十数年前に魔族を倒した勇者その人よ」

　百年前、魔族に手も足もできずに屈服した王国の記憶がよぎって、コートは思わず苦笑してしまった。

「どうしたのよ」

「いや、まぁその、そうそう騎士団が魔族退治するなら、リスナの出番はないんじゃないか？」

「だからよ。だから急がないといけないの。それに、勇者の称号を狙ねらっている冒険者は他にもいるわ。もう、時間がないのよ。それなのに……」

「彼に、反対されたのか」

「ええ、そうよっ」

　怒鳴ったリスナが、ウイスキーが入ったグラスをガシッと掴つかんだ。そして、見ているコートが心配になるくらい、ゴクゴクグビグビとグラスの中のウイスキーを飲み干してしまう。

「ママ、おかわり！」

　グラスを老婆に突き出すと、無言でウイスキーだけが注つがれた。そう、ウイスキーだけだ。氷も水も足されない。

　元々入っていて半ばとけた氷があるだけだ。

　つまりほぼストレート。

　そのウイスキーを、リスナが再びグビグビと呑のみ干す。

「ぷっはぁっ。なんだってのよ、わたしと結婚する気がないならない、そー言えばいいじゃないの。それを危ないとかレベルが足りないとか、とってつけたような理屈並べてさっ。ねぇ、ニートもそう思うでしょうっ」

　グイッとリスナが顔を寄せてきて、怒鳴る。

　近づく顔にドキドキする前に、その迫力にたじろいでしまう。

　あと、すっごい酒臭い。コートが来るまでに既にかなり呑のんでたらしい……。

「てーか、アンタねぇ。やけ酒に付き合うって言ったくせして、ぜーんぜん呑んでないじゃないのっ。ほら、呑みなさいっ。わたしが払うからっ。ママ、こいつにウイスキー！」

　老婆がまた無言でウイスキーが入ったグラスを、コートの前に置いた。

　リスナがジ───ッとコートを睨にらんだ。

　誰だれがどう見てもその目は早く呑め、それも一息でって脅迫している。

　仕方なく、コートはウイスキーを一気にあおった。

「よぉしっ、いける口じゃないのっ。いいわ、気に入ったっ」

　リスナにドンドンと背中を叩たたかれてしまった。

　その間もグイグイとウイスキーを飲んでいる。

　相当、悪い酒だ……。

「いい、ウイスキー呑みながらよぉぉぉぉく聞きなさいよ」

「お、おう……おう？」

　いつの間にか、空だったグラスにはウイスキーが注がれている。老婆のくせして、コートの目にもとまらない素早い動きだと……。

「あの男はねぇ。危ないだなんだ言ったその口でねぇ、用事があるから辺境に今日から出かけるとか言いやがったのよっ。なにそれっ、ひどくないっ」

「ひ、ひどいな」

　鬼気迫るリスナの顔のせいで、コートは相づちしかできる雰囲気じゃない。

「そう、ひっどいのよっ。普通っ、危なくても危険でも、二人で協力して結婚のために魔族を倒そうってなるところじゃない？　作戦を練るとか、仲間を募るとか。それがあの男、なにしやがったと思う？」

　そんなこと言われてもわかるわけがない。

　それでも一応、考えようとしたものの、リスナにとってコートの答えなんて興味がなかったらしい。

　すぐに正解を、お酒臭い息と共に口にする。

「他の[image: ]ふ盟めい騎き士し団だんの団員に釘くぎを刺しやがったのよっ。わたしに誘われても魔族退治には行かないようにってね！　酷ひどいと思わない？　思うでしょっ」

　とうとうコートの胸ぐらを掴つかんで、ガクガクと揺らし始めた。

　と思うと、コートのグラスのウイスキーを飲み干し、さらに空じゃないのっと怒り出す。

　完全に悪い酒だ。

　確か、アニメで間違ってお酒を呑んじゃったリスナのこんなシーンあった気がする。

　それに──、

　顔を寄せてくる、嬉うれしい。

　腕を掴んでくる、嬉しい。

　時々、おっぱいに触れて、嬉しい。

　何より、二人っきりの空間が、嬉しい。

　いや、老婆がいるけど、あれは自動ウイスキー注つぎ機みたいなものだ。

　が、そんな嬉しい時間が四時間ほど流れた時、老婆がいきなり生き物みたいにしゃべり出した。いや、生き物だけど。

「もう、店みせ仕じ舞まいの時間だよ。出てっておくれ」

　振り子時計を見れば、もう日が変わろうとしている。

「それに、その子ももう限界なんじゃないかい。悪いこと企たくらんでるなら、チャンスなんだろうけど」

　余計なことを老婆が口走りやがった。

　慌てて隣を見ると、いつの間にかリスナがうつらうつらと船を漕こいでいる。

　確かに、飲み過ぎてもう限界だ。

　いやでも、こっからどうすればいいんだろう。

　まさかこの酒場で押し倒すことなんてできない。というか、押し倒すとか怖くて絶対できない。

　とりあえず、リスナを家まで送ろうにも家なんて知らない。

　そうなれば仕方ない。

　いかがわしい宿屋に連れ込むしかない。いや、連れ込んだ後になにをすればいいんだ。

　介抱と称して、ふ、ふ、服を……。

　考えただけで、身体からだが硬直してしまう。そんな大胆なことを、果たしてこれからできるのだろうか。

　《根源の魔》と戦った時より緊張して、冷や汗が出る。

「その子の家は、この建物の三階だよ、三〇二号室」

　老婆が、また余計なことを口にしやがった。

　それを聞いてしまった以上、いかがわしい宿屋に連れ込むことはできない。

　いや、決してホッとなんてしていない。

　本当にしてない、童貞を捨てるチャンスが目の前に来て緊張がマックスで、機会損失でちょっとホッとなんて絶対してない！

「ま、まぁ仕方ないな。家を知っちまったら、連れてくしかないな」

　軽く咳せき払ばらいをしてミディアに貰もらったお金で支払いを済ませると、コートはリスナの肩を抱いて立ち上がった。

「ちなみに、その子は一人暮らしだよ、ヒッヒッヒッヒ」

　ババァ──老婆が、黄色い歯を見せていやらしい笑い声を上げやがった。

　その言葉だけで、コートの身体からだがまた固まる。

　辛かろうじて足は動くものの、ギクシャクと妙な歩き方になってしまう。

「んっ、んぅっ……あっ、んっ」

　振動のせいか、隣でリスナが小さく喘あえぐ。

　温かい息がコートの耳に吹き掛かって、ゾクゾクとしてしまう。

「んっ……つ、連れて行って、はぁはぁ……く、れるの？」

　階段を登り始めると、リスナが目を覚ました。もっとも、飲み過ぎのせいで話している間にも荒い息を吐いている。

「ああ、三階だってあのババァに聞いたからな」

「んっ、あり、がと。でも、一人で、歩ける、から──きゃっ」

　リスナが一人で歩こうとして、階段を踏み外す。

　その身体を、コートは慌てて抱き寄せた。

　横乳が、ふにゅりとコートの身体に押し付けられる。

「ごめんなさい、んっ……やっぱり、貴方あなたに連れてってもらうわね。その方が、んぅっ、安全そう」

「ああ、そうしろよ」

「ええ、そうするわ」

　そう言うと、リスナがコートに身体を密着させた。

　飲み過ぎのせいで、行動が逐一大胆だ。

　お酒の匂においに混じって、リスナの髪から石けんが香る。それに、なによりリスナの体温がじんわりとコートの身体に伝わってくる。

　女性の身体からだが密着しているってことを否いや応おうなしにも自覚してしまい、心臓が今にも爆発しそうだ。

　リスナを見ようものなら、胸元の谷間が見えてしまう。

　しかもお酒を呑のんで、仄ほのかに上気していてうっすらと汗で湿っている。

　なにかのぞき見したような罪悪感に駆られて、すぐに視線を上げる。それでも気になって、時々チラチラとのぞいて、すぐに視線を逸そらす。

　そんな葛かつ藤とうをしながら実際には一分も掛からず、体感的には十分近く掛けて、ようやく三〇二号室まで辿たどり着いた。

　リスナがふらふらとしながら、鍵かぎを外して扉を開ける。

（どうするっ。ここで、俺は……いやでも、押し込むなんてことは、仮にも世界を救った経験のある勇者としては、できない。本物の性犯罪者になるわけにはいかない。だってラーラに叱しかられるっ！）

　開いていく扉を見ながら、心の中がざわつく。

　ラーラの怒った顔が浮かんだと思いきや、今度はマーシアの顔が浮かんだ。

（いやでも、これはチャンスだ。押し込むんじゃなくて、水を一杯貰もらうとか言いつつ中に入って、いい雰囲気作って、そのままなし崩し的にお互いの合意の元にだ）

　すると幻聴か、ミディアの笑い声が聞こえてくる。

（コートの旦だん那なにいい雰囲気なんて作れるわけないっすよぉ）

（その通りだけど、その通りなんだけどっ）

（なら、このまま帰るわけ？　うわ、チキン）

（コート、嫌がることをしちゃダメだよ？）

　葛藤で身体が動かない。

　と、リスナが振り返った。

「ニート、じゃなかったコート、どうぞ上がって」

「……ひゃいっ!?」

　驚きで、声が裏返っちゃった。

「今夜はまだ呑みたい気分なの。こんな夜に、一人で呑むのは辛つらいでしょ？」

　寂しそうな顔で、リスナが微笑ほほえんだ。

「わ、わかった」

　ゴクリと息を呑んでから、コートは足を踏み出した。

　人生で初めて、普通の人間よりもかなり長い人生で初めて、女の子の部屋に入る。ラーラとミディアの部屋は、この際カウント外。

「一人暮らしだから散らかってるわよ」

　前を歩くリスナが、肩をすくめた。

　だが、どこをどう見ても散らかってなんかいない。

　ピンクのクッションやぬいぐるみ、鉢植え、風景画などがある、いかにも女の子な部屋だ。台所も、よく片付いている。

「一回、お酒抜きたいからシャワー浴びてくるわね。そうそう、部屋を漁あさらないでよ？」

　軽く笑いながら、リスナがバスルームに消えていった。

　のぞけということだろうか？

　それとも、下着を漁れということだろうか？

　とかつい思った瞬間、脳裏にラーラが現れて怒られた。

　仕方なく静かに座っていると、バスルームからシャワーの音が聞こえてきた。

　え、なにこれ。

　これからめくるめく夜のシーンにしか思えないんですけど。

　どう考えても誘われてるようにしか思えないんですけど。

　裸になるために汗を流してるとしか思えないんですけど。

　頭の中で、今からするの？　ホントにするの？　するのか？　と『する』って言葉がぐるぐると渦巻いていっぱいになる。

　緊張で汗がまた吹き出してきた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ」

　呼吸が荒くなる。

　周囲がなにも見えない。

　すると、バスルームの扉が開いてリスナが戻ってきた。

「あら、そこのお酒なら呑のんでくれててよかったのに」

「あ、あう、お、おおう」

　声が上擦る。

「ふぅ、少しお酒抜けたかしらね。これで、また呑めるわ」

　長い髪をタオルで拭ふきながら、リスナが歩いてきた。

　風ふ呂ろ上がりで上気した身体からだをシャツで覆っているだけの、あられもない姿だ。白く、無駄な贅ぜい肉にくがない、それでいて柔らかそうな生脚がスラリとシャツの裾すそから伸びている。

「みっともないかしら？」

　その言葉に、コートは激しく首を左右に振った。

「そう？　ありがと、実は結構がさつなのよね。だから、室内だといつもこんな姿なの」

　苦笑しながらリスナが、ベッドに座った。

　そして机の上にあった──緊張で気が付かなかった──酒瓶から、二つのグラスに酒を注ついだ。

「安いお酒だけど、どうぞ」

「お、おす、ありがとう」

　さっきまでのペースとは違い、リスナがちびちびと酒を呑のむ。

「でも、こんな時間まで付き合わせちゃってごめんなさいね。感謝してるのよ、お礼を言わなくちゃね」

　感謝──お礼──つまり、ご褒美でさせてくれるということか。

　いやいや、そんなはしたない女性なわけがない。

　だとしたら、このシチュエーションはどういうことだ。

　やっぱりミディアが言っていた通り、頼れる男であるコートに心も身体からだも、寄りかかりたくなったということだろうか。

　確かに、自分以上に頼れる男などいないだろう。

　なにしろ世界を救った実績がある。

「ねぇ、コート」

「っ……な、なにかな」

「貴方あなたは、大事なものを守ったことある？」

「なんだよ唐突に」

「さっきね、貴方に愚ぐ痴ちを散々言いながら、ちょっと思ったのよ。彼が魔族を倒すことに反対したのも、わたしに協力しないように団員に言ったのも、わたしを守りたいからじゃないかなって」

「でも、それだと結婚するための箔はくを手に入れられないんだろ」

「そう、よね……」

　リスナが、グイッと酒をあおった。そして、また注つぐ。

「そうだな、俺は、まぁ守ったことはあるな。あまり話したくはないんだけど、今夜は仕方ないか」

「守ったって、彼女？」

「まさか。女だけど、まだ子供だよ」

「え、もしかして子持ちなの？」

「ちげぇよ！」

　思わず声を張り上げてから、コートは頭を掻かいた。

「まぁなんだ赤子の頃ころに盗賊に両親が殺されてさ、その時に救って、そして育ててくれた里があるんだよ」

「……そうなんだ」

「そこはエルフの里でさ、一人の女の子が俺の面倒を見てくれたんだ。そのまま、まぁ俺は人間だから成長するけどよ、そいつは女の子のままってわけだ」

「もしかして、屋敷にいたラーラちゃん？」

「勘が良い奴やつだな」

　急に恥ずかしくなって、コートは赤面してしまった。あのラーラに面倒見られて育ったとか、こっぱずかしいにも程がある。

「ロリコンだと思ったら、マザコンでもあったのね。その上、ニートとか三重苦だわ」

「ロリコンでもマザコンでもないからっ。ただのニートだ！」

「堂々と言うことでもない気がするけど、まぁいいわ、でもラーラちゃんを守ったとか、なにかあったの？」

「昔のことだよ。真性のロリコンがいてな、まーなんというか、ラーラのヤツが、強い上に部下もたくさんいる面倒なヤツに見初められたってわけだ。それで里の連中が、ラーラを人ひと身み御ご供くうとして差し出そうとしやがったから、ラーラを守るために一緒に里を出て、そのロリコンを倒したってことだ」

　嘘うそは吐ついてない。

　ロリコンが実は《根源の魔》ってことを隠しただけだ。コートが、世界平和とかどうでもよくてラーラを守るためだけに戦って倒して、結果として世界を救ったことなんて、言うだけ無駄だ。

　百年前のことだ。

　目の前のコートはどう見ても二十前後なわけで、リスナに信じろという方が酷だ。

「……そうなんだ。ごめんなさいね、軽々しく聞いてしまって」

　それでも、リスナはコートの話そのものは信じてくれた。

　ばつの悪そうな顔になってしまっている。

「気にするなよ。言いふらすような話じゃないし、照れくさいから普段は教えないだけだ」

「そう。でも、コートは強いのね。大事な人を守るために、戦えるんだ。無む茶ちやできてしまうんだ」

「ほら、それだ。そーいう風に『凄すごい』とか言われると、こう、なんか恥ずかしくて身体からだが痒かゆくなってくるんだよ。だから、あまり話したくないんだ」

「照れ屋なのね」

　リスナがクスクスと笑う。

　そして、また酒を一口呑のむ。

　ラーラのことを話したせいか、コートも妙な緊張から解放されていた。

　グラスを初めて取り、酒を口にして──思わず吹き出しそうになった。

「な、なんだこりゃ、強いというか、強すぎだろ」

「あははは、北方辺境の特産よ」

　グイッとリスナが酒をあおる。

　またドボドボと酒を注つぐ。

　もしかして、眠気が飛んだだけでまだ泥酔してるんじゃ……。

　その予感は、すぐに的中した。

　パタッとリスナがベッドにひっくり返ってしまった。

　そのまま、すーすーと寝息を立て始める。

　ベッドに腰掛けたまま、後ろに倒れ込んだのでショーツは丸見え。

「え、いやいや、これ、俺にどうしろっていうんだよ。無防備すぎんだろ！」

　頭の中がまとまらない。

　相手が寝ちゃうってことは考えてもいなかった。

　お互いにいい雰囲気に、ロマンチックな雰囲気に自然となって、抱き合う。そんなことしか想定していなかった。

　いや、ちょっとワイルドに強引に押し倒すってのは頭の片隅にはあったけれど。

　まさか、寝入ってしまうとは。

　しかも、脚を広げてショーツを見せつけながらだ。

　これはもしかして誘われている？

　いや、誘ってなくても襲ってしまっても仕方ないし、許されるシチュエーションなのではないだろうか。

　いやいや、寝ちゃった相手を襲ったとかラーラに怒られる。いや、怒られるというかすっごく悲しい目で見られてしまうに決まっている。

「んっ、んぅっ♡」

　リスナが、艶なまめかしい声を上げながら寝返りを打った。

　思わず見入ってしまう。

　いや、これ見入るだろ。仕方ないだろ。

（いや、これ誘って……るのか？　偶然でこんなことありえるか？）

　あられもない姿で目のやり場に困りつつ、コートの悩みが深まる。

　リスナが、今夜のたくましく頼りがいがあり優しいコートの姿に情が移り、『抱いて！』ってことならば、ここで抱かないのは彼女に失礼というものだ。

　だが、ただ酔いつぶれて奇跡的にショーツが紐ひも状じようになって、色々と見てはいけないものが見えちゃいそうになっているだけならば、それは犯罪だ。

「んぅっ……どうしてぇ」

　寝言がリスナの綺き麗れいな唇から漏れた。

　どうして？

　え、なにがどうしてなんですか。

『どうして抱いてくれないのか』

　なんですか？　とか思った時、コートの脳裏に違う可能性がよぎった。

『どうして結婚してくれないのか』

　彼氏との別れに傷ついた寝言だったら、全く意味が逆になってしまう。まだ傷ついているリスナを抱くとか、それはもう完全に犯罪だ。

　果たしてどっちなのだろうか。

　いっそ声を出して聞いちゃうという手も……いやいや、それはなんだか恥ずかしい。そもそも、

『俺に抱かれたいんですか？』

　とか聞いて、違ったら大恥だ。

　その段階で部屋から叩たたき出されてもおかしくない。せっかく親しくなった関係も、それでアウトだろう。

　とはいえ、本当に『抱いて！』状態なのに放置したら、彼女を傷つけるだろうし、きっとチキン野郎って思われる。

『コートって、男として意気地がないのね。幻滅だわ』

　とか言われちゃうかもしれない。

（[image: ]う、ど、どうすれば……）

　頭を抱えてしまう。

　ただただ、カチカチと時計の針の音だけが響いていく……。
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「んっ……ん[image: ][image: ][image: ][image: ]、よく寝たわ、あっ、ん[image: ]、[image: ]う、頭痛いかも……」

　部屋にリスナの声が響いた。そしてすぐに自分の声で、頭を抱える。

「え、なんでコートが……あ、そうか、夕べわたしが連れ込んだのよね。ったく、なにしてるのかしら、わたしも」

　こめかみを押さえながらリスナがベッドから下りた。

　呼びかけられて初めて、コートはリスナが起きたことに気が付いた。

「朝、か」

　顔を上げると、カーテンの隙すき間まから陽光が差し込んでいる。外からは人が動き出している声や音も聞こえてきている。

　朝だった。

　頭を抱えて悩み続けていたら、もう朝だった。

　抱くとか抱かないとか決める前に、朝だったのだ。

　チキンで優柔不断、絶対ミディアにそー笑われる。

　だって自分でもそう思うからな！

　コートは、再び頭を抱えた。

　いったい自分はなにをやってんだ、と。

「でも、コートのこと見直したわ」

　思ってもみなかった言葉をリスナが口にした。今まさに臆病さと優柔不断っぷりに、自分の評価を思いっきり下げているところだったのにだ。

「あら、そんな意外そうな顔しないでよ。そりゃ、最低って言ったけれど、行動を見て相手をちゃんと評価することくらいするのよ？」

　ぽかんとした顔を上げたコートを見て、リスナが苦笑いを浮かべる。

「だってそうでしょ？　いくら酔ってたとはいえ、この格好を恋人でもない男性に見せるなんて、あり得ないもの」

　リスナが、自分の姿を見てばつが悪そうに苦笑した。

「ショーツの上にノーブラでシャツ一枚とか、ホント夕べのわたしはどうかしてたわ」

　そう言いながら、リスナが腕で自分の胸を出して隠した。

　コートとしては、その衝撃の事実に気が付かなかった自分の観察眼のなさに後悔、ただひたすら後悔だ。

　しっかり気が付いていれば、布越しにアレを確認できたかもしれないのだ。

　今となっては、リスナの腕に抱かれておっぱいがフニュリと変形していることしかわからない。

　いや、それだけでも十分に嬉うれしいんですけれど。

「でもコート、貴方あなたは目の前でこんな痴女みたいな格好をして寝ているわたしを襲わなかったわ。部屋の隅っこで膝ひざを抱いて、ただ寝ていてくれた。意外だったと言ったら失礼かもだけど、紳士なのね」

　ニコリとリスナが微笑ほほえんだ。

　その朝日を受けた微笑みに、コートは見み惚ほれてしまった。

「でも、自分で言っておいてなんだけど、どう考えてもこの格好は痴女よね。男を誘ってるとしか思えないわ」

　コートの前でクルリと身体からだを回転させて、タハハと笑う。

　いや、回転してシャツが翻ってショーツが見えたんですけれど。今の動作も痴女なんですけれど。

「でも、ホント助かったわ。縁もゆかりもないわたしの愚ぐ痴ちとやけ酒に付き合ってくれて、しかも痴女スタイルのわたしを襲わないでいてくれたんだもの。まったく、この格好じゃ、襲われてても文句いえないもの。誘ってたとしか思えないんだから」

　フゥとリスナがため息を吐ついた。

　いや、襲ってもよかったんですか。

　でも、誘ってなかったんですね。

　後悔と失望が、同時にコートのガラス製のハートを叩たたいた。

　ぴしぴしとヒビが入ってしまう。

　白くなりかけたコートに、リスナがいきなり顔を近づけてきた。

「これはお礼よ」

　立ったまま、上半身を傾ける。

　豊かな胸を自分で抱いているせいで、シャツの胸元から見える谷間が深く深くなっていた。

　その谷間が、リスナが身体からだを屈かがめれば屈めるほどゆさゆさと揺れる。

　目が釘くぎ付づけだ。

　いや、これもう痴女だろ、また誘われてるのか？

　とか思っていと、額になにか温かいものが触れた。

　少し湿っていたような気もする。

「え？」

「お礼のキスよ。額だけどね」

　身体を元に戻したリスナが、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　キス、つまりコートの額に触れた温かくて少し湿っていたものは、唇ということだ。

　胸の谷間に気を取られていて、まったく気が付かなかった。

　感触を楽しむこともできなかった……。

「わたしの中のコートの評価、変えておくわね」

「変えるって、最低からどう変わるんだよ」

「もちろん『いい人』によ」

「……………………そ、そうか」

　コートの耳に、自分のガラス製のハートがパリンと割れた音が聞こえた。

　いい人、それは永遠に恋人にはなれないポジション。

　恋愛対象外という宣告。

　コートが百年間、ラノベやアニメや少女漫画を読んで学んだ恋愛知識にはそうあった。

　つまり、告白する前に明確にフラれたのだ。

「そうそう、わたしも額のキスだけでお礼になるとか自惚うぬぼれてないから、朝ご飯食べて行ってよ。簡単なものになるけど、作るから」

　屈託なくリスナが微笑む。

　今、自分がコートの恋心に死刑宣告をしたとも気が付かずにだ。

「いや、いいよ。ラーラが家で待ってるからな」

　ゆらゆらとコートは立ち上がった。

「あら、そう？　でも、ラーラちゃんが待ってるなら仕方ないわね。ふふっ、ホントいい人なのね」

　二度目の死刑宣告に、コートはバランスを崩して近くの棚に手を突いてしまった。

「貴方あなたもお酒がまだ残ってるのね。よく呑のんだものねぇ」

「そ、そうだな。それじゃあな」

　失恋を悟らせまいとコートはなんとか硬い笑みを浮かべて、リスナに別れの言葉を告げたのだった。

　外の階段で一回転んだけれど……。
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「あっはっはっはっ、コートってばチキンで優柔不断すぎるわよ」

　屋敷に戻り、ことの顛てん末まつを口にした途端、ミディアじゃなくてなぜかいるマーシアに笑われた。

「う、うるせぇっ。俺はな、そーいう行きずりの恋みたいなのは嫌なんだよっ。もっとこう、ちゃんと恋愛をして、ラブとロマンスにあふれる初体験をしたいんだよっ。ピュアなんだよ、純粋なんだよっ、ロマンチック男子なんだよっ」

　必死にコートが訴えた途端、横でミディアが「ブブーッ」と吹き出しやがった。

「てめぇ、このハートブレイクで深く深く傷ついて恋のＰＴＳＤになった俺をよくも笑ったなっ」

「い、いやだってほら、いくらなんでもロマンチック男子ってのは卑ひ怯きようっすよ」

「どこがだよっ。俺の全身ロマンチックであふれてるだろうがっ」

「そ、そうっすね」

　ぎこちなくミディアが頷うなずいて、横目で助けを求めるようにマーシアを見た。

　マーシアは、即座に明後日あさつての方向を向く。

「そもそも、お前がっ、お前が俺に妙な智ち恵えを付けるから、こんなにも俺のピュアハートがバラバラに砕ける羽目になったんだぞっ」

「そんなぁ。あ、いや、責任は痛感してるっすよ。でもほら、美少女の部屋に招かれて一夜を共にして、その寝姿を見るとか嬉うれしかったすよね？　普通はできない経験っすよ」

「……ま、まぁ、リスナの部屋はいい匂においがしたし、ショーツも見たし、胸の谷間も見て嬉しかったけどよ」

　思い出して、思わずにやけてしまう。

　そして、すぐに一晩中悩んで朝になったことを思い返す。

　自分の行動の全すべてが恥ずかしい。

　襲うかどうか悩んで決断できないまま朝を迎えてしまったこと。

　ただのいい人扱い、すなわち恋愛対象と見られてなかったこと。

　にも拘かかわらず誘われてるかもしれないなんて勘違いしたこと。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　一生分のため息が出てしまう。

「ミディア」

「は、はいっす」

「[image: ]うさぎの爪つめ亭に出してる依頼募集な、剥はがしておいてくれ。俺、もう二度と街なんか行かない」

「ええぇぇぇっ、ちょ、ちょっとそれはっ」

「はぁぁ、またニートに戻るのね……」

　ミディアとマーシアの言葉を聞きつつ、コートは自分の部屋に向かった。

「コート、綺き麗れいにしておいたよ」

　部屋の中には、ラーラがいた。

　書籍の類たぐいは、床の上から本棚にしまわれ、入りきらなかったものは箱詰めしてある。

　床はピカピカに掃除されていて、ベッドのシーツも布団も洗濯されて太陽の香りがした。

　その香りに誘われるようにして、コートはベッドの上に身体からだを投げ出した。

「ラーラは、俺のこと馬鹿にしないのかよ」

　枕まくらに顔を埋うずめたまま話したので、声がくぐもってしまう。

「ううん、だってコートは偉いもん」

「偉い？　どこがだよ」

「うーん、よくわからないんだけど、コートは悪い誘惑に負けなかったんでしょ？」

「悪い誘惑、か。まぁ、そんなもんだ」

「その誘惑に負けてたら、悲しんでるリスナさんをもっと悲しませることになったんだよね」

「……そう、だな」

「だったらコートは偉いし、優しいってことだもん。自分よりリスナさんのことを大切にしたんだもん。コートがラーラの知ってる優しくて強いコートで、ラーラは嬉うれしいの」

「いや、そんな大層なもんじゃないぞ。自分のことしか考えてなかったからな」

　ラーラの絶賛に気恥ずかしくなってしまうコートだ。

「ううん、違うよ。コートが自分で気づいてないだけ」

「そ、そうかな」

「そうだよ。だって、世界で一番コートのこと知ってるのはラーラだもん。たぶん、コートよりコートのこと知ってるよ？」

　ポスンとラーラが、ベッドに腰掛けた音と振動が伝わる。

「だからね、コートはきっとニートになんか戻らないのもラーラ知ってるの」

「いや、それはどうかな」

　枕まくらの上で顔を横に向けて、ラーラを見る。

　するとラーラがゆっくりと首を横に振った。

「そうだよ、うん。少しお休みするだけ、百年前の戦いで疲れちゃったコートの心は、もう元気だもん」

　慈しむような微笑ほほえみが、そこにはあった。
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「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、呑のまなきゃやってらんねぇっすよっ」

　[image: ]うさぎの爪つめ亭の今や定席となったカウンターの一角で、ミディアは一気にビールを飲み干した。そして、いつも通り無言で店長のリバンドにジョッキを突き出す。リバンドが手際よくビールを空のジョッキに注つぐと、受け取ったミディアはまた一気に呑み干してしまった。

「なんだい、今日はいつもよりもペースが速いじゃないか。嫌なことでもあったのかよ」

　リバンドが苦笑と共にまた突き出されたジョッキを受け取って、ビールを注ぐ。

「嫌なことだぁ？　ありまくりっすよ。ウチのあのクソニートめっ」

「たまにアンタの口から出る、自称勇者様のことかい」

「そうそう、あの自称勇者っ。仕事なんてしない、またニートに戻るなんて言い出したんすよっ。ちょっと失恋したくらいで、情けないったらありゃしないっすよっ」

　大きなソーセージを大きく開けた口に放ほうり込み、八つ当たりのように歯をむき出しにしてパリッと食いちぎりむしゃむしゃと食べる。

「まぁ、働く働かないは別として、仕事の募集なんて一回も来なかったしなぁ」

　リバンドが仕事の募集と依頼が貼はられた壁を呆あきれた顔で見た。

　そこには『匿名勇者（世界を救った経験ありマス）、依頼募集中』と書かれている。

　ずっと貼られっぱなしで、今や貼られた紙の中では最古参だ。おかげで少し汚れて、端が切れてしまっている。

「そーなんすよねぇ。今のままじゃ、あの旦だん那ながニートに戻ろうがなんだろうが、結局仕事はない状況には変わりないんすよねぇ。一度でいいから仕事くれば、ウチらの腕を見せられるんすけどねぇ」

　ミディアは、今度はつまらなそうにソーセージを何度もフォークの先でプスプスと刺した。

「まぁ、アンタは女性とはいえデカイし筋肉もあるからな。かなり腕が良いってのは、見ればわかる」

「はっ、見ただけでわかるんすか？」

「あのな、儂わしはここで何年冒険者を見てきてると思う。斡あつ旋せんだってしてるしな。その程度の目利きができなきゃ、ここで商売なんてやってられんよ」

　リバンドが腕を組んで、自分を自慢した。

　それから、薄目でミディアの身体からだを舐なめるように見た。

「そのいやらしい目つきが、目利きの目っすかぁ？」

「いや、これは夜の目利きだよ。ミディア、アンタ夜もかなり強いんじゃ──」

「目ん玉、フォークで刺されたいんすか？」

「じょ、冗談だって冗談っ」

　突き出されたフォークに、リバンドが思いっきり仰のけ反ぞった。

「まったく、エロオヤジはこれだから嫌っすよ」

　フォークを下ろして、残りのソーセージに突き刺し口に入れる。

「でもなぁ。ミディア、アンタのこと狙ねらってる男は多いぞ。あれは良い身体だってな」

「はっ。願い下げっすよ。こちとら、毛が生えてない少年から旦だん那な以外は興味ないんすよ」

「特殊性癖だったんか……。というか、旦那？」

「あの野郎、諦あきらめてウチの身体で我慢すりゃいいんすよ。だいたい、このウチを力尽くでねじ伏せた男なんて、あの野郎だけだってのに。強い男なんて初めて知ったってのに、こっちの女にはなーんも興味ないとか、ああもうっ、どーいうことっすか！」

　ドンッとジョッキをカウンターに叩たたきつける。

　と、ボコンとカウンターが壊れ、ジョッキも粉々になってしまう。

「あ……あはははは、ごめんなさい」

「ったく、何回目だよ。後で弁償してもらうからな」

「お、おす」

「ところで、儂の目の錯覚かね。アンタの貼はり紙を見てるヤツがいるよ」

「あのね、笑えない冗談っすよ」

「冗談と思うなら儂は構わんけどね。ただ、振り返る労力なんてものは冗談に呆あきれるよりも簡単だと思うぞ」

「へいへい」

　ため息を吐つきながらミディアは振り返った。

　少女が、いた。

　それも見覚えのある後ろ姿の少女だ。

　少女が『匿名勇者（世界を救った経験ありマス）、依頼募集中』と書かれた貼り紙を壁から剥はがした。

　そのまま振り返ると、カウンターに向かって歩いてくる。

　その姿を見て、ミディアはポカンと口を開いてしまった。そんな呆ぼう然ぜんとしているミディアに、少女は信じられない一言を口にした。

「仕事を依頼したいのっ。お願い、わたしに勇者を紹介してちょうだい！」
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　その夜、少女の姿はコートの屋敷にあった。

　コートとラーラとミディアの、困惑した視線が少女に注がれている。

「おね……がい。無む茶ちやなのはわかってるわ。でも、貴方あなた達が本当に勇者なら、勇者ならわたしのために魔族を倒してっ」

　少女が、瞳ひとみいっぱいに涙を溜ためて頭を下げた。

　それだけでコート達を驚かすには十分だったが、次の言葉に全員が一斉に腰を抜かし掛けることになる。

「そして、わたしの、わたしの記憶を取り戻してっ。わたし、自分が誰だれかすら、名前すらわからないのっ！」

　それが少女──リスナの依頼だった。
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「リスナ、依頼内容をもう一度確認するぞ」

　王都郊外の深い森の中にある古城の廃はい墟きよ前にコート一行は居た。

　リスナは自分が呼ばれたことに、一瞬気が付かなかったようだ。少し間を置いてから、コートに振り返った。

「ごめんなさい。わたしの名前はリスナ、そうだったわね」

　少し戸惑いながら、リスナが言う。

「そう、それだ。この古城の地下ダンジョンに潜む魔族に、記憶を奪われたんだな」

「そうよ、わたしは魔族と戦って、勝てないと悟って逃げ出したの。命からがら、なんとかダンジョンから脱出はできたのだけど……」

「自分の記憶が無くなってることに気が付いたってわけか」

「情けない話だけど、逃げ出している時は夢中で気が付かなかったのよ。でも、あの魔族から逃げ出して、なんとかダンジョンから抜け出したら……」

　悔しさかリスナが唇を噛かむ。

「記憶がなかったんだな」

「自分が誰だれだかも、他人とどんな繋つながりがあったのかも、どういう人生を送ってきたのかも、全すべて失ってるの。なにも、なにも思い出せない。この辛つらさが、わかる？　いいえ、わかるわけない」

　リスナが、目を閉じた。一瞬、光るものが見えた気が、コートにはした。

「どうしてわたしが、こんな目に遭わないといけないの……。わからない、なんであのダンジョンに潜って、魔族と戦ったのかも、その理由すらわからない。だから、まともな後悔もできないのよ」

　リスナの姿が、とても小さくなったように思える。

　コートのことをニートと呼んだり、一緒に酒を呑のんで酔いつぶれた時のリスナとは、まるで違う姿だ。

「ただわかることが一つあるわ。あの魔族は、わざとわたしを逃がしたのよ。だって、ダンジョンの外で途方にくれてしゃがみ込んだわたしを、あざ笑ったのよ」

「その時に、自分を倒せば記憶が戻るって言われたのか」

「そうよ、あざ笑いながらね。きっとわたしが他の人間を連れて戻ってくるのを期待して、脱出を許したんだと思うの。一人でまた立ち向かう勇気なんて、わたしの中には欠片かけらも残ってなかったもの」

「なんでそんな面倒なこと、するんすかね」

　古城の周囲を調べていたミディアとラーラが、いつの間にか戻ってきていた。

「周りになにかなかったか？」

「それが、なんか一回壊れてから、最近また掘り返したっぽいんすよねぇ」

　ミディアが小首を傾かしげた。

「ラーラ、ここなんだか見覚えある気がするの」

「いやでもラーラ様、このダンジョン新しいっすよ」

「ま、潜ればわかるだろうよ」

　コートはあっさりと答えると、リスナにまた振り返った。

「リスナの考え通りだろうな。その魔族は、お前が誰だれかを連れて戻ってくるように仕向けたんだよ。魔族の連中は、他の生物を魔に引きずり込みやがるからな。動物をモンスターに、そして人間は眷けん属ぞくに変えちまう」

「そう、そうなの。そんな理由のために、わたしの大切な記憶は、人生は奪われたのね」

　リスナが強い眼まな差ざしでダンジョンを睨にらんだ。

「でも、ただの冒険者を連れて行っても勝てないってことだけはわかってたわ。だから途方に暮れていたの」

「そこに俺達の『匿名勇者（世界を救った経験ありマス）、依頼募集中』って募集を見たわけか」

「ええ……」

　リスナが少し不安そうに頷うなずく。

　その様子に、ミディアがリスナを屋敷に連れてきた時の驚きを思い出してしまった。

　まさに仰天した。

　最初は、もしかしてやっぱり『抱いて！』って言いに来たのかもとか淡い期待をしたものの、彼女の言葉を聞いてそんな期待は頭から綺き麗れいさっぱり消えていた。

　記憶を取り戻して欲しいという切実な依頼を聞いた以上は、コートにはニートを続けるという選択肢はなかった。

　失恋したとはいえ惚ほれた彼女だ。

　しかも、大好きな『アックスアート』、そのヒロインの生き写しとしか思えない彼女を救うなんて、まるで自分があの世界に入ったような気分になれて最高だった。

　だからコートは依頼を二つ返事で受け、部屋から再び世界に出たのだった。

　あと、もしかしたら自分の実力を見て恋に落ちて『抱いて！』となるかもしれないという、都合のいい考えも頭の片隅によぎりつつ……。

「ねぇ、本当に、本当に勇者なのよね？」

　リスナが不安を口にした。当たり前と言えば当たり前だが、コートの自称勇者をまだ信じ切ることができないのだろう。

　確かに普通は勇者が自分から酒場の壁に依頼募集なんてしない。左うちわで仕事が来るのを待っている──いや、そもそも勇者とまでなったら冒険者なんてする必要はない。

　国からそれ相応の地位を与えられるか、働かないでニートでもしてればいい。コートが実践したように。

　となれば、

「ま、不安はわかるさ。でもな、いつまで不安でいられるか。ラーラ、ミディア、楽しみだな」

　ニヤリと笑ったコートにつられて、ラーラもミディアも笑みを浮かべる。

　独りリスナだけが不安そうに三人を見ていた。

　そして一時間後、リスナの表情は一変していた。

「久しぶりにコイツを振り回したけどよ、切れ味落ちてないな」

　三メートルはあろうかというトロルを、コートは無造作に大剣で斬きり捨てた。そのまま左から振り下ろされたもう一体のトロルの棍こん棒ぼうを、いともたやすく左手で掴つかむと握力だけで粉砕し、右手の大剣であっさりと斬り捨てる。その間も、散歩するかのようにのんびりと歩き続けている。

　前方から覆おおい被かぶさってきた巨大なスライムが、コートの身体からだに触れただけで爆散した。

「な、なにあれ」

「あー、コートの旦だん那なじゃ体中に魔素がみなぎってるんすよ。なんで魔素で動いてるモンスターは、不用心に触れるとバンッてなるんすよねぇ」

　リスナの質問に、ミディアが苦笑しながら答える。

「はぁっ、なにそれ？　魔素ってものは修行した魔導師が、自分の精神を暴走しないようにしっかりとコントロールしながら、自然界に僅わずかにある魔素を集めて慎重に扱うものなのよ？　暴走でもしたら、精神が崩壊して死んでしまうって知らないわけ」

「まぁ、特異体質？　昔、色々あって魔素を取り込みすぎちゃったっていうか、ほっといても魔素が集まるっていうか」

「いやいやいや、なにそれ。魔王レベルの話よ、それ！」

「まー、似たようなもんすかねぇ」

　ミディアが頬ほおをポリポリと掻かく。

　その間もコートは、無人の野を進むが如ごとくモンスターの群れの中を歩き、一歩進む毎にモンスターの血しぶきが吹き上がっていく。

　その様子を、ラーラもミディアも別段驚いた様子もなく、しかも手伝うそぶりも見せずに死体の山の中をコートに続いて歩いて行く。

　彼女達にとっては、それが当然とでも言いたげな様子だ。

　気が付けば、リスナが仲間を連れて帰ってくるのをダンジョンの入り口付近で待ち受けていたモンスターの百体を超える群れは、ものの数分で綺き麗れいさっぱり死体になっていた。

「呆あきれたというか、貴方あなた達って何者なの？」

　モンスターの死体の山を呆ぼう然ぜんと眺めながら、リスナは呟つぶやいていた。

「ええとね、勇者とその仲間かな」

　リスナの疑問に、今度はミディアではなくラーラがニコニコと答える。それも、この血しぶき上がる濃密な死の気配の中で平然とだ。

「ラーラちゃんは、この凄せい惨さんな光景を見てもなんともないの？」

「うーん、慣れてるから。それにね、魔族とは違って魔に中あてられてモンスターになった動物さん達は、もう助けられないから。コートの剣で倒すのが、動物さん達の救いなの」

　初めて、ラーラが顔に悲しそうな表情を浮かべた。

「そうね、それは聞いたことがあるけれど……」

　だからといって、百体あまりの死体が生産され、積み上げられた中を十歳程度にしか見えない少女が平然と歩く姿は異常だった。

　冒険者として数え切れないほどのモンスターを屠ほふってきたリスナですら、死体の山に、濃密な死の気配に寒気を覚えるというのにだ。

　エルフの成長速度は人間とは違う。だから目の前の少女は十歳に見えて、その数倍の人生を送っているであろうことは、リスナにもわかる。

　だからといって、この死の気配に慣れてしまうまでに、いったいどれだけの凄惨な光景を見て経験してきたのだろうか。

　リスナには、どれだけの死を経験すれば慣れるのか、想像も付かなかった。

　同時に、それがラーラにとって幸せなこととはとても思えなかったし、とても残酷なことに思える。

「おい、なにぼさってしてるんだよ。先に進むぞ」

　コートが、振り返ってあっけらかんと声を上げた。

　この男が、ラーラに慣れてしまうほどに死を経験させたと思うと、それが仕方ないことだとしても、許せない気分になってしまう。

　と、ポンと頭に手が乗せられた。

「リスナさん、コートの旦だん那なはこの世界からラーラ様を救うために戦ったんすよ。それが結果的にラーラ様に、死を見せる結果になったってだけっす」

　ミディアが、小声で耳打ちしてきた。

「ミディアさん、だからって……今日だって、そうです。こんな場にラーラちゃんを連れ回していいわけが──」

「ラーラ様にとって、今も昔も一番安全で心落ち着く場所はコートの旦那の隣なんすよ。特に昔は旦那の側そばを離れた途端、どんな場所でもラーラ様は捕まってたっすよ」

「どんな場所ってなにを大げさ、な……」

　ミディアの顔に浮かんだ辛つらい表情に、リスナはそれ以上なにも言うことはできなかった。

「色々あったんすよ、色々とね」

「……そう。なんだか、本当に貴方あなた達は勇者御一行に思えてきたわ」

「ただの勇者じゃないっすよ、世界を救った経験のある真の勇者の御一行っすよ」

「ふふっ、そうだったわね。だとしたら、わたしの運もまだ尽きてないってことかしらね。酒場に仕事依頼を掛ける勇者なんて聞いたことないもの。そんなレアな勇者に出会うなんてね」

「そうっすよ。それにあのニート勇者は、ウチの記憶じゃラーラ様のため以外に戦ったことなんてないんすからね。リスナさんが、あのニートを働かせた二人目っすよ」

「へぇ、そうなの。でも、ならなんでわたしの依頼を受けてくれたの？」

「それはもちろん、リスナさんベタほ──うひゃぁっ！」

　ミディアが慌てて拳こぶしを突き出して、猛スピードで飛んできた巨大な棍こん棒ぼうを掴つかみ取った。

「危ないっすよっ、そこのニート！」

「うるせぇ、トカゲがベラベラ余計なこと喋しやべるからだ」

　十メータほど先で、コートが舌打ちと共に答える。

「だからって、棍棒投げることはないっすよっ。顔に当たったら痛いじゃないっすかっ。ただでさえウチの鼻は高いのに、鼻血出たらどうするんすか！」

　いや、二メータ近くある巨大な棍棒が顔に当たったら普通は死ぬんじゃないかしら、としかリスナには思えない。

「嘘うそ吐つけ、顔面にぶち当たったところで傷一つ付かないくせによ。それに、泥酔してたって反応するだろうが。こっちはよぉぉぉく、お前の野生本能知ってるんだ」

「野生本能って、動物じゃないんすから」

「トカゲは動物だ」

「トカゲはメイドなんてやらないし！」

「料理も掃除もできないヤツがメイドなわけないだろ。トカゲだトカゲ」

「むきぃぃぃぃぃぃっ」

　ミディアが肩を怒らせドスドスと音を立てて、コートに向かって歩いて行く。

　脚を払われて転んだ──と思ったら、巨体に似合わず片手を突いてひらりと立ち直った。

　どうやら棍棒を投げたのも、脚を払ったのも、コートがミディアは怪け我がしないという確信のもとに放った悪戯いたずらだったようだ。

「ふふっ、いいパーティーね」

　ラーラやコートに抱いた複雑な感情が、和らいできたのをリスナは感じていた。




※　　　※　　　※




「おいおい、お湯が湧いてるぞ」

　十時間ほどダンジョンの中を彷徨さまよった時だ。コートは戸惑いと共に呟つぶやいた。

　ダンジョンの一角にあった広間でこんこんと湧く泉を発見したまではいい。だが湯気が立っていて、どう見ても温水なのだ。

「ダンジョンなんて数えるのが馬鹿らしくなるくらい潜ったけどよ、お湯が沸いてるのは初めてだぞ」

「うーん、魔導で沸かしてるみたい」

　ラーラが泉のお湯に手を触れて、分析結果を口にした。

　ハイエルフであるラーラに掛かれば、大体の魔導はわかってしまう。

「どうやら、配管に亀き裂れつが入って漏れてるみたいっすね」

　ミディアが、崩れた壁の一角を指さした。

　確かに配管らしきものが顔をのぞかせていて、亀裂が入っているように見える。そこから、お湯が漏れ出していた。

「でも、なんだってお湯なんて配管で行き渡らせてるんだ？」

「ダンジョンのあちこちにお風ふ呂ろを設置してるとかかしら？」

　リスナの言葉に、コートはがっくりと肩を落とした。

「なんだその間抜けな魔族……」

「ふ、福利厚生に気をつけてるんじゃないかしらね」

「たいした知性もないモンスターを風呂に入れて喜ぶわけないだろ。むしろ、犬や猫みたいに逃げるだろ」

「そ、そうだけど。あ、わかった。ダンジョンを臭くしないためだわ！」

「あのなぁ……。確かに、このダンジョンは結構清潔だけどよ、そんなわけないだろ」

「そうかしら……」

「まぁいい。せっかくお湯があるんだ、今夜はここでキャンプを張るとしようぜ。外なら、もう月が昇ってる時間だ」

　コートの言葉にミディアが大きく息を吐き、背負っていた巨大な荷物を床に下ろした。

「はぁぁぁ、やっと休憩っすか。荷物持ちのことも考えて欲しいっすよ」

「ねぇ、ミディアさん。ずっと疑問に思ってたんだけど、その大きな荷物はなんなの？」

　リスナがミディアが下ろした荷物を指さした。

　ミディア一人が入ろうかという巨大な荷物だ。

「なにって、もちろん調理器具と食材と布団っすよ。ラーラ様、枕まくらが変わると寝付きが悪いんっすよね」

「はぁ？　ここはダンジョンよ、モンスターがうようよしてるのよっ」

「あー、そこらは平気っすよ。ラーラ様の結界に侵入できるモンスターなんて、そうは居ませんから」

「いや、そう言われてもにわかには……」

「ま、侵入されてもコートの旦だん那なが寝ぼけながらぶん殴るっすから。安心安心、お肌のためにも快眠は大事っすよ」

　ミディアが呑のん気きにしゃべりながら、慣れた手付きで圧縮されていたマットレスと布団を膨らませて床に三個並べる。

　そして、一セットだけ離れた壁際に置く。

　それを見て、コートは渋い顔で口を開いた。

「おい、ミディア。まさかとは思うけど、俺はここで寝ろってか？」

「そうっすよ。リスナさん襲いかねないじゃないっすか」

「あのなっ、俺が……チ、チ、チキンだって知ってるだろ！　寝込み襲う勇気もないって実証したじゃん、俺！」

「だとしても、記憶を失っている今こそチャンス！とか、思ってそうっすもん」

　そう言いながら、ミディアが衝つい立たてで部屋を女性空間とコート空間に分けてしまう。

「そこまですんのかよっ」

「あのね、旦那。ここにはお湯がある、わかるっすか？」

「それがどうした」

「久々のダンジョンで、ウチらは汗掻かいたんすよ？　女子としては、当然お風ふ呂ろに入りたいじゃないっすか」

「え、お風呂に入れるのっ？」

　リスナが嬉うれしそうな顔をして、すぐにわざとらしく顔をしかめた。

「こ、ここはダンジョンよ。それも魔族のダンジョンよ、いくらなんでもお風呂は油断しすぎじゃないかしら」

「平気っすよ、コートの旦那が見張っててくれるっすから」

「俺は便利屋かよっ」

「率先して、みんなのために働く姿、それも汗を流したいっていう女子の願いを叶かなえるためとか、カッコイイって思うっすよ。ねぇ、リスナさん」

「え、ええ、そ、そうね」

　ぎこちなくリスナが頷うなずく。

「……クソッ、わかったよ」

　渋々とコートは頷いた。

　その反応に、ミディアがニヤリと笑うのが見えた。

　記憶喪失状態のリスナに、フラットな視線で自分のカッコイイ姿を見てもらう。それはきっと記憶を取り戻した後にも、影響はあるはずだ。

　そういう考えがある以上、ミディアの提案を断ることはできなかった。

　そう、普段ならミディアにやらせる雑用としか思えなくてもだ。

　仕方なくコートは、ラーラが張った結界の端に向かった。円形の結界なのでどこで見張るか少し悩んだが、広間の入り口前に陣取ればミディアも文句はないだろう。

　背後からは、衝つい立たて越しに鎧よろいを外す音が聞こえてくる。

　当然、鎧の次は衣服で、その次は下着だろう。

　そして、裸になっていく音と共に女子トークだ。

「リスナさんのおっぱい、形いいっすねぇ。うらやましいっすよ」

「ええぇ、ミディアさんこそ、大きくて妬ねたましいんですけど」

「大きいだけっすよ。リスナさんみたいに、つんと張りのあるおっぱいこそ、ずばり男子の好みっすよ。それに、ソコもピンク色で綺き麗れいだし。それにくらべてウチは、ちょっと黒めで……」

「く、黒くなんてないですよ。むしろわたしの方が、色素が薄い気がして」

「二人とも、いいなぁ。ラーラのおっぱい、ぺったんこだし……」

「ラーラ様はこれからっすよ、これから」












「そうよ、そうそう。ラーラちゃんの年とし頃ごろ……？　は、小さくて当然なんだから」

「そうなの？　なら、ラーラも大きくなったら、リスナさんみたいに大きくなる？」

「わ、わたしのが大きいかどうかは知らないけど、うん、そうよ、そうなるわ」

「リスナさんのおっぱいは、平均よりも大きいのは確実っすよ」

「そうかしら」

「ねぇねぇ、ならラーラも大きくなったら、そこに毛が──」

　キャーキャーと裸で盛り上がりながら、三人がお湯に身を沈めた時だ。

　ドンッと広間の入り口が開かれた。

「てめぇ、今いい所なんだよっ。乙女の隠された草原の真実を側聞できそうなんだぞ！」

　怒鳴り声と共に、コートは床を蹴けった。

　わらわらと入って来た、オークやトロルの群れを叩たたっ斬き──、

「でも、わたしのココって薄くて」

　リスナの言葉に、耳と神経が全すべて向いてしまう。

　いやだって、仕方ない。

　薄い（強調）のだっ。

「いいっすねぇ。それに比べてウチは、毎回処理が大変で」

　ミディアのはどうでもいい。

「でも、やっぱり大人として薄いのってちょっと恥ずかしい気がして」

　やっぱり薄いのかっ。

　固まったコートに戸惑っていたモンスター達が「まぁいいか」的に相づちを打ち合い、横を通り過ぎていく。

「薄い、薄いのか、薄い……薄いってなにがだ。やっぱり、生えてるものが薄いのか。それとも色が薄いのか。というか、見たことないからわからねぇ。他に、なにか薄い要素ってあるのか？　なにが薄いんだよ。あそこが薄いって、なにがだ。どこが薄いんだ。生えてるものに薄いって言葉使うか？　いやでも、禿はげにも薄いって使うか。え、あそこが禿げ？　どういうことなの？　ねぇ、見せて、教えて、知らないからもやもやが止まらねぇんだよ！」

　ドンッと床を踏みしめる。

「なぁ、お前ら知ってるのか？」

　目の前に問いかけ、誰だれも居ない。振り返り、コートはようやくモンスター達が既に後ろに居ることに気が付いた。ドンドンッとラーラの結界を破ろうと叩いている。もっとも、誰一人として結界にダメージを与えることはできていない。その代わり、

「コートの旦だん那な、なにサボってるんすかっ。うるさくて女子トークの邪魔なんすけど！」

　ミディアに怒られてしまった。

「今すぐ、追っ払うっての！」

　コートが怒鳴り返して振り返ると、バスタオルを身体からだに巻いたリスナが衝つい立たてから顔をのぞかせる姿が目に入った。

「凄すごい、ラーラちゃんの結界って凄い、ううん、凄いなんてものじゃないわ」

　驚いた顔が、また可愛かわいい。

　が、なによりもお湯で仄ほのかに上気し、濡ぬれた肌がたまらない。

　良いところを見せようと、俄が然ぜん気合いが入る。

「てめぇら、引き立て役ありがとうな！」

　コートは吠ほえながら、ギアを一段上げた。

　お風ふ呂ろに入っている時に、血や臓ぞう腑ふは見たくはないだろう。

　だから、百年ぶりに魔族をなぎ倒した力の一端を解放する。

　剣を薙なぐ。

　切り裂くと同時にトロルから魔素を奪う。《根源の魔》すら吸い取ったコートだ。眷けん属ぞくとすら呼べぬ末端のトロルは全すべてを奪われ瞬時に塵じん芥かいとなって消きえ失うせる。

　ものの数秒。

　リーダー格らしき巨大なオーク一頭を残して、モンスターの群れはなに一つ痕こん跡せきを残すことなく消滅していた。

「腹の足しにもならねぇな」

　怯おびえるオークを前にして、コートは剣を鞘さやに戻した。

「久々だからな、お前は俺の拳こぶしで直接喰くってやるよ」

　拳を振り上げる。

　オークが腰を抜かして、へたり込んだ。

「生まれ変わったら、魔になんか取り込まれるなよっ。これも救いだ！」

　優しい面をわざわざ強調しつつ、コートは拳を振り下ろした。

　拳が触れたと同時にオークは、他のモンスター同様消え失せる。

　ドゴンッ。

　粉砕音が広間に響く。

「ドゴン？」

　結界がコートの拳圧の前に、あっけなくひび割れパリンッと粉砕した。

　さらに拳圧は勢い余って、衝撃波となり衝つい立たてにまで及ぶ。

「キャァァァァッ」

　バスタオル一枚のリスナが悲鳴を上げる。するとミディアが飛び出て、衝撃波を前に同じくバスタオル姿でその身をさらす。

「どっせいっ！」

　気合いの入った野太い男らしい声と共に衝撃波を抱え込み、力尽くでねじ伏せる。

　衝撃波本体は、見事に消滅した。

　が、余波で衝つい立たてが吹き飛び、バスタオルも吹き飛んだ。

　──三人全員の。

　一瞬の静寂が訪れる。

　その静寂をコートの一言が打ち破った。

「あ、薄い」

「え……あっ、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　リスナの絹を裂くような悲鳴が、広間に響き渡ったのだった。




※　　　※　　　※




「ごめんなさい、反省してます。でも不可抗力なんです」

　正座したコートに、リスナが深い深いため息を吐ついた。

「わかってるから、お願いだからもう忘れて。頭の中の画像をお願いだから消してちょうだい」

　リスナが、羞しゆう恥ちで少し顔を赤らめる。

「う、薄くたって問題ない、いやむしろツルツルでも俺は──」

「だから忘れろぉぉぉっ」

　怒られた。

　夕食後の、ほのぼのとした一コマである。

「良いところ見せようと気合い入れたら、良いところを見ちゃったんすなぁ」

　しみじみとミディアが下らないことも口にして、そっちもリスナに睨にらまれた。ザマーミロ。

「改まってなにかしらと思ったら、人が忘れたいことを念押ししないで欲しいわ、まったく」

　肩を落としたリスナが「でも」と、顔を上げてラーラに振り向いた。

「ご飯、とても美お味いしかったわ。特に、コンソメスープは最高ね。今まで食べたものの中で一番美味しかったかも」

　リスナの絶賛に、ラーラの顔にパァァァッと満面の笑みが咲いた。

「リスナさん、ありがとうっ。ラーラね、褒めてもらうなんて久しぶりだからすっごく嬉うれしいな」

　リスナがギギッと首を回して、コートとミディアを咎とがめるように睨んだ。

「普段から、こんな美味しい食事を作ってもらってるのに、お礼も言ってないわけ？」

「いや、その……なぁ？」

　困ってミディアに助けを求めたが、即座に横を向きやがった。

「ミディアさんも同じでしょっ」

「は、はい、いやだってねぇ、もうず────っとラーラ様が作ってくれてて」

「そうそう、慣れ──じゃなくて、ほらラーラのご飯が俺達にとっては生活の一部なんだよ」

「逆に、子供に頼り切りなのはどうなのよ。男性だって料理すべきだし、ミディアさんはメイドなんだから、もっと料理すべきじゃないの」

「ご、ごもっともっす」

　髪を掻かきながら、ミディアがしゅんと頭を下げた。その姿に、コートは思わずほくそ笑んだが、すぐにリスナに睨にらまれて同じく頭を下げる羽目になってしまった。

「リスナさん、ラーラは平気だよ」

「でもねラーラちゃん、感謝の気持ちを忘れてはいけないと思うの」

「うん、だからラーラは平気だよ」

「どういうこと？」

「だって、コートもミディアもラーラの作ったご飯を残したことないもん。もりもり食べてくれるのがね、ラーラには一番の感謝なの。それに、ラーラはお料理程度じゃ返せないくらい、コートに助けてもらったから、まだまだいーっぱい感謝してるの」

　ラーラの言葉に、リスナが瞳ひとみを少し潤ませて矛を収めてくれた。

　もっとも如実に『こんな良い子に頼り切りってどうなのよ』と言っているのがわかる、ジト目で睨まれてしまったが……。

　それから話題も変わって雑談をしつつ、こんこんと沸くお湯で食器を洗い終わった頃ころだ。

　お腹なかもいっぱいになり、片づけも全部終わって安心したのか、ラーラがこくこくと船を漕こぎ出した。

　リスナが優しく手を取って布団にまで連れて行くと、ラーラはすぐにすやすやと寝入ってしまった。

「ミディアさんはどうしたの？」

　戻ってきたリスナが、ランプの側そばで寝転んでいたコートの隣に座った。

「トイレだ」

「一人で？」

「安心しろって。アイツは俺ほどじゃないが、べらぼうに強い」

　コートの言葉に、リスナが少し視線を上げて思い出す素振りを見せてから頷うなずく。

「コートばっかりでミディアさんの戦いぶりは見てないけど、確かに強そうなオーラをまとってるわね」

「デカいしな」

「それにしても、大きなメイドのミディアさんと、エルフの子供のラーラちゃん。不思議なパーティーね。ああ、あと乱暴なコートか」

「乱暴って……」

「だってダンジョンで大暴れだったじゃないの。記憶はないけれど、尋常じゃない強さだってのはわかるもの。そして大きなミディアさん。その中に、ちっちゃなラーラちゃんがいるのよ。不思議というか、戸惑って当然よ。最初の頃ころは、どう接していいかわからなかったわ」

「そんなもんか？　そもそもラーラは子供だけど、一番の年長だぞ」

「それもわかってるわ。エルフなんてあまり会ったことがないから、百年以上生きてるって聞いて最初は戸惑ったけれど、あの寝顔を見ればやっぱりまだ子供だって思う」

「歳としの取り方がえらく遅いだけだからな。あれでも成長してるんだよ、背も少しは伸びてるしな」

「だからこそ、戦いの中に連れてきていいのかしらって、やっぱり思うの」

　リスナの言葉を聞きながら、コートは珈琲コーヒーが入ったマグカップを差し出した。

「まぁ、お前の言うことの方が普通だけどな。一度、このことは話したんだけど、やっぱり忘れてるか」

「記憶を失う前にあなたと？」

　リスナが珈琲を受け取る。

「ああ、そうだ」

「知り合いだったのね、わたし達。仲が良かったのかしら」

「仲が良い、か。そんな単純な関係じゃなかったな」

「え、それってどういうこと？」

「あー、そのアレだ。一回嫌われ……いや、二回フラれて、気が付いたら愚ぐ痴ちを聞きながら酒を呑のんでた的な？」

「ず、随分と複雑な関係だったのね。てか、それって、ええと、もしかしてコートはわたしのこと、その、す、好きだったの？」

　リスナが少し顔を赤らめながら、上目遣いでコートの顔を見た。

　その仕草に、コートは何かむず痒かゆくなってしまう。いやだって、昨日までのリスナであれば絶対にしないような表情なのだ。

　コートがリスナに向けた好意に恥じらう日が来ようとは！　最初は拒否だった好意が肯定的に受け止められた、初めての瞬間だ。

　まぁ、それもリスナが記憶を失っているせいなので、けっこう複雑ではあるが。

　と、そんな感動と複雑さが心の中でせめぎ合ってフリーズしていたコートに、リスナが不思議そうな顔で声を掛けた。

「違ったの？」

「いや、その、まぁ……ああもうっ、恥ずかしいなっ。そうだよ、そうでした、お前に惚ほれてましたっ」

　コートは照れながら白状したが、返ってきたリスナの反応は想像の範はん疇ちゆうとは全く違った。自分と同じように照れるとか、驚くとか、喜ぶとか、そーいったものとは全然違う。

　哀かなしみ、いや苦痛の顔だ。

「そう、わたしは好意を抱いてくれていた、そんな相手のことすらも忘れてしまっているのね」

　リスナは精神的な苦痛に顔を歪ゆがめて呟つぶやくと、マグカップに唇を付けた。

「いやでも、仕方ないだろ。魔族に記憶を奪われたんだろ、お前のせいじゃないし、俺は気にしてないぞ」

　コートの言葉に、リスナがギュッと唇を一度噛かんでからゆっくりと口を開いた。

「わたしが、気になるのよ」

「それは、まぁ」

　掛ける言葉が思い浮かばず、コートは曖あい昧まいな返事をした。その曖昧さが、思わぬ結果を招くとも知らずにだ。

「当たり前でしょっ。記憶が、ないのよ。わたしは、自分が誰だれだかも、どう生きてきたかも、どう育ったかも、どう……どういう人間なのかも、なにも覚えてないのよ」

　絞り出すように、リスナが言葉を紡いだ。

「ねぇ、わかる。記憶がない怖さが。好きになってくれたあなたのことも、嫌いな人も、なによりもしかしたらいたかもしれない好きな人のことも、全部わからないのよっ」

　リスナの叫びに、コートは『好きな人はいた』と言いかけて、咄とつ嗟さに飲み込んでしまった。

　その間に、リスナが言葉を続ける。

「何よりね、わたしがあなたにどんな感情を持っていたのか、わからないのが辛つらいのよ。好きだったのか、友情だったのか、それとももしかしたら嫌いだったのか。全然わからないのよ。それが、それがわたしには申し訳なくて……辛いのよ。今、こんなにもわたしのために付き合って、頑張ってくれているあなたに申し訳なくて」

「ちょ、ちょっと待てよ。そういう時は、俺のことより自分のことをだな、いや、待ってくれ」

　なにか言いかけたリスナをコートは手で制した。

　記憶が無い辛つらさの中でなお、コートに気を遣ってくれたリスナに対して、彼女が『好きな人がいた』という事実を素直に言えなかった。

　それは、卑ひ怯きようだ。

　それは、弱さだ。

　それは、逃げだ。

　一度、大きく深呼吸をする。

　それから、叫んだ。

「あのな、リスナ。お前には結婚を前提に付き合っている相手がいた。そして、俺は寝取ろうとして失敗したんだよっ」

　リスナが目を丸くする。

　唖あ然ぜん呆ぼう然ぜん、言葉を失ったままコートを見ている。

　一秒、二秒、三秒……十秒……一分、いきなりリスナがお腹なかを抱えて笑い出した。

「あはははははははははははははははははははは」

　気が触れたかと思っちゃうほどの笑いが数十秒にわたって続き、リスナが涙を拭ふきながらようやく笑い終えた。

「クッソ、笑うことはないだろ。俺だって情けないって思ってるんだからよっ」

「ごめんなさい。でもね、情けないだなんて全く思ってないわよ」

「ならなんで笑ったんだよ」

　唇を尖とがらせてコートは訊たずねた。

「そうね、嬉うれしくなっちゃったから、かしら」

「嬉しいだ？」

　欠片かけらも頭になかった言葉だ。

「そうよ。だって、わたしには好きな人がいたんでしょう？　そして、わたしを奪おうとして失敗もしたんでしょ。でもあなたは、そんなわたしのために戦ってくれている。一人の女性として、そこまで好意を抱いてくれる。それは、経緯とか全すべて忘れてしまっていても、フフッ、嬉しいことなの」

　リスナが微笑ほほえんでから、ニヤリと笑った。

「もちろん、今も下心はあるんでしょうけどね」

「[image: ]っ、ま、まぁそうだけどよ」

「いいわよ、それで。それに、わたしは少しホッとしたのよ」

「ホッとした？」

「ええ、そうよ。わたしは、記憶を奪われたわ。わかる？　いきなりこの世界から、切り離されてしまったのよ。記憶がないってことは、誰だれとも、世界の全てとの繋つながりを失ってしまうってことなのよ。でも、そんな中で今、はっきりとあなたとの繋がりは感じたの」

「俺との繋がり……」

「そうよ。あなたは下心込みだとしても、わたしと繋がっていてくれる。あなたから、繋がりを持ってくれている。だから、わたしはこの世界の一員なんだって、はっきりと今わかったわ」

　そう言うとリスナがウインクをコートに投げた。

「でも、そう簡単にわたしは落ちないわよ」

「ったく、わかってるよ。お前は難攻不落だからな」

　ボリボリと髪を掻かき、コートはスヤスヤと寝ているラーラに振り向いた。

「でも、わかる気はするよ。誰だれか一人でも知っていてくれるヤツがいれば救われる、その感覚はな」

「え？」

「色々あってね。俺は百年ばかり眠ってたんだよ」

「眠ってた？」

「そうさ。百年経たってみれば、俺のことを覚えているヤツなんて一人もいなくなってた。俺の名前も消え去ってる。普通なら怖くなるところだろうな。でも」

「ラーラちゃんがいた」

「ああ、俺のことを知ってるヤツが一人でもいる。それだけで随分と救われる」

「ええ、その通りね、本当にその通りよ」

　コートの隣でリスナが深く頷うなずくと、小さく小さく「ありがとう」と呟つぶやいた。

　ちらりと横を見ると、リスナの顔が仄ほのかに上気している。

　なんだろう、このいい雰囲気。

　心臓がドキドキしてくると同時に、身体からだが勝手に動き出す。

　──ドサッ。

　自然と、リスナを押し倒していた。

「……」

　だが、リスナはなにも言わない。それどころか抵抗すらしない。

　目と目が逢あう。

　少し瞳ひとみを潤ませ頬ほおを赤らめた顔は、発情したメスの顔としか思えない。

　それでも、コートの身体は動かなかった。緊張もあるが、それ以上に記憶を失っているリスナへの、そして誰とも知らないが彼氏への後ろめたさのせいだ。

　その思いがコートの身体を止めて、こんな行為は止めるべきだと訴えかけてくる。

　身体が、リスナから離れるべきだと動き出す。

　その時だった。

「いいわ、あなたになら」

　リスナが呟いた。

　身体が止まる。

　そしてリスナがまた呟く。

「わたしを知っていてくれるあなたになら、わたし構わない。ううん、あなたと一つになれば、この世界ともっと繋つながれる気がするの」

　そして、クスリと微笑ほほえんだ。

「初めてじゃない、気もするしね」

　緊張で脂汗が出てくる。

　だって、特別な初めての経験でないのなら、ハードル下がりませんか？

　具体的には『やっちゃってもいいんじゃないか』になりませんか？

　いや、なる！

　ゴクリと生なま唾つばを呑のみ込み、コートはそう結論づけた。

　自然と目が血走り、鼻息が荒くなってしまう。

　と、

「あ、ちょっと待って」

　リスナが声を上げた。

　いや、ここまで来て待てって、そんなご無体な──と思った瞬間、

「服は……その、脱ぎたいの」

　顔を赤らめながら、恥ずかしそうに告げる。

「お、おう、そうだよな」

　返事を聞いたリスナが、コートの下から抜け出してゆっくりと立ち上がった。

　数歩、コートから離れると背を向けたまま立ち止まる。

　そして、カチャカチャと音を立てながらスカートをゆっくりと引き下ろした。白いショーツがランプの光に輝く。

　それからゆっくりと左脚を上げたかと思うと、シュルシュルとタイツを脱いだ。

　──太ふと股もも。

　気が付けばもう左足もタイツを脱いで、太股。

　脚の上げ下げをする際に、ショーツに覆われているお尻しりが少しこぼれるのが、またいい。

　とか思っていると、シャツのボタンを外す衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた……。

　当然、目がその背中に釘くぎ付づけになってしまう。ゆっくりとシャツがはだけていくのが、はっきりと見えてしまう。

　リスナが腕を袖そでから引き抜き、ハラリとシャツが地面に落ちていく。

　白い肌が、ランプの放つオレンジの灯あかりで露あらわになる。

　というか、下着以外なに一つ身にまとわぬ姿がそこにはあった。

　心臓が破裂しそうだ。

「ねぇ、お願いして、いい？」

　リスナが、小さな小さな声を上げた。

「お、お願いってなにを？」

「ブラジャー、外してもらっていい？」

「俺が!?」

「ええ。やっぱりこれからお願いする人に、その最後は私を裸にしてもらいたいの」

「そ、う、い、いうものなのか」

「だって、貴方あなたがこれから私を女にするのよ。私の大事な、恥ずかしいけど、恥ずかしい所を露あらわにするのは、男の人にやってもらいたいじゃない」

　喋しやべりながら、本当に恥ずかしいのかリスナがモジモジと太ふと股ももをすりあわせて、お尻しりを揺らした。

　そんな姿を見た以上、リクエストに応こたえないのは男じゃない。

　コートはゆっくりと裸のリスナの背中に歩み寄ると、手をブラジャーのホックに伸ばした。

　………………。

　わからない。

　ねぇこれ、どうやって外すの？

　なんか百年前も困った気がする。

　百年前から、今いま以もつてわからない。経験したことない。

　というか、ブラジャーのホックの外し方を懇切丁寧に描写してくれているラノベとかコートは読んだことがない。

　薄い本はたいてい引きちぎってるか、最初から裸だ。

　もしくはノーブラ。

「いいわ、自分で脱ぐ」

　ふっと優しく微笑ほほえんだリスナが、ホックを両脇わきを掴つかんで左右にずらして器用にブラジャーを外した。

　リスナがブラジャーを床に置いた。そして、胸を腕で隠しただけの姿でコートに振り返る。

「あ、あまりジロジロ見ないでね」

　顔を少し背けながら、リスナが濡ぬれた唇を動かした。

「み、見ないでって」

「う、薄いから馬鹿にされそうで」

「薄いっ!?」

「昔から、その、あまり生えなくて……」

「生えないっ!?」

「な、なによ。さっきお湯に浸つかった時に、ミディアさんのを見て、ああ、やっぱりわたしは薄いんだってトラウマ刺激されちゃったんだから仕方ないでしょ」

　リスナが拗すねて唇を尖とがらせ、フッと微笑ほほえんだ。

「ふふ、妙な記憶だけは残ってるのよね」

　それはさみしげな微笑みだった。

　一瞬垣かい間ま見みえた辛つらそうな表情で、リスナが記憶を失っていることを改めて思い起こす。

　そうだった。リスナには結婚を約束した彼氏がいる。そうであれば、悔しいが色々とその、経験していてもおかしくないわけだし、初体験ではなくて当然だ。

　こんな美少女が彼女で結婚まで話していれば、一線を越えようとしない男がいるはずがない。ましてその命が明日どうなるかわからない冒険者なのだ。

　それに、今もまだリスナの薬指には指輪がはまっている。

　本人はそれがなんなのかわかっていないだろうが、まだ外していないのだ。

　一気にそんな感情が湧わき起こり、コートはリスナの肩にゆっくりと手を置いた。

「な、なによ、無む理り矢や理り系なの？」

「違うっての」

　思わず苦笑してしながら、コートはリスナの前にしゃがんだ。

　視線の高さが、並ぶ。

「お前には彼氏がいるって言っただろ。こんなことしちゃダメだ」

「コート……」

「気持ちもわからなくはないさ。記憶が戻る確証はない。そんな不安定なお前にとって、目の前の俺だけが今は過去を知り、世界と繋つながるよすがだ。だから、その繋がりを強くしたい、この世界ともっと深く繋がっている確証が欲しい。そのために、具体的に俺と繋がってしまいたい、つまり、お前が言ってたことさ」

「そ、それは、その……」

　リスナが、ばつが悪そうに言い淀よどんだ。そんな彼女にコートは、微笑む。

「いいんだよ。愛情以外の動機があることを責めたりはしないさ。でも、だからこそ俺はまだリスナを抱けないよ」

「どうしてよ。わたしが薄いから？」

「そこ、拘こだわるな。そうじゃないよ。俺はお前に惚ほれている。だからこそ、お前の全部が欲しい」

「全部が……」

「そうとも、お前の心も欲しいんだよ。だったら、お前が記憶を取り戻して彼氏への愛も思い出した上で、それでもやっぱり俺がいいって言わせたいんだよ」

「ふ、ふうん、随分と自信家なのね」

「当たり前だ。俺は、ラーラを守りたいってだけで世界を救った経験だってあるんだ。欲しければ、相手が魔王であろうと誰だれであろうと勝ち取ってみせるさ」

　コートの言葉に、リスナが一瞬呆ほうけたような顔をして、それからクスリと笑う。

「自信家ってより、子供なのね」

「悪かったな我わが儘ままで。今回はリスナが欲しい。だから彼氏から寝取ってやるよ」

「我が儘？　う～ん、ちょっと違うんだけど、いいわ今は。わたしも、今の貴方あなたに抱かれる気はなくなっちゃった。だって、まだわたしは貴方に抱かれる資格がないもの」

「……は？」

　リスナがなにを言っているか、まったくわからない。

　いや誰がどう見ても抱くにたる身体からだだ。

　腕に抱かれたおっぱいはぷにゅっと谷間を作っている。肌は白い。ウエストはキュッと締まっている。

　顔は文句なしの美少女だ。

　足はスラリとしているし、引き締まっている中にも女性らしい柔らかさは損なわれていない。

　お尻しりだって魅力的だった。

　他に……、

「あ、薄いからか」

「違うわよっ！」

　即座に怒鳴られた。

「ま、いいわ。そのうち、貴方も気が付くでしょうしね」

　苦笑しながらリスナが立ち上がる。

　ショーツが目の前になり、コートは思わず見えたものを口走った。

「あ、染みが──」

「口にしないっ！」

　思いっきり頭を押さえつけれてしまった。リスナが全体重をコートの後頭部に掛けて、床に押し付けられて、目の前が石畳の床だけになってしまった……。
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　その頃ころ、

「なんだかウチ、思いっきり忘れられてる気がするっす……」

　尽きることのないモンスターの群れを撃退しながらミディアはぼやいていた……。
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　朝になった。

　ダンジョンの中なので太陽は出ていないが、目覚まし時計が鳴ったので間違いないだろう。

　いつの間にか帰って来ていたミディアが、簡易コンロに火を入れている。夕べの残りのシチューが温まったら朝食の時間だ。

「ねぇ、夕べはよく眠れた？」

　リスナがコートの隣に座った。心無しか、昨日までより距離が近い気がしないでもない。まるで『アックスアート』の作中での、主人公とリスナの距離みたいに近い。

「な、なんでそんなこと聞くんだよ」

「フフッ、悶もん々もんとして眠れなかったのならわたしの責任じゃない」

「悶々なんてしてないっての」

「ふ～ん、そうなの。わたしとしては、ちょっと残念ね」

「残念？」

「だってそれ、わたしに魅力がないってことでしょ？」

　リスナの少し顎あごを上げて横を向く様は、ちょっと拗すねたようにも見える。

「な、なんでそうなるんだよ。十分、夕べはドキドキしたんだぞ。断腸の思いで断念したんだぞ。悶々とは言わないけどな、夢の中でも色々と記憶の中のアレやコレを思い出してたともっ」

　コートの言葉にリスナがニヤリと笑い、満足そうに頷うなずいた。

「そうなんだ。なら満足ね。わたしの魅力も捨てたもんじゃないってことよね」

「捨てるどころか、ありすぎるんだよ。俺が夕べ、どれだけ苦悩したことか……」

　いいようにあしらわれた気がしつつ、コートは思わずぼやいてしまった。

　するとリスナが、ジーッとコートを見つめてくる。

「な、なんだよ」

「わたしだって夕べ、本当はあのまま──」

　と、ラーラがジーッと顔を出してきた。

「コートとリスナさん、昨日までとなんか違う」

　コートをちらり、リスナをちらり、そしてまたコートをちらり。

「やっぱり昨日までと二人、違う」

「そ、そーかしら、わたしは変わってないと思うけど」

　顔を背かせたリスナが、視線を天井に泳がせる。

「あ、ああ、俺も変わってないと思うぞ」

　コートも同じように視線を泳がせた。

「そーかなぁ、ラーラにはなんか違うように見えるよ？　ねぇ、コートはどうして教えてくれないの？」

「お、教えるってなにをだよ。なにもないって、いやマジでマジで」

　まさかリスナと最後の一線を越えそうになったなんて、性教育も受けていないラーラに言えるわけがない。

「なぁ、リスナ」

「ええ、も、もちろんなにもなかったわよ」

　リスナが何度も頷うなずく。

「むぅ～。ラーラは仲間はずれなんだ」

「違うってっ」

「そ、そうよ、本当になにもなかったよの。本当にっ」

「……いいもん」

　拗すねたラーラが、身を翻してミディアの所に戻っていってしまう。

「あ、おいっ、だからホントになにもなかったんだって。俺は、マジでなにもしてないぞ。ナニしてないってっ」

　コートは慌ててラーラに駆け寄った。

　身体からだを縮めさせて、必死に弁解する。

　それでもラーラはツーンとした顔で、コートの言い訳を聞き入れてくれない。

　と思った瞬間、ジッとラーラが見つめてきた。

「あのねコート」

「お、おう」

「ラーラはコートになら仲間はずれにされてもいいよ？」

「だからっ」

「でも、本当にそういう時が来たら、できれば先に教えて欲しいな。ラーラ、先に泣いちゃえば我慢できるから」

　ラーラが、半ば無理矢理微笑ほほえみを作った。

　その顔を見ながら、コートはその場に座り込んで頭を掻かいた。

「なっ……あのなラーラ、俺がお前を手放す時なんて来るわけないだろ」

　口にしてから、足りない気がしてコートはラーラの小指を取った。

「指切りだ」

「え……うんっ！」

　ラーラが、本当の微笑みを浮かべて頷いた。

「まったく、まだまだ敵かなわないなぁ」

　そんな二人を見ながら、リスナが小さく小さく呟つぶやいたのだった。
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　ダンジョン探索二日目の昼下がりだ。コート達一行は、すでに地下六階までを踏破していた。

　そして、七階を探索していた時、コート達は一つの看板というか印を発見した。

　そこには、

『押すなよ。絶対押すなよ』

　と刻まれている、ボタンがある。

「これ、確か古のフォーマットよね」

　リスナがしみじみと口を開いた。

　同じく、ミディアも（大量の荷物を抱えながら）答える。

「ええ、そうっすよ。この三回目の暗示を誘導する、非魔導的誘因印っすよ」

「でもまぁ、伝統というか、どれだけ使っても誘えるなにかはあるからな。やっぱり有効なんだろうよ」

　腕を組み、コートは過去の経験を思い返しつつウンウンと頷うなずいた。

　コートが洒落しやれで押したら熱湯で大惨事とか、ミディアが押したら落とし穴に落下とか、全すべて『押すなよ』という通りの結果しか招いていない。

「まー、押してみたくなる気持ちもわかるし、人生で一回は押しとくべきなんだけどな」

　辛つらい過去を思い返しつつコートが言葉を続けた直後だ。

「ラーラ、押したことないから押すね！」

　勢いよく、ラーラが宣言した。

　思わず、

「おお、思いっきり押せ。それも人生経験──じゃねぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　思わず納得してしまってから否定したれども、時既に遅し。

　ポチッとな。

　ラーラがボタンを押していた。

「ラーラちゃんっ！」

　隣にいたリスナが、咄とつ嗟さにラーラを抱きしめる。

　──ところまでは見えた。

　が、次の瞬間にはコートの目の前から二人の姿は消えていた。

「あ、あーあ、転移系の罠わなっすね。この技術があるってことは、魔族でもそこそこ上位が潜んでるってことっすねぇ」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたコートの後ろでミディアが呑のん気きに答えた。

　なので、思いっきり睨にらみつけてやった。

　その怒気に気け圧おされたミディアが、

「い、いやでもラーラ様に限ってなにかあるわけないじゃないっすかぁ。上級魔族が束で掛かっても無理っすよ、あの人の神域の、てか神連中すら畏おそれる力には。まして、もう《根源の魔》もいないわけですし」

　言い訳をするミディアを無視して、コートはとりあえず壁を蹴けり壊した。

　その無言の返答になおさら怯おびえたのか、ミディアがより焦った様子で言葉を続けた。

「あ、ああ、それにほら、リスナさんも強いみたいだし、ええと、その……ウチら、間に合う！　うん、間に合うから！」

「うるせぇっ。トカゲが喋しやべってる暇あるならダンジョン壊せっ。いいか、俺は──」

　怒鳴ったコートの肩に、いきなりミディアの手が乗せられた。

　反射的に怒鳴り返そうとしたコートの本能を、なぜかその手から伝わる感情が止めてしまう。

「そうっすよね。ラーラ様が旦だん那なから引き離される。そんなことに、耐えられないのをこの世界でウチが、旦那とラーラ様に次いで一番知ってるっすもんね」

　真面目まじめな顔でミディアが口にした。

　なお、なんか悔しくてコートはミディアを小突いたのだった。
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「どうやら、転移系魔術のトラップに引っかかったみたいね」

　気が付けば、全く異なる場所に飛ばされていた。

　リスナは、背後にラーラをかばいつつ周囲を見回した。

　壁や床の作りそのものは同じなので、同じダンジョンだと思われる。ただ、さきほどまでいた場所とどのくらい離れているかは、さっぱりわからなかった。

　ラーラが結界などの魔術を得意とするとはいえ、限度があるだろう。

　そうなれば、リスナ自身があの強大な力を持つコートとミディアが助けに来るまで、一定時間──数日になるかもだが──守らなければならない。

　そもそも、リスナの記憶を取り戻したいという願いで、この、少なくとも外見年齢は少女のラーラをダンジョンに連れてきてしまっているのだ。

「リスナさん、緊張してるの？」

　ラーラを強く抱きしめてしまったらしく、心配そうな顔をされてしまった。

「そうね、少しだけ。でも安心して、この緊張は決意ってやつよ」

「あのね、リスナさん」

　なぜかラーラが困った顔をする。

「どうしたの？」

「平気だよ。リスナさんもラーラも、コートが守ってくれるって言ったんだもん。だから、なーんにも心配することないよ」

　一点の陰りもなくラーラが言い切った。

　正直、リスナにはそれが理解できない。彼に男としての魅力を感じたのは確かだ。いや、もう素直にステキなヤツだと思う。

　でもそれと、全幅の信頼、全すべてを預けるのとは、溝がありすぎる。

「ねぇ、ラーラちゃんはどうしてそんなにコートのことを──」

「だって良い子だもん！」

　言葉を遮られてしまった。

　しかも、遮った言葉はどう返していいかわからない言葉だ。

「良い子、うん、まぁそれはわかるけれども」

　理解不能なリスナが少し困惑した顔を浮かべると、ラーラは想定外の悲しそうな顔になってしまった。

　フォローしようとする前に口を開く。

「コートはね、ラーラのこと捨てればよかったの。そうすれば、普通の人として、ううん、もしかしたらハイエルフの里で育った人として、幸せだったかも。でも、みんながね、みんながラーラを捨てちゃおうって時に──」

　ラーラが一回言葉を止めて鼻水をすすり上げ、続ける。

「ずずっ……独りだけ、ラーラのために世界と戦ってくれたの。そんなコートが良い子じゃないわけないでしょう。だからね、ラーラは信じるの。ううん、信じないといけないの」

「い……けない？」

「そうだよ。ラーラはね、コートが必ず助けてくれるって信じるの。そしてね、それが嬉うれしいの！」

　一瞬、リスナは返す言葉を失った。

　重い。

　いや、二人の関係は重いという言葉で返すのが正しいかどうかわからない。

　夕べ、肉体的に誘った自分が正しいのかどうか頭の中がぐるぐる、したと思った時だ。

「グルォォォォォォォォォ！」

　オークとトロルと、なんかもう一つ大きなのが二人の前に姿を現した。

　瞬間、リスナの頭は切り替わる。

「ラーラちゃんっ、わたしの後ろに来て！」

「え？」

「早く！」

「は、はい」

　ラーラがリスナと壁の間に身を隠す。

　刹せつ那な、モンスターの舌が二人を巻き取るべく伸びてくるが、リスナが一いつ閃せんした。そのまま切り下げた刀の切っ先を地面に付けることなく、スナップで返して切り上げる。

　投げ放たれた棍こん棒ぼうが両断されて、転がった。

「へぇ、腕試しにはちょうどいいレベルが揃そろってそうね。でもね、覚悟しなさい。このわたしに手を出すとか、痛い目どころじゃすまないわよ！」

　リスナは動かない。

　背後のラーラを守るためだ。

　全すべてが『後の先』──カウンターにならざるを得ない。

　それでもリスナは、襲い掛かってくる攻撃の全てを見切り、どの一撃が一番かを見切り追撃し、返す刀で二番を追撃した。

　それがどれだけの反射神経と経験と精神力か。

　五分──故に当たり前だった。

　いや、当たり前ではない。

　そんな精神を削る攻防を三分も続ける。それだけでもう、達人だ。

　それを、リスナはもう五分も続けていた。

　故に、切っ先がリスナを超えた。

　ラーラへと迫る。

　その瞬間だ。

　刀が、爆はぜて、消えた。

　そして、背後でラーラが頭を下げた。

「リスナさん、ごめんなさい。あのラーラね、協力しちゃダメなのかなって思ったの。でも、そうじゃないんだよね。リスナさんは、ラーラを守るために頑張っててくれたんだよね」

　その言葉の意味が、リスナにはすぐにはわからない。

「だからね、ラーラ、もうわかったから。せいいっぱい、一緒に戦うよ」

　すぅぅとラーラが息を吸い、手の平を上へと向けた。

「《星霊の慈悲エトワールミゼリコルド》」

　瞬間、視界中が白い光で覆われる。

　それは、リスナが知っている魔術を感じない、理解できないナニかだ。

　ただわかるのは、気が付いたらリスナの周りに迫っていたモンスターがみな消し飛んでいたということだった。

　なんだろう、まるで神様みたいな。

　目をぱちくりしながら見たリスナに、ラーラは優しく笑った。

「ラーラは神様じゃないよ。もしかしたら、この世界で一番旧ふるいみた──」

　ゴォォォォオォォォォオォォォォオォォォォオォォン！

　壁が壊れた。

「ラーラッ、リスナッ！」

　土煙の中から、コートが飛び出てきた。

　殴る、蹴ける、頭突き、それだけで進行方向の邪魔になった残ったモンスターを屠ほふる。

　ついでに後から出て来たミディアが「へいへい」と残った連中を掃討していく。

「よかったっ。悪いっ、まさかラーラがあんなトラップに引っかかるとか予想してなかったんだっ！」

　コートの言葉を聞いたラーラは、自分で自分の頭を軽く小突いた。

「ごめんね。ラーラ、みんなに迷惑かけちゃった。だからぁ」

　上目遣いにラーラが、一同を見上げる。

　リスナでさえ、この目線にはもう逆らえる気がしない。

「みんなお体力と精神力の回復をさせてっ。ラーラ、まだ全然働いてないから余裕だもん！」

　そうニコニコと言うラーラだが、リスナからすればさっきの敵を薙なぎ払はらったなにかの段階で一流魔術師を超えているようにしか思えなかった……。
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　ダンジョンに潜って三日目の朝だ。

　結局、この温泉が湧く部屋をベースキャンプにしてダンジョンの探索は、順調に続いている。

「あれ、リスナさんは？」

　朝食を終えて片付けをしている最中に、ラーラが口を開いた。

「ああ、リスナさんならトイレに行ったっすよ」

　ミディアが答えながら、簡易コンロや食器、さらに布団をバッグに押し込む。

「いやでもラーラの結界の中にはいないぞ？」

　広間ほぼ全体に張られた結界の中に、コートはリスナの気配を感じない。

「いや、さすがにこの部屋でトイレは無理っすよ。女の子っすよ？　音が響いちゃうじゃないっすか」

「聞いてみたかった、じゃなくて、それもそうか。って、じゃぁなにか一人で結界の外に出たのかよ」

「夕べ、誰だれかさん達がいちゃついてる間にこのフロアのモンスターは掃討しといたっすよ」

　しれっとミディアが聞き捨てならないことを口にした。

「てめぇ、なんでそれをっ」

「女の勘っすよ。朝の二人を見てれば、ま、わかっるすよ。でもまぁ、まだ童貞みたいっすけどね。踏みとどまったんすね」

　ニヤリとミディアが笑う。

「当然だろ、記憶喪失中のリスナを彼氏から寝取るなんて卑ひ怯きような真ま似ねはできないね」

「ま、チキンなだけかもしれないっすけどね」

「て、てめっ」

「これくらいは言わせてもらうっすよ。ウチがモンスター掃討しといたお礼もないんすからね」

「いやまぁ、それは……ありがとよ」

「そうそう。あと一つ、もしそういう時が来てもラーラ様の側そばでは致さないことっ。情操教育上、とてもよろしくないっすからね！」

「[image: ]っ、そ、そうだった……」

　グゥの音も出ないコートだった。

「ねぇねぇ、でもリスナさん武器持って行ってないよ？」

　ラーラが指さした所には、確かにリスナの武器が置いてある。鎧よろいはないから、さすがに防具は身に付けていったらしい。

「あー、そういや随分と慌ててたから、よっぽど漏れそうだったんすね」

　ミディアが呑のん気きに言う。

「あのなっ、いくら夕べフロアを掃討したからって、湧わいて出る連中だっているだろうが。他のフロアから来る連中だって！」

「まぁ、そうっすけど。気配は感じないしなぁ」

　どこまでも呑気なミディアだ。

「俺達ならまだしも、武器の一つは持っとくべきだっての。雑ざ魚こ過ぎる連中なんて気が付かないだろ」

「あー、言われてみればそうっすね」

「もういい、俺が武器を渡しに行く」

「お、ポイント稼ぎっすね」

　ニヤニヤと笑うミディアを無視して、コートはリスナの剣を手に取りノシノシと歩き出す。

「広間を出て右っすよ」

「言われなくても気配くらいわかるんだよ！」

　振り返らず答えてコートは広間の外に出た。

　右に曲がってすぐだった。

　こちらを向いて、足を広げて中腰にしゃがんでいるリスナがいた。

　右足にショーツが引っかかっているのが見える。

　つまり、脱いでる。

　そして、ティッシュを持った手で股こ間かんを拭ふく姿勢のまま固まっている。

　ティッシュで大事な所は隠れているが、その上にうっすらと茂みがあるのが見えてしまった。

　お互い、目が点。

　数秒、沈黙が流れた後、先にコートが口を開いた。

「あ、あの武器忘れて──」

　その言葉の途中だった。

　ドゴンッ！　という音と共に、いきなり床が崩れた。

「キャァァァァァァァァッ!?」

　リスナがコートを見つめながら、悲鳴を上げる。

　その悲鳴って、恥ずかしいところを見られたせいか、床が崩れたせいか、どっちですか？　とどうでもいいことが頭に浮かんだせいでコートも反応が遅れて、落ちてしまった。

「クソッ！」

　舌打ちしつつ、落下する床の破片を蹴けり、放ほうり出されたリスナに近づく。

　幸い、穴は深い。

　十数秒落下を続けている間に、床の破片を数度蹴ってリスナが地面に激突する前に抱き留めることができた。

　ドンッという音と共に、地面を踏みしめる。

「キャッ！」

　リスナが小さな悲鳴と共に、コートの首に抱きついた。

　ちょっと嬉うれしい。

「って、そんな場合じゃないか。結構な高さを落ちたな」

　上を見ると、遙はるか上にある落ちた穴が自然と塞ふさがっていくのが見えた……。




※　　　※　　　※




「誰だれもいないっすね」

「うん、コートもリスナさんもいないね」

　大きな音を聞いてミディアとラーラが広間から飛び出た時にはもう、誰もいなかった。床の穴は既に塞ふさがっていて、二人にはここが崩れたことなどわかりようもなかった。

「どこ行ったか、わかるっすか？」

　ミディアが訊たずねると、ラーラがそっと目を閉じる。

　胸の前で両手を握り、祈るような姿を作る。

　三秒ほど経たってからラーラは目を開けた。

「コートの魔素は下だよ。たぶん、このダンジョンの最下層にいるみたい」

「まったく、いきなり最下層とか、せっかちにもほどがあるっすよ」

「ううん。もう一つ、魔族の気配もあるから、コートはきっと引きずり込まれたんだと思うな」

「魔族の気配っすか」

「うん、それにね。この気配、ラーラ達が昔、出会ったことがある魔族に似てる気がするの」

「似てる？　そう言えば確か、このダンジョンに潜る時も見覚えがあるって。いやでも、コートの旦だん那なと鉢合わせて消滅しなかった魔族なんて……あ、一匹いたっすね。ええと、ダンジョンの下敷きになって掘り返すの面倒だから放置したヤツ」

「うん」

「確か、確かコートの旦那が一度だけ、ラーラ様を──」

　ミディアの言葉を、ラーラが珍しく遮った。

「ラーラね。なんだか嫌な予感がする……」

　ラーラの曇った表情を見て、ミディアは「はぁ」と息を吐いた。

「ラーラ様、急いでダンジョンの最下層まで行くっすよ」

「ミディア、ありがとう！」

「いいんすよ。ラーラ様は、いつだってコートの旦那の隣にいるべきっすからね！　なぁに、このミディアが一緒なら、こんなダンジョンの踏破なんて楽勝っすからねっ」

　ドンッと自分の胸を叩たたき、ミディアは激しく咳せき込こんだのだった。




※　　　※　　　※




「……ねぇ、見た？」

　ショーツを履き直したリスナが、頬ほおを少し赤く染めてコートを探るように見る。その視線を受けながら、コートはつい数分前の光景をありありと脳裏に思い浮かべた。

　あの柔らかな稲穂が、うっすらと生い茂っていた光景をだ。

「その、ええと確かに薄かったかな」

「そこじゃないっ！　てか、見たのね！」

「い、いやだって、夕べは自分から見せようとしてたじゃないかよっ」

「そうだけど、許さない！」

「横暴だっ」

「乙女は横暴なのよっ」

「いや、初体験済ませてるなら乙女じゃないだろ」

「乙女よっ、乙女、別に処女だけが乙女ってわけじゃないのよっ。じゃなくて！」

　ドンッと床を踏みしめて、リスナがコートに詰め寄った。

「見たの見てないのっ」

「いや、だから薄いのは……」

「そっちじゃないって言ってるでしょっ」

「じゃぁ、どっちだよ」

「え、だ、だからその、わたしがトイレのために外に出たの知ってたんでしょっ」

「お、おう」

「だったら、答えは一つでしょ」

　そう言われても、わからなくてコートは腕を組んで首をひねった。

「だから、その、え、液体よ」

「液体だぁっ？」

「トイレに行ったら出す、その、お、おしっ……こ……………………」

　消え入るような声だった。

　声は小さいが、インパクトはデカい。

　一瞬、コートの頭が真っ白になるほどにだ。

「コートっ、だから見たか見てないか聞いてるのよっ。乙女の一大事なのよっ」

　リスナの逼ひつ迫ぱくした声に、コートはフリーズから復活した。

「お、おう、一瞬、飛んでたぜ。いや、うん、平気だ見てない、拭ふいてるティッシュは見たけど」

　コートの言葉に、リスナの顔が湯気立つほど一気に真っ赤になる。

「[image: ]う、本体は見られてないけど、拭いてるのは見られたわけね。ある意味、もっと恥ずかしいかもしれない」

　ブツブツと言ってから、リスナが大きく大きく息を吐いた。

「はぁぁぁぁぁ、いいわよ、もう。許してあげる。そもそも、わたしが不覚にも剣を忘れたのが悪いのだしね」

　左手を顔にあててまた大きくため息を吐ついて、手を離した。

「あれ？」

　リスナが、まじまじと自分の手を見つめる。

「あれ？　え、あれ？」

「どうしたんだよ」

「指輪が、ないの」

　言われてみれば、そこに光っていた指輪が無い。

「その指輪、なんだかわかってるのか？」

「わかってるわけないわよ。記憶が無いのよ？」

「そうだよな」

「でも」

　力が籠こもった声だ。

「でもね、でも……ダメなの。この指輪が無いことに、なんだか耐えられないのよ。この指輪は、この指輪だけは絶対になくしてはいけないって、なぜか思うの」

　リスナの言葉を聞いて、胸が苦しい。それでも、コートは苦しさを隠して笑った。

「なら、探すしかないな。さっき落ちた時に外れたんだろ」

「でも、この瓦が礫れきの中だと……」

　周辺には、コートとリスナと共に落ちた床の瓦礫が散らばっている。大きいものは人の数倍の大きさで、小さいものは砂利のようになって床に散らばっている。

　灯あかりといえば、コートが持っているランプだけだ。

　一見すると、小さな指輪を探し出すなんて絶望的だった。

　それがわかっているからこそ、リスナは唇をぎゅっと噛かんでから、首を力なく左右に振った。

「無理よ、こんな中から探し出すなんて。それに、早くラーラちゃんと合流しないといけないし」

「いや、探す。探し出すべきだ」

　コートは言い切った。

「コート？　どうして？」

「俺はあれがなんなのか知ってる。あれは、婚約指輪だ」

「わたしの？」

「そうだ。お前が彼氏から貰もらったヤツだよ」

「そう、だから探し出すべきって言ってくれたのね。でも、貴方あなたはわたしのことが好きなのでしょう？　狙ねらっていたのでしょう？　それなら、探し出す必要なんて……無理することなんてないのよ」

　リスナの言葉を聞いて、コートは暗くら闇やみを見上げた。

　この最下層ではなくて、上のフロアにいるであろうラーラの顔が浮かぶ。

「違うよ。婚約指輪だから探し出すんじゃない」

「なら、どうしてよ……。わからないの？　わたしが、貴方あなたを苦しませたくないって」

「あのな。理由がわからなくても大事だって思える心は、本物なんだよ」

　コートの言葉を聞いたリスナが、ピクッと身体からだを揺すらせた。

「理由がなくても、理由を忘れていても大事なら、絶対に手放しちゃいけないんだよ。それは理由なんて下らないもの以上に、大事なんだからよ」

「コート、もしかして貴方も経験があるの？」

「まぁな。油断して、戦う理由を奪われた経験がある。それでもまぁ、大事だった、守りたかった。だからぶん殴って勝ったけどな」

　コートの言葉を聞いたリスナが、笑みを浮かべながらその場に屈かがんだ。そして、指輪を探し始めながらぼそりと言う。

「妬やける話ね」

「妬けるって、どうしてだよ？」

　同じく指輪を探し始めながら、コートは聞き返した。

「だって、今の語り口からすると、その大事なものって女性よね」

「女性……まぁ、確かに生物学上は女性だけどさ」

「ふふっ、なんだかわたしわかっちゃったわ」

　リスナが忍び笑う。

「な、なんだよ、笑うことないだろ」

「だっておかしくて」

「おかしいだ？」

「フフッ、おかしいわよ。だってコートってば、自分のことを全然わかって──あっ、あそこに！」

　リスナが、キラリと光る指輪を見つけて走りだそうとする。

　が、コートはその腕を掴つかんで引き寄せた。

「コート？」

「招かれざる客だ、リスナ」

　リスナが走りだそうとした先に、ゆっくりと人影が下りてくる。

「あら、招かれざる客はアンタ達なわけ、わかんないかなぁ」

　歳としの頃ころは十代後半、スレンダーで手足がスラリと伸びた躍動感のあるスタイルの女性だ。

　ややつり目で勝ち気な顔つきは、やや癖のある美人といったところだろうか。髪の毛は漆黒で、後頭部でまとめてふさふさと垂らしている。

　が、なによりも目に付くのは、その肌の色と頭部から生えた角だろう。

　黒に近い紺色の肌。そして、両側頭部からは金色に輝く拳こぶしほどの大きさの角が生えているのだ。その角の根元には、おしゃれなのか赤いリボンが結わえてある。

「コート、こいつよ。この魔族がアタシの記憶を奪ったのっ」

　リスナが硬い声を出す。

　リスナが言う通り、リボンは別として紺色の肌と角を持つ者は、この世界には魔族しかいない。

「まったく、アンタがやってくるとか、クソサイテーなんですけど」

　トンッと、ヒールを鳴らして魔族が降り立った。

「アタシさぁ、そこの勘違い女利用して手下の素材集めたかっただけなんだよね。ほらぁ、人間って魂が汚れてるヤツは眷けん属ぞくにできるじゃん？　そーでもないクソ面白くないヤツは、餌えさとか素材になるし、ちょー便利なんだよね」

　そう言いながら側そばの瓦が礫れきの上に座ると、白いタイツに包まれた右足を一度ピンッと伸ばしてから、ゆっくりと足を組んだ。

　着ている服は、全すべて光沢のある白い布地だ。

　胸元は大きく開いて、それほど豊かではないが、際どいレベルではっきりと谷間を露出させている。

　腕には白いアームスリーブをはめて、足は白いタイツで包まれている。

　胸から腹部を包んだ布地は、そのまま腰骨の内側で──つまりハイレグだ。

　とにかく全体的に、かなり挑発的な男性アピールの効いた服装だ。

　正直、コートも目のやり場に困ってしまう。

「それがどーしてかなぁ。アタシの計画通り、その女が戻ってきたまではいいけど、よりにもよって連れてきたのが、アンタ、アタシらの怨おん敵てき、コートってどーいうこと？　ねぇ、アタシってば、なにか悪いことしたわけ？」

　どこから取り出したのか、槍やりの穂先を魔族がコートに向けた。

「ねぇ、貴方あなたのこと知ってるみたいだけど」

　リスナの問いに、コートは思わず苦虫をかみつぶしたような顔になってしまった。

「ああ、戦ったことがある。アイツは間違いなく魔族だよ。確か名前は、グ……なんだっけ？」

「グアリークじゃんっ。百年前の大戦で、アンタを追い込んだ数少ない魔族の英雄の名前を忘れるとか、バッカじゃない？」

　グアリークが、せせら笑う。

「うるせぇな、あれは油断だよ。そもそも、追い込んだってのもお前、負けただろ」












「ぐっ……」

「ま、魔族全員俺に負けたんだがな」

「う、うるさいじゃんっ。アンタがチートだっただけだし！」

「そもそも、なんで今いま頃ごろこんな所に湧わいて出て来たんだよ」

　コートの言葉を聞いたグアリークが、槍やりを思いっきり床にブッ刺した。ドコンッと大きな穴が開く。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ？　なに馬鹿なこと言ってるのよっ。ココは、昔っからアタシの家じゃん」

　床から巻き上がった破片を、グアリークが蹴け飛とばす。

　顔面目がけて飛んできた破片を、コートは左手で握りつぶした。その様子を見ながらグアリークが苦々しく口を開く。

「アンタにぶっ壊された後、苦節百年。ようやくここまで再建したんじゃん！」

「百年って、最近復活したって聞いていたけれど」

　リスナの疑問を聞いたグリアリークが「ハッ」と鼻で笑った。

「アタシはね、百年前の大戦でそこのクソ男に魔族が滅ぼされた時、生き残った数少ない魔族の精鋭の一人じゃん。復活もなにも、死んでないし」

「百年前？」

「そうだし。百年前、アタシはそこのクソ男と戦って、追い詰めたのにこのダンジョンぶっ壊されたわけ。でもしっかり生き抜いてきたじゃん」

「ええと、その、どういうこと？」

　リスナがわけがわからないと、コートを見た。

「百年前、俺もお前と同じく記憶を奪われたことがあるんだよ。見てみろ、あの服装」

「……エッチね」

「だろ？　俺には刺激が強くてさ、あと大して強くないってのもあって油断したら、不覚を取ったんだよ」

「じゃぁ、わたしみたいに記憶喪失に？」

「残念ながら、全部は奪えなかったわけ」

　グアリークが会話に割り込んでくる。

「悔しいけど、ソイツはクソ強いのよね。だから、戦う動機を奪ってやったわけ。ラーラ様を《根源の魔》……ああ、魔王様の方が通じがいいんだっけ？　魔王様から守るっていう意思をね。なのに、ソイツと来たら……」

「ラーラちゃんを？　え、どういうことよ」

　驚いたリスナに、コートはため息を一つ吐ついてから解説を始めた。

「お前らが魔王って呼ぶヤツがな、ラーラにご執心だったんだよ。ラーラを自分の嫁として差し出せってエルフ達に要求してな」

「でも、あのラーラちゃんの見た目と精神年齢は……え、ロリコンだったの？」

「そういうことだ。百年前、世界中が《根源の魔》と魔族の圧倒的な力の前に、戦う意思すら放棄してひれ伏した。それはエルフだって同じだ」

　そこまで喋しやべってコートが舌打ちすると、その間にグアリークが説明を引き継いだ。

「ま、エルフ達はその中でも最も腰抜けだったじゃん。自分達の女王である、血統の中心、神々よりも旧ふるい血、エルフの根源、ただ一人遺のこされたハイエルフのラーラ様を、あっさり生いけ贄にえとして差し出すことを決めたわけ。それで、世界は魔王様のものとなるはずだったじゃん」

　グアリークが、再び破片をコートに向けて蹴ける。それを黙ってコートは、顔を傾けて避よけた。

　その仕草にグアリークが舌打ちする。

「チッ。そこのクソ男が、やなこったとか言ってラーラ様を連れて逃げ出したじゃん」

「おい、俺は逃げ出してねぇぞ」

「知ってるしっ。逃げ出してたなら可愛かわいいものを、最初からウチら魔族を倒す覚悟とか、ホントもう信じらんないわけ。馬鹿みたいな鍛錬と、旧世界の研究の果てに、ウチら魔族の天敵になりやがったじゃん」

「それが……コートなの？」

　リスナが、呆ぼう然ぜんとした顔でコートを見上げた。その顔に、コートは軽く肩をすくめた。

「ま、忘れてくれて構わない。ただ、俺はコイツにラーラを守るって意思を一回奪われたんだよ」

「そうじゃん、そうじゃんっ。なのにっ、ラーラ様を奪おうとした瞬間、この男はキレやがったわけっ。そしたらどーなったと思う？」

　ビシッとグアリークが、リスナに槍やりの穂先を向ける。

「ど、どうって、ええと、貴方あなたが倒されたってこと？」

「そんな生やさしいもんじゃないしっ。この男、叫びながらアタシをボコボコにした挙げ句、ダンジョンぜーんぶ破壊したわけっ。アタシも手下も、みんな穴埋めじゃんっ。挙げ句にっ！」

　今度は、槍の穂先をコートに向けた。

「トドメを刺すわけでもなく、そのままどっかに行きやがったしっ！」

「掘り返すの面倒だったしな」

　まともに対応するのも面倒で、コートは耳をほじった。

「ムキ────ッ。地上に出るまで十年っ、そこから掘り返してまたダンジョン作り直すのに九十年掛かったわけ！」

「九十年もご苦労なこったな。俺は呑のん気きにニートしてたぞ」

「ムッキャァァァァァァァァァァ、アタシだって怠惰な日常を送りたかったしっ。魔族の世界になってれば、怠惰なバラ色ライフの予定だったしっ。魔族が負けちゃったの知ってるから、今度はひっそりと怠惰な生活送ろうってダンジョン作り直したわけっ。それなのに、なんでアンタが来るわけ！」

　グアリークが、槍でぶすぶすと地面を突き刺しながら苛いら立だつ。

「ま、結局は俺に滅ぼされる運命だったってことだな」

　コートは、拳こぶしをポキポキと鳴らしながら一歩前に出た。が、怯おびえるかと思ったグアリークが、予想に反して余裕のある笑みを浮かべた。

「待つじゃん。アタシに手を出したら、絶対後悔するし」

「どういうことだよ」

「アンタ達の会話を、アタシもしっかり聞いてたわけ。大事な指輪みたいじゃん」

　言葉と同時にグアリークが槍の穂先を地面に転がっていた指輪に向け、ギリギリで止めた。

　それを見たリスナがビクッと身体からだを震わせる。

　その様子を見たグアリークが、歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「コレ、壊してもいいわけ？」

　嬉うれしそうに笑いながら、穂先で指輪を引っかけ器用に上へ放ほうり投げる。

　クルクルと落ちてくる指輪を、グアリークが右手でキャッチした。

「ふうん、安っぽい指輪なわけ。アタシの指にはちょっと不足って感じ？」

　文句を言いながら、左手の薬指に指輪をはめる。

「アハッ、これってアタシが男を寝取ったみたいじゃん」

　掌てのひらを広げて、はめた指輪をわざわざ見せびらかす。

「そ、それはわたしのっ」

　堪たまらずリスナが叫ぶ。だがその叫びは、グアリークにますます愉悦を与えるだけだ。

「い～い、声じゃん。フフッ、気持ちよくて濡ぬれちゃいそうだし。ま、でもでもぉ、今はアタシの指にはまってるわけ。アンタの手の届かない、このアタシの指にね」

「…………」

「アハッ、すっごい顔じゃん。ん～、気が変わったわけ。アンタは生かしたままにしとくじゃん。で、アンタの男をアタシが寝取ってぶち殺すの見せてやるわけ。安心しとくじゃん、その時はしっかり記憶も戻しとくから、アハハハハハハハハハ、やだこれ、アタシ天才じゃん。絶対気持ちいいヤツじゃん！」

　グアリークを睨にらんでいたリスナの顔が、徐々に強気なものから不安、そして恐怖へと変わっていく。

「い、いやっ」

　リスナが言葉を絞り出す。

　だが、グアリークは笑い続ける。

「てめぇ……」

　我知らず、コートは歯を噛かみしめてしまった。ギリッと大きな音が鳴り、背後のリスナがビクッと身体からだを震わせた。

「アハッ、コートが悔しがる顔とかそれだけでアタシ、イッちゃいそうだし。悔しい？　ねぇコート、指輪奪われて悔しい？」

「ぐっ」

「アハッ、動いちゃダメなわけ。動いてみ、プチッと安物のこの指輪壊しちゃうじゃん」

「やめ……」

　リスナが言いかけて、言葉を呑のみ込んだ。

　自分の願い、それも理由を忘れてしまっているのに『大事』というあやふやな願いのために、コートを不利な状況に置くわけにはいかないという思いが、言葉を呑み込ませたのだろう。

　もっとも、その行為はむしろコートの背中をさらに押すのだが。

「で、なにが希望だ」

　大剣を地面に投げ捨て、コートは腕を組んだ。視線は当然、ジロリとグアリークに向かっている。

「話が早くて助かるじゃん。死ね……って言いたいところだけど、ハードル上げすぎて取り引きを台無しにする気はないわけ。この指輪を渡すから出て行けってのも、信用できないし」

　グアリークが下唇に人差し指をあてがい、考え込む。

「指輪に加えてリスナの記憶を返してくれれば、出て行ってやるぞ」

「それ、信用すると思うわけ？」

　グアリークの返答に、コートは苦笑するしかなかった。

「ま、それもそうか、百年前、お前ら魔族をぶっ倒すためにはなんでもやったからな」

「そーいうこと。一回ダンジョンから外に出たら約束守ったことにして、そのまますぐ戻ってきてアタシを滅ぼすとか平気でやるヤツじゃん」

「チッ」

　その通りのことを考えていたので、思わず舌打ちしてしまった。

「ほら、やっぱそーだしっ」

「で、結局俺はなにをすればいいんだよ」

「自殺しろとか殺させろとは言わないから、反撃なしでアンタを百回攻撃させて欲しいわけ」

「百回って、そんなの殺すのと同じじゃないのっ」

　リスナが、声を張り上げる。それを聞いたグアリークが、組んだ足を解いて瓦が礫れきからぴょんっと降り立った。

　そしてハンッと鼻で笑う。

「コイツが、その程度で死ぬと思うわけ？　ま、アタシとしては、その万が一の可能性に賭かけるわけだけど」

「記憶じゃなくていいのか？」

「アンタから記憶を奪うとか、事前の準備が必要なわけ。百年前も、ダンジョン全体に魔法陣を張り巡らせて、やっとだったし」

「へぇ、そうだったのか」

「そうだったのかじゃないしっ。あのダンジョン作るのに、どんだけ時間と素材が必要だったと思ってるわけっ。この復活したダンジョンは、まだそこまでできてないっての！」

「わぁったよ。仕方ないな。百回で記憶も指輪も返してくれるなら、受けてやるよ」

「いい度胸じゃん」

　グアリークが、槍やりを頭上で回転させ始める。

「待ってっ、無む茶ちやよ！」

　リスナが、コートの腕を掴つかんだ。

「わたしのために、あなたが危ない目に遭うなんて、ダメよ。わたしは、耐えられない。ううん、それだけじゃないわ。今のわたしにとって記憶と指輪以上にあなたが──」

　リスナの唇に、コートは指を押し当てた。

「そこまでだ、リスナ。今のお前は記憶がないんだ。過去の自分の想おもいと、今の想いを簡単に比べるべきじゃない」

「コート……」

「俺はさ、お前に惚ほれてるんだ。だったら、過去のお前の想いに正々堂々と勝たないと意味ないだろ？　だからさ、お前が忘れてもなお大事に想った指輪は、俺にとっても大事なんだよ。あの指輪をはめたリスナに、惚れてもらわないとな」

「格好付けるのね」

「当たり前だ。惚れた女の前だぞ」

「うん。でも一つ、お願いだから一つだけ約束して。それが、気休めだってわかっているけれど、約束してくれないと今からコートを見守って耐える自信が、ないの。きっと泣き叫ぶわ、わたし」

　コートを見つめるリスナの瞳ひとみは、すでに潤んでしまっている。

「ああ、安心しろ。絶対、死んだりしない。無事、お前の元に帰ってくる」












「約束よ」

「もちろんだ。いいか、覚悟しとけよ。記憶を取り戻した時、リスナ、お前は自分から指輪を外すんだ。俺に惚ほれてな」

　リスナに背を向けて、コートは歩き出した。

「ええ、その時を楽しみにしてるわ」

　振り返らずにリスナに軽く手を挙げてみせ、コートはグアリークの前に立った。

「一つ、追加で条件付けてもいいか」

「内容次第なわけ」

「俺が死んでも、リスナは地上に返してやってくれ。もちろん、指輪と共にな」

「ふうん、その程度ならいいわけ。聞いてやるじゃん」

　グアリークが腰を落とすと、頭上で回転させていた槍やりをコートに向けて身構えた。

「じゃ、覚悟するじゃん」

「いいぜ、百回だな。きっちり数えてやるから、一回でも多かったら承知しねぇぞ」

「その余裕、いつまで持つか楽しみなわけっ！」

　グアリークが、身体からだを前に倒した。右足で踏みしめた地面が割れ、土煙が上る。その土煙の中から、穂先がコートの心臓目がけて突き出された。

　錯覚だろうか。リスナには、確かにコートの身体が一瞬膨らんだように見えた。

　──パンッ。

　破裂した音を、こちらは疑いようなくリスナは確かに聞いた。

　グアリークが数歩分後ろに飛とび退すさった。

「ったく、相変わらずその肉体ってばおかしいし」

　グアリークが、槍の先端を見た。

　そこにあるべき穂先がない。

「筋肉を膨らませて穂先を破裂させるとか、それもう人間の身体じゃないわけ」

　呆あきれた様子で槍を眺め、そのまま放ほうり捨てる。

「最初からわかってるだろうが」

「百年経たって鈍ってないか試しただけじゃん」

　喋しやべりながら、グアリークが右手を開いて瓦が礫れきに置いた。

　すると、手を中心にして黒い瘴しよう気きのようなものが広がっていく。

「こっからが本番だし。純粋な魔族の魔素にたっぷりと染まった槍を破壊できるかどうか、試してみるとするじゃん！」

　右手で瓦礫を掴つかみ腕を勢いよく上げると、右手に張り付いたかのように瓦礫から槍が引き剥はがされた。

「ど、どこから槍がっ」

　リスナが叫ぶと、グアリークが満足げに笑い声を上げる。

「アハハハ、魔族も見たことないわけ？　瓦が礫れきに含まれてた鉄分を魔素で染め上げて槍やりを構成しただけじゃん。魔族が幹部が一人、この《魔ま槍そう》グアリーク様に掛かれば、こんなの朝飯前なわけ」

「幹部っても、下っ端だったろうが」

　コートの言葉に、グアリークが目を吊つり上あげた。

「そーいうこと言う必要ないしっ！」

　そのまま、一気に槍を突き出す。

　大きな衝撃音と共に、コートの身体からだが吹き飛ぶ。そして、壁にめり込んだ。

「コートっ」

　駆け寄ろうとしたリスナを、コートは手で制した。

　そのままゆっくりと、壁から自分の身体を引き剥はがす。

「そういやお前、槍使いだけは得意だったんだよな」

「アタシの魔槍でも貫けないとか、魔族の同胞を喰くらい続けただけのことはあるじゃん」

　グアリークが、再び槍を構えた。その穂先には、ヒビ一つ入っていない。

「でもね、百回繰り返したらどーなるか楽しみってヤツじゃん！」

　地面を蹴けって走り出し、加速と全体重を槍に乗せてコートの胸を突く。

　再び吹き飛んで、コートの身体が壁にめり込む。

「……あと九十八回だ。百回とかカウント戻してるんじゃねぇぞ」

「言葉の綾あやってやつだしっ！」

　グアリークが下がり、魔槍を構えた。

　そしてまた走り出し、コート目がけて槍を突き出す──。
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　一時間も経たっただろうか。

　コートの視界の端で、緊張と恐怖と疲労からかリスナがついに膝ひざを折ってしまった。

　いや、疲労していたのはリスナだけではない。

　グアリークもまた、大きく肩で息をしていた。

「ハァッハァッ、マジで頑丈過ぎるじゃん……」

　疲労から地面に槍やりを突いて身体からだを預けながら、目の前のコートを睨にらむ。

「チッ……俺の方こそ、想定外だ。まさかお前なんかにダメージを喰くらうとはな」

　一見するとコートの身体に外傷はない。それでも、ただの人間であれば一撃で百人は殺せようというグアリークの攻撃だ。意識して身体を守らざるを得なかった。

　意識することで、魔素を防御箇所に集中させてグアリークの攻撃を弾はじく。そうすることで、肉体的なダメージから免れ続けたのだ。

　この百年、ここ、ダンジョンに潜ってからですら一度もそんな意識を持ったことがなかったにも拘かかわらずだ。

　《根源の魔》を倒した当時であれば、あるいはグアリーク相手でも意識することすらなく、コートの身体は攻撃にも微み塵じんもダメージを受けなかったかもしれない。

　だが今は、この時は、意識しなければ身体を守ることができなかった。

　その事実は、コートに忸じく怩じたる思いを持たせたし、何よりも彼の魔素を一時的に大きく損なう結果となっていた。

「ふぅ、最後の一撃、正真正銘、百回目の一撃を放たせてもらうじゃん」

　息を整えたグアリークが、ゆっくりと腰を落として身構えた。

　前に出した左足に重心を移していく。

　右足のヒールが浮いてつま先がしっかりと、地面を掴つかんだ。それだけでヒビが入るほどにだ。

「おう、最後まで受け止めてやるよ」

　一度、大きく息を吐いてからコートは身体に力を込め、拳こぶしを握った。

　その姿を見たグアリークが、口角を歪ゆがめて笑う。

「余裕かましてるけど、アタシにはわかってるし。もう、残った魔素少なくね？」

「……さぁな」

「知ってるわけ。アンタ、色々とおかしいヤツだけど、やっぱりベースは人間じゃん。人間の魔導師は、魔素を操るけれど、ため込むことはできないじゃん。でも、アンタはアタシら魔族と同じように魔素を身体に蓄えることができる。身体に魔素を行き渡らせることができる」

「なにが言いたいんだよ」

「でも、アンタはやっぱり人間ってことじゃん。アタシらみたいに、魔素に魂からどっぷり染まった魔族と違うわけ。自分で魔素を産み出してるわけじゃないでしょ」

　グアリークの言葉に、コートはなにも答えなかった。ただ睨にらむ。殺気の籠こもった視線がぶつかり合い、二人の間の空間が歪ゆがんだような錯覚をリスナに覚えさせる。

「ふん、図星じゃん。アンタは眷けん属ぞくや、アタシら魔族を喰くらうことで魔素を身体からだにため込んでただけ。それもこの百年、ニートしてたせいで枯渇気味なわけ。百年不老を続けるために、けっこうな魔素も使ってるはずじゃん」

「ここのダンジョンでモンスター共からも、そこそこ吸い取ってる」

「ハッ、あんな雑ざ魚こ共からじゃ雀すずめの涙じゃん。そ・れ・に、余計な魔素を吸い取らないようにさっさとここまで呼び込んだわけだし」

「雑魚から俺が魔素を吸い取らないようにってか」

「そーいうこと。そして、アタシの目にはアンタの魔素は、そろそろ枯渇しそうじゃん。ただの人間としても、アンタは十分化け物だけど、魔素の助けもなしにこのアタシの必殺の一撃を耐えきれるわけないわけっ！」

　グアリークが、最後に語気を強めて走り出した。

　コート目がけて一直線に進むグアリークが突如、槍やりを投げ打つ。

　コートの胸元目がけて槍が飛ぶ。

　その背後で「キェェェェ！」と怪鳥のような声を張り上げて、グアリークが身体を縮めて跳んだ。

　先に投とう擲てきした槍に追いつくわけがない。

　コートがそう思った刹せつ那な、グアリークの背後に魔素が瘴しよう気きのように浮かび、凝固した。その固まった魔素を蹴けり爆発させると、グアリークの身体が一気に槍に追いつく。

　それは、切っ先がコートの胸元に触れる直前。

　クルリとグアリークが宙で回転し、つま先をコートに向け、蹴った。

　槍を、だ。

「てっ、めぇっっっっっ！」

　気合いと共に、魔素を胸元の一転に集中させる。

「甘いし！」

　グアリークのつま先が僅わずかに跳ねた。

　コートに突き刺さる直前の切っ先が、小さくぶれる。

　それは、コートが予想し魔素を集中させた一点から、僅かにズレただけ。だが、その僅かは大きな僅かだ。

　咄とつ嗟さに、コートは身体からだをひねって左肩を前に出す。

「───────────────────────っ！」

　ブシュッという音と共に、血がほとばしる。

　グアリークの槍やりは、見事にコートの左肩を刺し貫いていた。

「……あそこで肩を出すとか、それも利き腕じゃない方をとか、やっぱり人間とは思えないわけ」

　突き刺した槍を蹴けって、グアリークが大きく飛とび退のいた。空中では軽々と回転するが、指輪の側そばに降り立つと同時にがくりと膝ひざを突く。

「はぁはぁ、ここまで弱らせたのにアタシの取っておきでも殺せないとか、プライドが傷つくじゃん」

　荒い息を吐きながら、グアリークがコートを睨にらみつける。

　コートは肩から槍を引き抜き、苦い笑みを返した。

「そうでもないさ。力を手に入れてから、俺に傷を負わせたヤツはそうはいなぞ。《根源の魔》とか、ミディアとかな」

「アタシらの祖に、北辺の氷嵐龍帝エンプレスオブアイスストームね。随分な連中と肩を並べたじゃん」

　息を整えて、グアリークがゆっくりと立ち上がる。

「コート、平気なのっ」

　リスナが、コートに駆け寄ると肩の止血を始めようとして、手を止めた。傷が既に塞ふさがりつつあるのだ。

「……勝手に治っていく？」

「まだちっとは魔素が残ってるからな。調子の良い時とは比べようもないが、ま、そのウチに治る」

　リスナに笑みを向けてから、コートはグアリークに右手を差し出した。

「百回耐えてやったぞ。約束だ、リスナの指輪を渡してもらおうか」

　グアリークが、つま先に指輪を引っかけ空中に蹴り上げる。

　その指輪はコートの手に──ではなく、グアリークの手に落ちた。

「どういうことだ」

「フッ、フフフフフフフフフフフフ、アーッハッハッハッハッハッ。バッカじゃないの？　普通、魔族の言葉なんて約束なんて信じないし。アンタ、昔っから、なんでもやるけどギリギリのところで約束は守るから、相手も守るとか思ってるわけ。知ってる、そーいうのを愚か者、馬鹿って言うじゃんっ」

　腹を抱えてグアリークが大笑い、嘲笑を続けながら、パチンと指を鳴らした。

　同時に、コートを中心として半径三メータほどの格子状の円筒がせり上がった。

「檻おりじゃねぇかっ！」

　脱出する間もなく、閉じ込められてしまった。背後の壁の中からも破砕音が響いたことからすると、ご丁寧に壁の中にまで格子があるのだろう。

　そして、周囲からグアリークの眷けん属ぞく、モンスター達がぞろぞろと集まってきた。

「これは、どういうつもり！」

　リスナが、怒声を上げる。

　グアリークはその怒声を心地よさそうに聞いてから、悠然と口を開いた。

「見たまんまだし。コートにトドメを刺せないことなんて、最初から想定済みなわけ。雑ざ魚こ娘のおつむじゃわかるかどうか知らないけど、これが策ってものなわけ」

「最初から、俺の弱体化が目的か」

　コートが口にすると、群れの中でグアリークが舌打ちするのが確かに聞こえた。

「チッ、確かにアタシじゃ倒せない気はしてましたけどぉ。ちょー悔しいっ！」

「だがな、俺が本気を出せばこんな檻おり、ぶち壊せることくらいわかるだろ。なにしろお前には一回見せたことがあるからな」

「忘れたくても忘れられないしっ。百年前、怒り狂ったアンタがアタシをボコボコにしたあげく、ダンジョンまで破壊して生き埋めにした時のアレ、あの悔しさとか、絶対忘れるわけないわけ」

　ドンドンとグアリークがひとしきり地面を踏みしめ、ニヤリとした笑みを浮かべた。

「だから、ちゃんと考えてるわけ。アンタが、あの馬鹿みたいな力を出せないようにね。人間捨てることができないように、策をちゃーんと仕込んでるじゃん」

「どういうことだ。旧世界の力で改造されてんだぞ、魔素を溜ため込こむとかはオマケみたいなもんだ。魔素の技術でどうこうできるもんじゃない。つまり、魔族の力で俺の力を封印なんてできるわけがないんだぞ」

「アレが魔素由来じゃないことくらい、アタシだってわかってるし。まぁ、旧世界の技術ってのは初耳だったけど」

　口にしながら、グアリークがゆっくりと腕を上げた。その指先が、リスナを指し示す。

「え、わたし？」

「そういうことか……」

　リスナとコートは、全く異なる表情を浮かべた。

　突然の指名にポカンと驚くリスナと、苦虫をかみつぶしたような顔のコートだ。

「コート、あの、どういうこと？」

「……」

　答えを渋ったコートの代わりに、グアリークが返事を紡いだ。

「その男の本気は、そりゃもう凄すごいわけ。怖いってのを通り越して狂ってるっていうか、あり得ないっていうか、驚天動地っていうか、とにかくまぁ、暴れて暴れて暴れ尽くすって感じ？」

「それが、どうしたのよ」

「アタシにも理屈はわかんないけど、余剰エネルギー？　まぁ、とにかくその男から強烈ななにかが吹き出すわけ。モンスターどころか、力の弱い魔族ですら触れたら滅びちゃうくらいのね」

「だから、それがどうしたのよっ」

「はぁ、これだから雑ざ魚こは低脳で困るし。ちょーっと考えればすぐわかることじゃん。コートが本気の力を出せば、側そばにいるアンタが巻き込まれて死んじゃうわけ。わかる、その檻おりの中にアンタが一緒にいる限り、コートは力を解放できないって寸法なの」

「なっ……」

　リスナがよろめいた。

「気にするな。悪いのは、あのクソ魔族だ」

「で、でも結果的に……」

　コートの慰めでも（不器用だが）、リスナのショックを続いている。その様子をグアリークはフフンと、愉快げに見ながら話を続けた。

「コートが来た時、本気で夜逃げを考えたじゃん。でーも、様子を観察してるとどーやらそこの雑魚娘にご執心みたいだし、ならって考えたわけ。どうにかして、アンタの魔素を削そいでから、一緒に檻に閉じ込めればいいじゃんって」

「それで、俺達を一緒に最下層まで落下させたってわけか」

「いや、それ偶然」

「あん？」

「雑魚娘が一人になった時に、人質として確保しようと思ったわけ。そしたらトイレに行ったじゃん？　女の子のトイレに男が来るなんてあり得ないしって思ったら、なんかアンタが来やがったじゃん。一緒に落としちゃった時、ちょー焦ったし」

　その時のことを思い出しているのか、グアリークが頭を抱えた。

「隠れてたのかよ。俺に気配を悟らせないとはな」

「ここアタシが作ったアタシのダンジョンじゃん。アタシの気配を消す小細工くらい、朝飯前なわけ」

「チッ。だがつまり、こうか。リスナを人質に取って、俺だけ呼び出す」

「そうじゃん。そして、百回攻撃したら解放してやるって話しかけるわけ。で、この檻のトラップを発動って感じ」

「雑だな、おい……」

「け、結果オーライだしっ。ホント、一緒に落下させちゃってどうしようって頭抱えていたら、この指輪の話題ってわけ」

「偶然じゃねぇかっ」

「機会を鋭く捉とらえたって言って欲しいじゃん」

　唇を尖とがらせる。

「でもまぁ、無駄話もここまでじゃん」

　グアリークが、手を上に上げた。

　すると弩ど弓きゆうを装備した人型のモンスターの群れが周囲からゾロゾロと姿を現す。

「アンタが、筋肉だけで穂先を破壊できるのは知ってるじゃん。でも、雨あられと矢が降り注いだら、どうなるわけ？　普段の魔素で身体からだを守ることもできないしね」

　グアリークが喋しやべりながら、ニタニタと笑う。

　悔しいが、グアリークの言った通りだった。一対一の戦いであれば、筋肉だけで身を守る自信はある。

　だが、複数──それも今回は無数の矢だ──の攻撃を、どこまで弾はじけるのか。そんな経験はしたことがない。

　同時に、できるとも思えない。

　だが、やるしかない状況だった。

「ってわけで、実験タイムじゃん。それ！」

　手を振り下ろす。

　一斉に、弩弓から矢が放たれる。

「クソっ！」

　リスナの前に立ち、迫り来る矢を迎え撃つ。

　手刀で、蹴けりで、数本まとめてはたき落とす。

　だがグアリークは性格悪くも、モンスター達の三交代制で間断なく矢を放たせている。

「追いつかねぇっ！」

　手刀の結界をすり抜けた矢を、歯で噛かみ捨てる。

　胸元に突き立った矢は筋肉の膨張で砕いたが、正直そろそろ限界だった。その様子を、相変わらずニタニタとグアリークが眺めている。

「わたしもっ！」

　剣を抜き放ったリスナが、コートの左に立つ。腕利きの冒険者だけあって見事な剣捌さばきで矢を迎え撃つ。

「ますます『アックスアート』のリスナとしか思えない、素早い剣捌きだよな」

「余裕かましてる場合じゃないし！」

　グアリークがさらに歪ゆがんだ笑みを浮かべ、手を動かした。

　すると、モンスター達の矢がリスナに集中する。

「数が、くっ、多すぎ──」

　斬ざん撃げきをすり抜けた矢が、リスナの眼前に迫る。

「……コートっ」

　覚悟して目を閉じ、また開いたリスナの目にコートの腕が映った。

　その手には矢が握られている。まさに目と鼻の先で、矢は止まっている。

　そして、無数の矢がコートの身体からだに刺さっていた。

　リスナを守るために、自分の防御が疎おろそかになった結果だった。

「グッ……」

　さすがに、コートはその場に膝ひざを突いた。

　伸ばした左腕には五本、胸にも五本、自分の顔を守った右手には二本、他にも各所に矢が突き刺さり、計二十四本。

「アハハハハハハハ、ハリネズミみたいじゃんっ」

　コートを指さしながら、グアリークが爆笑した。

「わたしのせいで……」

「なに、内臓まで達してるのはないから安心しろ」

「それが、そーでもないじゃん」

　グアリークが会話に割り込んで来た。

「あんだよ。男女の楽しい会話に割り込むんじゃねぇよ」

「デートの約束なら、あの世でするじゃん。いい、よーく聞くわけ。この矢は、ただの矢じゃないじゃん。ぜーんぶ、毒を塗ってあるし」

「……お前、ホント性格悪いな」

「魔族には褒め言葉だし。それに男なんて、性格よりも身体とテクニックなわけ。アタシがどんだけの魔族の男を泣かしてきたと思ってるわけ？」

　グアリークが、それほど大きくない胸を寄せながら腰をくねらせ、途中で固まった。

「……じゃなくてっ、いい、魔素があるアンタなら毒なんて全然効かないでしょうけど、今はどうかしらねっ」

「へっ、そんなにやわじゃないって……グッ」

　立ち上がろうとした時、視界が歪ゆがんだ。バランスを崩して、コートは再び膝を突いてしまう。

「コートっ、やっぱり……。わたしが指輪なんかにこだわったせいで」

「いや、貧血だ。血を流し過ぎたからな。それに、お前が指輪を大事にしたのは間違ってない。記憶を失っても大事だと思うものは、本当に大事なんだ。絶対に手放しちゃいけない。そう言っただろ」

　リスナに告げると、荒い息を吐きながらコートは顔を上げた。

　そして、目が、逢あった。

　頷うなずいた。

　だから、コートも頷いた。

　体中に力が漲みなぎってくる。

　自然と、顔に笑みが浮かぶ。

「で、でもっ、このまま死んじゃうのよっ」

　リスナを手で制してコートは、ゆっくりと立ち上がった。

　コートの顔に広がる笑みを見たグアリークが、気け圧おされたかのように一瞬、よろめいた。

「な、なんでじゃんっ。なんで笑ってられるしっ。あ、頭おかしいわけっ。アンタ、今から死ぬってわかってるわけっ。このアタシに殺されるって！」

　グアリークが、早口でまくし立てる。

「へぇ、そいつは初耳だ。夢でも見てるんじゃないか？　ま、この俺をここまで追い詰めたことは褒めてやるけどな」

「なっ、なに余裕かましてるわけっ。いい、アンタは今、絶体絶命じゃんっ。これから、死ぬってのわかってないわけっ。そこの雑ざ魚こ娘の方が、よっぽど利口じゃん！」

「いや、そうでもないさ。この場で、一番の馬鹿はお前だよ、グアリーク」

「なっ……。ム、ムッキィィィィィィィィィッ、ちょー腹立ったじゃんっ。ああもう、いい、最後に散々馬鹿にしてやろうと思ったけど、もういいしっ！」

　グアリークが、再び腕を上げる。

　そして、即座に振り下ろした。

　矢、放たれる。

　吸い込まれるようにしてコートの身体からだへと、だ。

　鏃やじりがはっきりと見えた時、コートは一欠片かけらの不安もなく口を開いた。

「《臨界燃焼クリテイカルイグナイテツド》」

　刹せつ那な、矢が全すべて燃え尽きた。

　火が灯ともることもなく消し炭となる。

「はぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁ!?　ここまで来て、女を捨てるわけっ。うっそ、信じられない、ちょー最低男じゃんっ！」

「いや、俺は俺ほどいい童貞はいないと思ってるぞ」

「なに言ってるわけっ。あ、童貞なの？　じゃなくて、女の子を殺してでも、自分だけは助かりたいとか、魔族としてもそれどーなのよレベルで最低なんですけどっ。てか、だからアンタ童貞なんじゃん！」

「うるせぇ、俺が童貞なのはな、《根源の魔》のヤローが最後のあがきで掛けた呪のろいのせいだっての！」

　言い放つと、コートは横に一歩ずれた。

　グアリークの視界に、リスナの姿がさらされる。

「…………え？　ええぇぇぇぇぇっ、生きてるしっ。い、生きてるしっ。なんで、なんでじゃんっ。こんなの卑ひ怯きようだし！」

「貴方あなたに卑怯とか言われたくないわよっ。でも、どうして？」

　リスナ自身、自分が無事な理由がわからず戸惑っている。

　その様子がおかしくて、コートは笑いながら歩を前に進めた。

　檻おりの格子を握る。

　まるで飴あめかなにかのように、左右に簡単に開いた。

　そのまま、平然と歩く。慌てたグアリークが、腕を上げ振り下ろす。矢が迫る。迫るが、コートから五メータほどで全すべての矢は消し炭となる。

「ひゃ、百年前と同じじゃん」

「同じじゃねぇよ。久々すぎて、加熱蒸気が漏れ過ぎだ」

「は？」

「《蒸気爆発ヴエイパーエクスプロードシステム》、思いっきり簡単に言えば俺が蒸気機関になったようなもんだな」

「わ、わけわからないじゃん」

「やっぱり馬鹿じゃねぇか」

「ムッキィィィィィィィイィィィィィィイィィ！」

　グアリークが地団駄を踏んだ。

「コート、あんまり人のことを馬鹿って言っちゃダメだよ？」

　場違いな、幼く優しい、ラーラの声が響き渡った。

　ようやく最下層まで辿たどり着いたラーラが、リスナの周囲に結界を張ってくれた。だからこそ、コートは《蒸気爆発システム》を発動できた。

　と、モンスターの群れの一部が吹き飛んだ。

　吹き飛ぶという言葉がまさにぴったりなほど、次々とモンスターが宙高く舞い、木こっ端ぱ微み塵じんになっていく。

　当然、血の雨で周囲は真っ赤だ。

「メイドならもっと早く来いよな」

「これでも超特急っすよ！　だいたいラーラ様が、リスナさんの周囲に結界張らなかったら危なかったくせに！」

　ミディアが、モンスターの群れをいとも簡単に突き破って、姿を現した。右手でラーラを抱いて、左手一本でモンスターを惨殺している。

「危なくなってなんかなかったぞ。ラーラと目が合ったからな」

「ううん、きっとコートはラーラがいなくても平気だったはずだよ。だって、ラーラのコートは勇者だもん」












　最前列にいたトロルをミディアがあっさりと殴り飛ばして、ようやくラーラの視界にもコートの姿が映った。

「コートのその怪け我がっ！」

　ラーラが悲鳴を上げ、ミディアでさえ反応できない速度で飛び降り、走り出した。

　突然の事態に、誰だれも行動に移れない。

「ちょ、ちょっと待て、今の俺に近づくなって！」

　思わずコートは叫んだ。その声で、周囲が一斉に動き出す。

「ラーラ様っ、ダメっすよ！」

「ラッキー、人質ゲットじゃん！」

　ミディアが追ったのと、グアリークがラーラに手を掛けようとしたのは、ほぼ同時だった。

　グアリークの指先がラーラに掛かる、直後にミディアの拳こぶしがグアリークの顔面に炸さく裂れつしていた。

　他のモンスターのようにそれだけで粉砕されはしないが、思いっきり吹き飛んだ。

「ラーラ様っ、一緒に行動しないとダメじゃないっすかっ」

「だってコートが、コートがね、ボロボロなの。早く治してあげたくて……」

　しゅんとなったラーラが、再びミディアに抱き上げられた。

　ホッとしたのも束つかの間ま、コートの目には確かに映った。

　ラーラの頬ほおに、グアリークの爪つめで一筋の傷ができているのを。

「…………………………てめぇ」

　コートの周囲に漏れていた加熱蒸気が、収まる。

　いっさい漏れ出ず、コートの力の源となっていく。

「あ、これ、ヤバいやつじゃん。そうそう、これが百年前だったじゃん」

　壁にめり込んだままのグアリークが、思い出したと手をポンッと打った。

「って、思い出に浸ってる場合じゃないじゃんっ、もう物理的にボコボコにされるのはごめんだしっ。それに十年間生き埋めとか、お風ふ呂ろにも入れなくてちょー最悪じゃんっ！」

　慌ててグアリークが壁から抜け出した。

　が、その時にはもうコートは目の前に迫っていた。

「あ、あの、なにか仰おつしやっていただけると助かるじゃん。ほら、やっぱり語り合うことで誤解も解けるっていうか、ほらあの、爪が引っかかっちゃっただけっていうか」

　ワタワタとグアリークが、両手を動かしながら小うるさく言いつのる。

　その口を黙らせるためにも、コートはグアリークの背後の壁に両手を突いた。

　ドンッではなく、ボコンっと壁が大きく凹くぼんだ。

「ヒッ、ヒィィィィィィィィ、なにこの全く嬉うれしくない壁ドン……」

　青ざめた顔ながら、グアリークの口がまだ回る。

　顔を近づけて、コートは囁ささやいた。

「おい、てめぇなにしたかわかってんのか？」

「は、ひぃ、ラーラ様の、ごごご、ご尊顔に傷を付けてしまいましたぁ」

「どう落とし前付ける気だ？」

「お、落とし前って、いえでも、あの、爪でちょっと……」

「みみず腫ばれになったら、どうすんだ、おい！」

「ご、ごめんなさいっ……あっ」

　ギュッとグアリークが、なにかを思い付いたように慌てて胸元からなにかを取り出した。

「コレ、あの雑ざ魚こ娘の記憶じゃん、これ返すから許して欲しいわけっ」

　親指の指先程度の虹色に光る丸薬だ。

「アタシは、人の記憶を奪ってこーいう形にするわけ。あのほら、コレ呑のめば記憶戻るし、これでその、許して欲しいじゃん」

　コートは丸薬を受け取り、ポケットにしまうとジロリとグアリークを睨にらんだ。

「いいか、コレはお前が負けた以上、当然俺達のものだ。これが謝罪になると思ったのか？」

「ひっどぉぉぉぉぉぉぉぃっ！」

「どこも酷ひどくねぇよっ。良し、決めた」

「あ、あのその、なにを、き、決めたわけ……ですか？」

　グアリークが、おそるおそる目を開ける。

「このダンジョンはそのままにしといてやる」

「うっそっ、なにそれ、思いっきり許してくれるわけ？」

　パァァァァァとグアリークの顔に、希望が広がった。その表情を見て、コートはニタァと悪い笑みを浮かべる。

「そうとも。このダンジョンには手を付けないでやるよ。お前も、ここから追い出したりしない」

「やっふぅぅぅっ、まさかの無罪放免じゃん！」

「その代わり、てめぇの魔素を全部抜き取ってやる。魂に染みこんだ魔素まで、全部な」

「………………はい？」

「魔族が魔素を失ったら、どうなると思う？」

「いや、そんなんできる……わ、わけが、ない……じゃん？」

「それが、できるんだなぁ」

「いやいや、だってアタシら魔族の魂は魔素と混じり合って同じものになってるじゃん。そっから魔素なんて抜いたら、魂ごと抜き取られちゃうじゃん。死んじゃうじゃん」

　叫びながら逃げだそうとしたグアリークの足を、軽く払う。

　バタンッ。

　グアリークが床に転がった。顔面から落ちて、べしゃっと音が鳴る。

「い、いたい、じゃん」

　だがすぐにガバッと顔を上げて、這はってでも逃げだそうとする。

　そのお尻しりを、コートは右足で踏みつけた。

「いやぁ、楽しみだよな。ただの人間になったお前が、モンスターだらけのこのダンジョンに一人取り残されるわけだ。どうやって生きてくのかね。一人で脱出できるんかね」

「お、鬼っ。悪魔っ。お、乙女にやる仕打ちじゃないしっ。魔族だって、乙女なわけっ。乙女の権利をまさしく今、お尻ごと踏みにじってるじゃんっ！」

「うるせぇ。何度も言うが、俺は非処女は乙女と認めないんだよ」

「あ、あの雑ざ魚こ娘だって、処女じゃないオーラだしっ」

「アレは例外だ」

「差別だしぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ」

　足の下でバタバタとグアリークがもがく。おかげで、タイツがあちこちで破けてしまう。

　悪くない眺めでは、あった。

「さてと、お前の魔素を全部吸い取るぞ。なに、丁度俺も魔素が枯渇してるからな。いい腹の足しになる」

「ど、どうせ喰くわれるなら、性的に喰われた方がマシじゃんっ。あ、そ、そうだ、今ならお姉さんが、優しく女体の神秘を教えてあげるしっ。マジ、マジでお姉さん、すっごいテクニシャンなわけっ」

「好みじゃない」

　きっぱり、一言でお断りだ。

「うっそぉぉぉぉぉぉ」

「俺の好みは、ラノベのヒロインみたいな子だ。二次元から出て来くれたみたいなな」

「童貞拗こじらせてるじゃ──────んっ」

「さ、行くぞ」

　足に意識を集中させる。

「お、お尻しり潰つぶれるしぃぃぃぃぃぃ」

　グアリークが絞り出すように抗議の声を上げるが、すでにコートの意識には届かない。

　ズズッ……。

　意識が染みこむ。

　ズズッ……ズズッ……。

　お尻から、コートの意識が中に入っていく。

　グアリークの心も体も魔素で満たされているのが、はっきりとわかる。

　ありとあらゆる、負の感情が凝縮されたモノ。人間だけではない、生きとし生けるもの全すべてが発した、恐怖、無念、憎悪、恨み、そういった負の感情が蓄積し凝縮し生まれた魔素が、染みこんでくる。

　ただ染まれば化け物と化す。

　だが同調し自らの魂をも魔素とすれば、魔に堕おちる。

　百年以上の昔、一人の男が負の感情を魂で凝縮させた。自らの魂を魔素へと堕とした男は、魔族の始祖となった。

　男に誘われ、諭され、多くの者が魔族へと堕落していった。

　やがて男は《根源の魔》と呼ばれるようになり、世界を恐怖のただ中に突き落とし、そしてラーラを求め、その結果としてコートによって討たれることになる。

《根源の魔》からラーラを守るためにコートが編み出した答え、それこそが魔素を取り込み蓄えつつも、染まらないことだった。

　肉体と精神の常軌を逸した鍛錬、そして旧世界の技術によって、無む理り矢や理り成し遂げたコートは、世界を屈服させた魔族を駆逐し、遂ついには《根源の魔》を滅ぼすに至る。

　それはつまり、魔族よりもコートは魔素の扱いに秀でているということだった。

　グアリークの魂に、意識が届く。

「アンッ、ンゥゥゥゥッ、ア、アァンッ、ンッ、ンッ、ンァァァァ……」

　魂を触られたグアリークが、コートの足の下でビクビクと悶もだえる。

「アヒッ、ンッ、ンアァンッ……ハッ、ハァァァンッ、ハァッ、ハァッ、や、やめっ、やめてっ、こ、これ以上、ンゥッ、アタシっ、ヒィンッ、し、死んじゃうっ、アアァンッ」

　グアリークの魂が必死に抵抗する。

　だが、それを無視して弄いじり、なぶる。

「も、もうっ、ンゥゥッ、これ以上はぁっ、アンッ、も、もぉぉダメぇぇぇぇぇぇッ！」

　ビクンッとグアリークが、大きく跳ねるように身体からだを仰のけ反ぞらせた。

　同時に、コートは足をお尻しりの上からどかした。

　グアリークは地面に寝転んだままビクビクと痙けい攣れんを続けるが、意識は飛んでしまっているようだ。

「コイツ、けっこうな魔素持ってやがったな。ま、でも、これでもう魔族じゃないってことだな」

　呟つぶやいたコートの眼下で、グアリークの肌の色が徐々に薄くなっていく。角もまた、存在が薄れていく。

「久々に旦だん那なのコレ、見たっすよ」

　ミディアが、ラーラを連れて歩み寄ってきた。

　いつの間にか、モンスターの影は一つもない。ミディアが掃討したのだろう。

「ラーラね、コートのこれ好きなの」

「え、そ、そうっすか？　なんというか、見た目は性犯罪というか……」

「性犯罪？」

「いや、なんでもないっす、あははは」

「えっとね、だってコレやれば魔族に堕おちた人が、元の人に戻れるんだもん。すっごくいいことだと思うな。ね、コート」

「いつもできるとは限らないけどな。あれか、俺の魔素が枯渇してないとダメとかか」

「う～ん、ラーラはね、きっと違うと思うな」

　そう言ってから、ラーラがニコリと微笑ほほえんだ。

「どういうことだよ」

「あのね、きっとコートが助けたいって思った時にできるんじゃないかな」

「はぁぁぁぁぁ？　コイツをか？」

　驚きよう愕がくと共にコートは、気絶したままのグアリークを指さした。

「ふふっ、だってコートは昔もこの人を倒さなかったよ？」

「あのな、百年前は生き埋めになって掘り返すの面倒だから放置しただけだっての」

「そうなの？」

「そうだってっ。今日だって、コイツの酷さは半端なかったんだからな」

「まー、魔族になっちゃうくらいだもんね。でも、ラーラはコートはちゃんと人のことを見ているって知ってるよ」

「あのなぁ……」

　なにを言おうが、ラーラはコートがグアリークを助けようと思ったと決めてしまっているようだった。

　こうなると、ラーラはてこでも動かない。

「ったく、ああもう、それでいい」

　仕方なく認めると、ラーラはニパッと笑みを浮かべた。その笑みだけでラーラの考えた通りでいいやと思ってしまう、甘いコートだ。もっとも、そのやりとりを見てニヤニヤと笑ったミディアの頭は軽く小突いたが。

「八つ当たりっすよね、今の絶対八つ当たりっすよね」

　恨みがましそうな表情を浮かべたミディアを無視して、コートは微笑ほほえみながら三人のやりとりを見ていたリスナの下に向かった。

　その手には、指輪がある。

　ミディアがモンスターを掃討した後に、ちゃんと回収したようだ。

「リスナ、これがお前の記憶だってよ」

　コートはポケットから虹色に輝く丸薬を取り出した。

「え……こ、これが？」

　リスナが、丸薬を見て戸惑う。

　当然といえば当然かもしれない。こんなちっぽけな丸薬が自分が失った記憶とは、当事者であればすぐには納得いかないだろう。

　ただ、コートはこの丸薬から確かに重みを感じる。

　大事さ、とでもいうべき重みだ。

「グアリークの言うことを信じろってのも無理な話だけどよ、俺はこれは嘘うそじゃないと思うぞ。だってさ──」

「なら、わたしも信じるわ」

　コートの言葉の途中で、リスナがあっさり認めてしまった。

「あのさ、そんな簡単に納得していいのかよ」

「だって貴方あなたの言葉だから」

「俺の？」

「ええ、そうよ」

　頷うなずきながら、リスナが可お笑かしそうにコロコロと笑う。

「なんでそこで笑うかな」

「ふふっ、だってねコート。わたしはわかったの」

「わかるって、なにを？」

「うーんとね、あなたは大事なものに対して、まっすぐなんだなって」

「いや、わけわからないこと言い出したぞ」

「大事だっていう想おもいを、本当に大事にできる人はステキな人よ。大事だって心をまっすぐに正直に表せる人は、とってもステキってことよ」

　リスナの言葉がまったくわからなくて、コートは頭を抱えたい気分になってしまった。

　と、いつの間にか来ていたラーラがコートの後ろで「うん」と頷うなずいた。

「ラーラ、お前にはわかるのかよ」

「もちろん、ラーラも同じだよ。コートはステキだよね」

「あのなぁ」

　照れくさくなって、頭を掻かくしかない。

「あのね、リスナさんはコートがラーラのために、すぐ怒ってくれたことを褒めてくれてるんだと思うな」

「いや、そんなの当たり前だろ」

「うん、当たり前だけど、でもね、その当たり前がね、ラーラはすっごく嬉うれしかったの」

　面と向かってラーラに言われて、恥ずかしさがマックスになってしまうコートだった。しかも、リスナがさらに追い打ちを掛けるように言葉を繋つなぐ。

「ええ、ラーラちゃんの言う通りよ。当たり前のことを当たり前に、しかも大事な守りたい人のためにできることは、とてもステキなことよ。だからね、コート」

「これ以上、なんだよ」

「貴方あなたにお礼を言いたいの」

　リスナがじっとコートを見つめる。

　コートは、その言葉と態度はグアリークを倒し記憶の丸薬を取り返したことへの礼だと判断した。

　が、それは間違っていた。

「わたしが、大事なものを諦あきらめそうになった時、それでもあなたはわたしが大事なものを、指輪を諦めることを許さなかった。たぶん、ううん、きっとそう、わたしは記憶を取り戻してからも大事なものを、これを大事だと思い続けることができるわ」

「……そう、か。ああ、そうだな。俺はいいことしたかもな」

　少しの複雑さがよぎったが、それでもコートは笑った。少し、ほんの少し、苦味が混じった笑みになってしまったかもしれないが。

「ねぇ、コート」

「なんだよ」

「この丸薬をわたしはこれから呑のむわ」

「そりゃまぁ、呑のんでくれないと今までの苦労がな」

「わたしね、記憶を失っているから当然なんだけれども、記憶があった時のわたしがどういう人間だったか、わからないの。もしかしたら、すごく嫌な人間だったかもしれない、いけ好かない人間だったかもしれない」

　丸薬を握った手に、リスナがギュッと力を入れた。

　記憶がないということは、確かにそういう不安を生むものかもしれない。

　でも──、

「あのな、俺が惚ほれたんだぞ。お前がいうところのステキな俺が惚れた女が、嫌なヤツなわけないだろ。お前は最高の、ステキな女だったよ」

『アックスアート』のヒロインみたいに、という言葉はさすがに呑み込んだコートだ。

「ふふ、ありがとう。ねぇ、コート。一つ我わが儘ままを口にしてもいいかしら」

　少し潤んだ瞳ひとみと朱が差した頬ほおをリスナが、コートに向けた。

「我が儘？」

「ええ、今からひどい我が儘を口にするわ」

「……わかった」

「コートがわたしをまだ好きでいてくれるのなら、記憶を取り戻した後に、告白をして。好きだって言って欲しいの」

　そこでリスナが、ギュッと唇を閉じた。コートの気のせいのかもしれないが、ちらりと、なぜかラーラを一度見てからだ。

「わたしは、今のわたしはコート、あなたが好き。この想おもいに間違いはないって、はっきり言えるわ」

　衝撃的な言葉を口にしながら、リスナがコートの胸に抱きつき、顔を埋うずめた。

　コートはと言えば──「あなたが好き」って言葉が、脳内で延々とリフレインして身体からだが固まってしまっている。

「でも、この指輪があるわ。わたしの薬指にはめられている、この指輪が……」

　コートの胸に抱きついたまま、リスナが指輪を取り出した。

「わからないの。覚えてないのだから当然だけど、わからないの。わたしの気持ちが、今のコートが好きって想いが、元のわたしのこの指輪の大事だって想いに勝っているのか、わからないの。だからね、コート……ひどい我が儘よ、わかってるわ。それでも」

　リスナが顔を上げ、コートをまっすぐに見つめる。

「わたしに、わたしの想いを試させて。あなたに好きって言われてもらえば、どちらの想いが本当なのかきっと……わかると思う。ひどいことはわかってるわ。本当にひど──」

　自分を責めさいなむリスナの両頬を、コートは手で挟んだ。

「ひょ、ひょーと？」












　頬ほおが挟まれてるせいで「コート」とちゃんと言えないリスナに微笑ほほえんで、コートは口を開いた。

「あのな、ひどいのは俺だ。なにしろお前を彼氏から寝取ろうとしてるんだからな。だから、お前は俺にひどいことをしても構わないんだ」

「…………でも」

「でももなにもないさ。そもそも、俺は最初からそのつもりだ。そのために、散々このダンジョンでお前にアプローチしたんだ。その成果を試す機会を、俺が放棄するはずないだろ。お前が嫌だって言っても、記憶を取り戻したお前に告白してやるよ。そうじゃなきゃ、ここまで苦労した意味がないだろ」

　そう言って、コートはニヤリと笑うと──、

「ふふっ、ホントに素敵な人ね」

　リスナが微笑んだ。

　その微笑みに、コートは思わず心の中でガッツポーズをしてしまった。

　これは、脈がある。

　色々と苦労した甲か斐いがあった！

　勝てる、よく知らないがリスナの彼氏に勝てる確信を、コートは確かに持った。なにしろ相手は、結婚に反対されて喧けん嘩か中だ。

　大事な指輪を守ったことが、結果として自分の勝利に繋つながる。やはり、良いことをするとご褒美があるってことだ。

「どうしたの？」

「え、あ、いや、な、なんでもにゃいよ？」

　噛かんじゃった……。

「ふふ、変なの」

　リスナが苦笑して、ゆっくりとコートから離れた。小さく小さく「優しいのね」と呟つぶやいて、だ。

　二度ほど深い呼吸をした後に、リスナが顔を上げた。

　ミディアを見て、ラーラに微笑ほほえんで、そしてコートを見つめる。

　それから、ゆっくりと虹色に輝く丸薬を口に入れ、呑のみ込んだ……。
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　どれほど時間が経たっただろうか。

　何時間、いや、何分、コートにはよくわからなかった。

　ただ、固唾かたずを呑んでリスナを見つめ続ける。

　光ったり、気を失ったり、なにか特別な反応は一切ない。ただ時が過ぎていく。

　ぴくっとリスナの身体からだが震えた。

　そして、ゆっくりと腕を上げて、自分の手を見つめる。

「……わたし、そう、わたしはリスナ。そうよ、わたしはリスナだわ！」

　自分の名前を叫び、自分の身体を抱きしめた。

「リスナさん、記憶が戻ったの？」

　真っ先に声を掛けたのはラーラだ。

「ラーラちゃん、うん、わかる、わかるわ。貴方あなたはラーラちゃん、そうよ、わたしがコートにさらわれた子と勘違いしたラーラちゃん！」

「あはっ、よかったぁっ。よかったね、リスナさんっ！」

　喜びを爆発させてラーラがリスナに抱きついた。リスナもまた顔をくしゃくしゃにして、抱きしめる。

「ふぅ、一件落着っすかねぇ。いや、よかったよかった。で、あとは旦だん那なの出番っすね」

　ミディアが、コートの肩をぽんぽんと叩たたいた。

　コートは、なんの反応も示さなかった。

　いや、できなかった。

　だってほら、さっきの約束からすると、ここでコートは告白しないといけない。

　告白ですよ？

　やったことありますか？

　コートは失敗体験しかありません。

　そんな体験を、この良い雰囲気の中、しかもミディアと……ラーラに見られながらするとか、ちょっとハードル高すぎませんかね。

　緊張で、ガチガチになってしまう。

　そんなコートを、リスナがちらりと見た。

　ラーラとひとしきり記憶が戻ったことを喜び合った後だ。

　つまり、その間中コートは緊張で硬直していた。

「コート……」

　リスナがラーラを地面に下ろして、しっかりと振り返った。

　目と目が逢あう。

　ここで本来なら誘われるように近づくべきだが、緊張で全然身体からだが動かない。

　と、そんなコートを見かねたのか、ミディアが思いっきり背中を蹴けった。

　転がるように、リスナに近づいてしまう。

「ていうか、普通そこは手で押せよっ。蹴るんじゃねぇっ！」

　思わず突っ込んでしまった。

　が、おかげで身体の緊張がほぐれる。

　もしかしたら、これがミディアの目的だったのかもしれないが、当然許す気にはなればい。あとで覚えてやがれ、トカゲめ。

　などと思いつつ、コートは一度大きく息を吐いた。

　そして、姿勢を正して、正面からリスナを見つめる。

　リスナが、緊張で息を呑のんだ。

　その肩を、柔らかく掴つかんだ。

「……す……コホン、ああ、しゅき……ちょっと待った。やり直す！」

「え、あ、うん。ど、どうぞ」

「す、す……す、す、す…………き、っす」

　最後はミディアみたいな語尾になってしまった。しまったけど、一応言えた、はずだ。

「コート、わたしは……」

　リスナが潤んだ瞳ひとみをコートに向ける。少し、頬ほおにも朱が差している。

　これはオーケーの反応だ、きっとそうに違いない。

　ついに、ついにコートは《根源の魔》の呪のろいを打ち破ったのだ！

　やっほーっ、最高っ、自分にも彼女ができたっ。明日、いや下手したら今夜にでも、さらば童貞、童貞卒業祭りができる！

　などと心の中で小躍りしていたら、

「リスナ！」

　いきなり声が響き渡った。

　全員が一斉に振り返ると、人間の一団がそこにはいた。

　それも冒険者だ。

　見たことのある顔が混じっている。確か、リスナと初めて会った時、あのコートの屋敷に押しかけてきた一団の中にいた顔だ。

　ということは、リスナが所属するギルドだろう。

　そして、なにより見逃せない顔があって、コートはまじまじとその顔を見てしまった。

　コートがリスナに告白すべく時代錯誤の正装して[image: ]うさぎの爪つめ亭に行った時、リスナと共に掛け去り、路地で平手打ちを食らっていた男だ。

　そこから推測できる事実は一つ、この男がリスナの彼氏だ。

「…………レイ」

　ぼそりと、リスナが名前を呟つぶやいた。

「どうして、ここに……」

　ありありと戸惑いの表情を浮かべながらだ。

「キミが行方不明になったからに決まってるだろ」

　レイと呼ばれた男が、迷い無く歩いてくる。

「やっぱり、魔族退治に挑戦してたのか。なんて愚かなことを」

「お、愚かって、そんな言い方はないでしょうっ」

　レイの言葉を聞いたリスナが、弾はじかれるように詰め寄った。

「わたしの気持ちも知らないくせにっ。あなたに愚かだなんて言われる筋合いはないわ」

「筋合いならあるよ、リスナ」

　いきなり、レイがリスナを抱きしめた。

「愛しているから」

「レイ……」

　あっさりとリスナの勢いが、削そがれてしまう。

　コートとしては、もうどうしていいかわからない。ただ唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんとするしかない。

　ミディアが、見てられないと顔を背けた。ラーラは、よくわかってない様子だ。

「でも、わたし達はもう」

「安心していいんだ。確かに、僕の言い方が悪かったと思う。結婚するために、魔族を退治しようってキミが提案した時、そんな危ない真ま似ねはできない。僕はそう言ってしまったよね。違うんだ」

「違うって……」

「そんな危ない真似をしなくても、僕は父がキミとの結婚を許さないのなら、家を出ても構わない。そう思っていたんだよ」

「そ、そうだったの。わたしは、てっきり」

「悪いのは僕だよ。不用意な言葉で、キミを傷つけてしまった」

　さらに強くレイが抱きしめ、リスナも答えるように背中に手を回した。

　というか、誰だれがどう見てもハッピーエンドだ。

　おかしい、このストーリーのハッピーエンドは、レイのポジションにコートがいるべきだ。そういう展開だったはずだ。

　なのに、コートは抱き合う恋人の脇わきで、ポツーンと突っ立ているだけだ。

　頭の中が真っ白状態で、だ。

「でも、キミは本当に魔族を倒してしまったんだね。これでキミも勇者の仲間入りだ。まったく、僕はきみの実力を過小評価していたみたいだ」

「ううん、違うのレイ」

　リスナが、そっとレイから離れた。

「魔族を倒したのはわたしじゃないの。いいえ、それどころかレイの言う通りよ。無謀な挑戦だったわ。だからわたしは、一度負けたの。そして、他の冒険者を引き寄せる餌えさとして利用されてしまったわ」

「それなら、どうして」

「彼ら、コート達のおかげなの。彼らが、魔族を倒してわたしを救ってくれたの。だから、本当の勇者は彼らよ」

　そこまで言って、リスナが「フフッ」と含み笑った。

「もっとも、元々『世界を救った勇者』だったわね」

「それって、[image: ]うさぎの爪つめ亭に貼はり出されていた『匿名勇者（世界を救った経験ありマス）、依頼募集中』って、あの？」

「そうよ。本当に強かったわ。今のわたしは、彼らが世界を救ったって信じているわ」

　真剣な顔でリスナが頷うなずいた。

　どうやら、このカップルは自分のことを話しているらしい。そう、ぼーっと他ひ人と事ごとのようにコートは聞いていた。

「そうだったのか。コートさん、本当に、本当にありがとうございます。誰だれよりも、何よりも大事なリスナを救ってくれて、本当にありがとうございます」

　レイがコートに近寄り、深々と頭を下げた。

「あ、はい。その、お役に立ててなによりデス」

　棒読み。

　すると、リスナがレイに声を掛けた。

「レイ、ちょっといいかしら。コートと二人にさせて」

「リスナ、ああ、もちろんだよ。彼は、僕にとっても命の恩人と同じだ」

　リスナの提案をあっさり認めて、レイがコートから距離を取った。

　それを確認してから、リスナがコートにそっと語りかけてきた。

「コート、ごめんなさい。わたしね、やっぱりあなたの告白を受けることはできないわ」

　そりゃないよ、と答えようとしたがショックで口が動かない。

　いや、うん、目の前のイチャイチャを見て、もうわかってたけど。

「レイが来てくれたからじゃないの。記憶を取り戻して、わかったの。わたしはやっぱり、あの人のことを、レイのことを愛しているんだって。でもね、あなたのことが好きなのも本当よ。ただ……」

　少し、リスナが言いい辛づらそうに口をギュッと閉じた。

　それから、少し悲しそうな顔で言葉を紡ぐ。

「この好きは、愛とは違うわ。あなたは素敵な人、すごくいい人、好きよ。でも、たぶん、記憶を失っても大事と思えるか、自信がないの。記憶を一度失ったからこそ、今のわたしにはそれがわかるのよ」

　そう言って、リスナが薬指に指輪をはめた。

「あなたが教えてくれた、記憶を失っていても大事と思えるものは、本当に大事なんだってこと、真実だったわ。だからコート、ごめんなさい」

　リスナが頭を下げた。

　一瞬、魂が抜けたようにその場に崩れてしまいそうになり、コートはギリギリのところで踏ん張った。

　頭を下げっぱなしのリスナには、崩れかけたのは気が付かれてない、はずだ。

　そして、一度気合いを入れてから、コートはそっとリスナの頭をポンッと叩たたいた。

「そうだ。記憶を失っても、意味がわからなくなっても大事だと思ったんだ。その愛は本物だよ。俺なんかが割り込めるわけがないな」

　リスナが、ゆっくりと顔を上げた。その顔は、まだ悲しそうな、誰かを裏切った辛つらさにあふれた顔だ。

「リスナ、ありがとうな」

「えっ？」

「いい夢を見させてもらったよ。それにな、お前のおかげで俺は、久々にニートをやめることができた。全部、お前のおかげだよ」

「で、でも、わたしはっ」

「あのな。惚ほれた人と結ばれる。確かに、それがベストだ。だが、惚れた人の役に立つ、惚れた人の笑顔を取り戻す。それもまた、男の喜びなんだよ」

「コート……」

「それにな、お前は俺にひどいことなんて、なにもしてないぞ」

　その言葉に、リスナが少し驚く。

　コートは、そんなリスナに微笑ほほえんだ。

「記憶を失っている時に、俺と結ばれて、記憶を取り戻してからフッたんじゃない。ちゃんとお前は、俺のことを思って記憶を取り戻してから決めることにしてくれたじゃないか。それはな、お前の俺への優しさだ。だから、俺こそありがとうって言わせてくれ」

　リスナの瞳ひとみに、涙があふれる。

　そして、流れ落ちた。

　その涙を拭ふくことなく、リスナが微笑んだ。

「ありがとう、コート。あなたは、本当にステキな人ね。わたしの胸に、ずっとあなたのことが好きって思いも、取っておくわね。一生、忘れないわ」

「二番目に好きな人ってか」

「フフッ、そしてちょっと意地悪ってことも覚えておくわね」

　唐突に、リスナが顔を近づけコートの頬ほおにキスをした。

「一番目の人がいるから、これで勘弁してね。コート、あなたに出会えてよかったわ。ありがとう！」

　涙をやっと手でぬぐいながら、リスナは身を翻した。

　そして、一番目の人の元へ駆け寄っていく。

　一言二言、話している。

　そして、全員でこちらを向いて頭を下げてから、去って行った。

　リスナの背中が遠くなっていき、見えなくなった。

「最後まで作中まんまの優しくて強くて、一いち途ずなリスナだったな……」

　思わずコートは呟つぶやいていた。

　と、

「ハハッ、アハッ、ア──────ハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッ！」

　爆笑が響き渡りだした。

　うなだれたままコートが振り返ると、いつの間にか意識を取り戻していたグアリークが、お腹なかを抱えて爆笑していた。

　途中から「イヒッ、ハヒッ、ヒッヒッ、ヒフッ、ハッハッ」と過呼吸になるくらいの、見事なまでの大爆笑だ。

「ちょ、ちょいグアリークさんっ、やめるっすよっ」

　ミディアが、慌てた様子でグアリークの大爆笑を止めようと声を掛ける。

「いやいや、こんなの笑うなって方が無理じゃんっ。アヒッ、アハハハハッ、ものの見事にフラてやんのっ。なーにが二番目に好きな人じゃんっ、強がりもここまで来ると滑こつ稽けい過ぎて、もー笑うしかないしっ、アハハハハハハハハッ！」

　爆笑が延々と続く。

　どれほど経たっただろうか。

「アハハハ……ハ？」

　腹を抱えて笑っていたグアリークが、不吉な気配を察して顔を上げた。

　コートは、フラれた現場から一歩も動いていない。

　うなだれたままだ。

　だが、ゆらりとその身体からだから湯気が立ち上り始めている。

「え、あれ？」

「あーあ、スイッチ入ってるっすよ。ウチはもー知らないっすからね」

「え、どゆこと？」

「見てればわかるっすよ。さ、ラーラ様。ウチらは一足先に逃げるっすよ」

「はーい」

　ラーラが元気よく手を挙げて、ミディアに抱きかかえられた。そのままミディアが一目散に逃げ去っていく。

　そして、咆ほう哮こうがダンジョンに響き渡った。

「ヴッ、ヴッ、ヴワァァァァァァァァァァァァァァァァァンッ、やっぱり、や、やっぱり俺は呪のろわれてるんだっ、《根源の魔》の野郎の彼女できない呪いのせいで、一生彼女できないんだっ、なにやってもフラれる運命なんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　顔をくしゃくしゃにして、コートは涙と鼻水を垂らしながら号泣を始めた。

「え、ちょ、ちょっと待つじゃん。一生ってそんな大げさな」

「もうっ、も────百年だぞっ、百年掛かって彼女一人できないんだっ」

「いや、それはニートしてたからじゃん」

「うるせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ、ニートしてても彼女できるヤツはできるんだよ、たぶんきっとっ。《臨界燃焼クリテイカルイグナイテツド》！！！！！！！！」

　吠ほえると、コートが地面を蹴けって跳んだ。

　それだけで、地面が崩壊する。

「あ、これ、さっきの《蒸気爆発ヴエイパーエクスプロードシステム》とかいうヤツじゃん？」

　グアリークの前で、コートが壁に取とり憑ついた。

　殴る。

　壁一面が粉みじんに吹っ飛んだ。

　奥のスペースでも、手当たり次第、殴る。

　そのたびに、壁が、地面が、柱が、天井が崩壊していく。

「アイエェェェェェェェェェェッ、ま、待つじゃん待つじゃんっ。ダンジョンは壊さないとか言ってたわけっ。ああぁぁぁ、最下層が崩壊するしっ、って、あひゃぁぁぁぁぁ、上のフロアが落ちてっ、うきゃぁぁぁぁ、またぁぁぁぁ、ダンジョンっ、九十年掛けて作り直したアタシのダンジョンがぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」

　グアリークの目の前で、ダンジョンがものの見事に崩壊していく。

　ふと、グアリークは気が付いた。

「あれ、アタシまた生き埋めじゃん？　ん……ああぁぁぁぁ、今のアタシは人間なわけっ。生き埋めっ、即死亡だし─────────っ！」

　頭を抱えて叫び、グアリークの意識は唐突に途絶えた。
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「あーあ、百年前より酷ひどい有様っすね。地上の古城ごと崩れて、でっかい穴になってるっすよ」

　音を立てて、土煙を上げて地面の中に消えていく古城を眺めながらミディアが呆あきれかえった声を上げた。

「コート、ようやく本調子だね」

　隣で、ラーラがこの惨状を気にもとめずニコニコと笑う。

　すると、土煙の中から大声が響く。

「いや、まだまだな。ま、七割ってところだな」

　コートが、土煙を切り裂いて空から、ドンッと二人の前に着地した。

　そして、ポイッとぼろ雑ぞう巾きんを投げ捨てた。

「へぇ、拾ってきたんすね」

「いや、なんか適当に引っかかってただけだ」

　ミディアの言葉に、コートが鼻先を掻かく。

「し、死んだじゃん、アタシ、今度は死んだじゃん、さよならなわけ」

　ぼろ雑巾が、意識を飛ばしたまま呻うめく。

　ラーラが、ボロ雑巾の脇わきにしゃがんでまじまじと見つめ、にっこりと笑った。

「うん、グアリークさん汚れてるし、打撲もあるけど、元気だよ」

　手の先が光り、グアリークの傷が癒いやされていく。

「仕方ないだろ。瓦が礫れきの雨あられの中を飛んできたんだ。細かい瓦礫がぶち当たるのまでケアできないだろ」

「やっぱりコートは、グアリークさんを助けたかったんだね」

　グアリークをあっという間に癒やし終えて、ラーラはコートの顔を見た。するとコートは、プイッと顔を背けてブツブツと小さな声で反論した。

「違うって言ってるだろ。ラーラは、ホントに人の話を聞かねぇよな」

「ふふっ、だってラーラはコートが優しいって知ってるもん。リスナさんにも、ね」

「なっ、なんで、ここでリスナのことが出てくるんだよっ。ラーラ、俺はハートブレイクなんだぞ、フラれたばっかりでリスナのことは、普通アンタッチャブルだろっ」

「でも、コートはリスナさんが前を向けるように、リスナさんがまたちゃんと笑えるように、我慢したもん。泣きたいのに、ちゃんと笑ってリスナさんと別れたでしょ」

「いや、それは……」

「リスナさん、コートの笑顔のおかげですっごく救われたと思うな。だからね」

　ラーラが、コートにトコトコと歩み寄った。

　そして、ミディアに目配せをする。

　と、ミディアがいきなりコートの頭を押さえつけた。

「な、なにする──」

　下がった頭を、ラーラがそっと抱きしめた。

「偉かったね、コート。ラーラは、そんなコートのこと大好きだよ」

　やがて、咆ほう哮こうでも号泣でもない、静かな泣き声が──誰だれのものとは言わないが──聞こえたのだった。
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「いやぁ、やっぱり一番クサいのは『二番目に好きな人』っしょ。自分で言うかな普通、あーいうことっ！」

　爆笑しながらグアリークがビールを呑のみ干した。

「アアハハハ、でもでもウチは『いい夢を見させてもらった』っすよ。もうクサくてクサくて、必死に爆笑我慢したんすよ？」

　隣でミディアが、ビールを吹き出しそうになりながら爆笑する。

「ラーラ、どっちもステキな言葉だと思うな」

　ラーラは柑かん橘きつジュースをちびちびと飲んでいる。が、ラーラの声は小さくてグアリークとミディアには聞こえてないようだ。

　爆笑しながら、コートの失恋シーンを酒の肴さかなにしている。

　そんな二人の会話を、コートは我慢しながら聞いていた。ラーラのハンバーグが、この百年で一番のできでなければとっくにぶちギレていたところだ。

「コート、ハンバーグ美お味いしかったでしょ？」

　ラーラが、コートの前で空になった皿を見て聞いてきた。

「ああ、すっげぇ美う味まかった」

「良かった！」

　ラーラの顔に満面の笑みが浮かぶ。

　フラれて傷ついてやせ我慢したコートのことを心配して、腕によりを掛けてくれたのが、はっきりとわかる今日の料理だった。

　ダンジョンが崩壊してからいつまで経たっても意識を取り戻さないグアリークを、仕方なく連れてコート達は屋敷に戻っていた。

　帰ってきた時には、空は茜あかね色いろで、グアリークが意識を取り戻した時はもう夜だ。

　そのまま叩たたき出そうとしたコートだったが、まるで『拾ってきた子犬を飼っちゃダメなの？』って顔を、ラーラにされて渋々と夕飯を共にすることになっている。

　その結果が、コレだ。

　ミディアと二人して、思いっきりコートの失恋で盛り上がってやがる。

　それも、ラーラの心づくしの料理が美味しくて我慢できていたのだが、

「いやぁ、童貞がフラれるとあーやって格好つけるんすねっ」

「そうそう、いかにも童貞が夢見るダンディズムなわけっ」

「て、てめぇらっ、人が黙って聞いてればっ！」

　もう無理、この二人、この場で焼き入れてやるっ。

「まぁまぁ、コートの旦だん那な。失恋もいい経験っすよ」

　怒鳴られているのに、ミディアがビールを飲みながら平然と答える。

　しかも、隣でグアリークも同じようにだ。

「そうそう、失恋を二回や三回した先に、初体験がきっとあるわけ。ま、アタシは失恋なんて経験したことないけど～」

「てめぇっ。そもそも、いつまでウチに居座ってるつもりだよっ。今すぐだ、今すぐ叩たたき出してやる！」

「はぁぁぁぁ？　なに馬鹿なこと言うわけ？　アタシ、今はただの人間だし、か弱い乙女を一人っきりで放ほうり出すとか、それでも勇者なわけ？」

「なーにがか弱い乙女だ。このビッチがっ」

「ビ、ビッチぃ？　このアタシのどこがビッチなわけ？　この百年、一回も経験してないしっ。おうっ、なんなら綺き麗れいなアタシの裸を見やがるかっ」

　怒鳴り、グビグビとビールを飲み干して、酔った目でコートを睨にらんだ。

　なぜか、気け圧おされてしまう。

「だいたいねぇ、アンタがアタシのマイホーム兼ダンジョンをぶちこわしたんじゃん。おかげでアタシは住む所がないわけ。百年前の知り合いなんて、アタシを遺のこしてみんなアンタが滅ぼしちゃったし、天涯孤独の悲しい美少女なわけ？　わかる、この哀れな乙女の身の上が」

　怒鳴りながら、立ち上がったグアリークが脱ぎ始める。

　下着姿になるまでは、はやし立てていたミディアだが、ブラより先にショーツを脱ぎ始めた段階でさすがに止めた。

　半脱ぎからキュッと上にショーツを上げたので、

「ひゃぁぁんっ」

　思いっきり食い込んでいたが。

「まぁまぁ、旦だん那な。暫しばらくウチで飼うしかないんじゃないっすかね」

「あら、飼うとかエロいし」

「黙ってるっすよ」

　グアリークが、ミディアにショーツをさらに食い込まされて「ヒンッ」とうずくまった。

「今の時代の常識だってないだろうし、お金もないだろうし、さすがに放ほうり出すのは無責任っすよ」

「でもよぉ」

「人間に戻したのは、コートの旦那っすよ。ここで放り出すなら、そのまま生き埋めにしとけばよかったんすよ」

「[image: ]っ……ったく、わかったよ」

　渋々とコートは頷うなずいた。

　と、いきなり股こ間かんにサワサワっと触られた。

「な、ななななっ!?」

　驚いて机の下を見ると、いつの間にかグアリークがコートの股間に潜り込んでいる。

「ふふっ、そーいうわけだから、これからヨロシクじゃん。アタシ、こー見えて義理堅いから、ちゃーんとコートの初体験をめくるめく素晴らしい体験にしてあげるじゃん」

　喋しやべりながら、ズボンのボタンを外し始める。

「アタシの感覚的には、なかなかのモノを持ってる予感じゃん」

「うるせぇぇっ」

　 コートは、逃げるように立ち上がった。

　そして、机の下のグアリークを指さす。

「いいか、俺はな、お前らみたいなけがれた三次元の女はいらねぇんだよっ、むしろ怖いんだよっ。いいか、リスナが例外だったんだ。あそこまで二次元のヒロインを映してる女なんて、いるわけがないんだっ。わかるか、俺の哀かなしみが。今回の失恋で、俺は、俺はもう一生、彼女なんてできねぇんだよ！」

「拗こじらせてるっすねぇ」

「ホントホント」

　ミディアとグアリークが、うんうんと頷うなずく。

「ねぇねぇ、リスナさんはレイさんと結婚できるのかな？」

　騒動の中でも空いた食器を片づけていたラーラが、ふと呟つぶやいた。

「なんのことだか、アタシはわからないじゃん」

　事情を知らないグアリークが、やれやれと机の下から這はいだした。

「そうっすねぇ。リスナさんのあの性格だから、魔族を倒したとは名乗り出ない気がするっすね。であれば、勇者の肩書きは付かないし、もう駆け落ちするしかないんじゃないすかねぇ」

　グアリークが、腕を組んで唸うなった。

「なんとかする方法は……うーん、もうお手上げっすかね」

「そっか……」

　ラーラがしょぼんとしてしまう。

「ま、これ以上は俺達にはどうしようもないだろ。やれることは、もうやりきっただろ。あとはリスナとレイの問題だ」

　コートはしゃべり終わると、そのまま食卓に背を向けた。

「どこ行くんすか？」

「もう食べ終わったからな。俺は、俺の楽園に戻る。今回の騒動で溜たまってるアニメもあるしな」

「はぁ、またニートに逆戻りっすか」

「百年分働いただろ、文句は言わせねぇぞ。それに、俺を再び現実に引き戻す女も、もう手の届かない存在になっちまったからな」

　手でひらひらと退場の合図をして、コートは食卓を後にした。

「ねぇ、アレでいいわけ？」

　グアリークの言葉に、ミディアが苦笑した。

「まぁ、拗らせてるっすからねぇ」

「ミディア、そーいう言い方はダメだよ？　コートはね、もう平気。お外に出て、色々見て経験しちゃったもん。きっとね、もう放ほうっておけないと思うな」

　ラーラはニコニコと笑い、嬉うれしそうに歌を唱うたいながら片づけを続けたのだった。




※　　　※　　　※




　五階建ての館、その一室の窓からコートは外に這はい出て屋根まで一気に飛び移った。眼下に、レイに連れられたリスナが肩を落として館から出て行くのが見えた。

　この様子からすると、やはり結婚は反対されてしまったのだろう。

「やれやれ、やっぱりな」

　ぼやきながら、コートは屋根から下りて外壁に取り付いた。

　ここはレイの実家だ。四階部分までヤモリのようにするすると外壁を進み、窓から中をのぞいた。

　男性が一人、静かに剣を磨いていた。

　華美な装飾こそ無いが、刀身の美しさは本物でかなり高価なものだとわかる。高価な剣を持つ男性もまた、それに相応ふさわしい出いで立たちと風格がある。

　年の頃ころは四十半ば、少し白髪が交じった髪をオールバックにしていて、角張った顔に風格ある髭ひげを蓄えていた。

　肉体は衰えなどなく、がっしりと筋肉が付いている。といって、太いというわけではなく、しなやかに引き締まっている。

　その身体からだから、速度を重視した剣士なのがコートには見て取れた。

　いきなり、男が窓を見て口を開いた。

「何者だ」

　コートの気配に気が付いた。

「俺の気配に気が付くなんて、アンタ、自分のことを手て練だれとして自慢していいぜ」

　切っ先で器用に鍵かぎだけを壊して開けると、コートは窓から部屋に降り立った。

「レイのオヤジのランドだな？　二十年前に魔族を退治して勇者となり、この国の騎士団長にまで上り詰めたっていう」

「二十四年前だ」

　細かいことを気にする、杓しやく子し定じよう規ぎなタイプらしい。

「衛兵を呼ばないでいいのか？」

「呼ぶ必要があるとでも？」

「あると思うがなぁ」

　頬ほおを一度掻かいてから、コートはいきなり踏み込み剣を抜き放った。

　その切っ先を、ランドが余裕を持って躱かわす。

「この程度の斬ざん撃げきで、儂わしに衛兵を呼べと？」

「いや、もう呼ばない方がいいだろうな」

「自分の愚かさに気が付いたか」

「いや、愚かさに気が付く前に、自分の服装と剣を気にした方がいいと思うぞ、割とマジで」

「なにを言って──」

　ランドが、言葉を失った。

　高価な剣の刃先が、半ばから折れる。

　そして、ズボンがスルリと落ちた。

「馬鹿な、見切れなかっただと」

　ようやく言葉を絞り出したランドの顎あご先に、コートは切っ先をあてがった。

「悪いけどさ、一つ頼みがあるんだ。聞いてくれないか？」

「わ、儂わしを脅すのか。断る。大恩あるグレランド王国を裏切ることなどできん」

「あー、そーいう大仰な願いじゃないんだ。なんてーのかな、恋人にささやかな幸せを贈ってやりたいってところか。ミディアとグアリークに聞かれたら、またクサいことって言われるか、これだと……」

「なにを言っている」

「ああ、だからだ。お前の息子とリスナの結婚を認めてやってくれってことだ」

　コートの言葉に、ランドの眼光が鋭くなった。

　殺気というよりも、怒気が放たれる。

「あの馬鹿息子が、貴様に頼んだのか」

「違う違う。むしろ、俺がこんなことしたとか、あの二人には知られたくない。なぁ、内緒にしといてくれないか」

「ならば何な故ぜに」

「ちょっと、まぁ特にリスナの方に縁があってな。ま、ただのお節介だよ」

「断る」

　顎先に切っ先があるにも拘かかわらず、ランドがきっぱりと言い切った。

「へぇ、理由を聞かせてもらえるか？」

「我が家は、いまや騎士団長を預かる身分だぞ。冒険者風情ふぜいを嫁にはできん」

「アンタも元は冒険者だろ」

「だからこそ、わかることもある。儂は騎士に取り立てられた時、同じ冒険者仲間であった者と結婚した。その結果、どれだけ苦労したと思う。貴族の世界で、我が家はいまだ蔑さげすまれている。だからこそ、レイの嫁は上級貴族でなければならん。それが、息子の将来のためでもある」

　コートはそっと剣を引いて、苦笑した。

「でもよ、アンタは今の嫁さんと結婚したことを後悔してないんだろ。苦労しても幸せなんだろ」

「貴様になにがわかる」

「いやだって、ここに来る前にお前の嫁さんに会って聞いてきたから」

「なっ、な、な、なんだとっ」

「聞いたぜ、プロポーズの言葉。そして、今でも結婚記念日には必ず伝えてるそうじゃないか。『貴方あなたの一番好きな人になりたい』ってよ。いやぁ、愛妻家だな」

　ランドの顔が、みるみる赤くなる。

　そして、ぼそぼそと「いや、それは、その」と呟つぶやいた。

「なんなら、アンタの息子にプロポーズの言葉を教えてやろうか？」

「あ、だめっ、それは死ぬっ、恥ずかしくて死ぬからっ。儂わし、自決するから！」

「だったら、アンタの息子もさ、自分の一番好きな女に『貴方の一番好きな人になりたい』って言って結婚させてやれよ」

「ぐっ……」

「そうそう、許してくれないとプロポーズの言葉を、息子に教えるぞ」

「儂を脅すわけか。卑ひ怯きような男だな」

　ふっと、ランドの身体からだから力が抜けた。

「だろ？」

「仕方あるまい。儂の最大の秘密を握られ、脅されてしまったのだからな」

　ランドが、苦笑する。

　が、すぐに眉み間けんに皺しわを作り、眼光鋭くコートを睨にらんだ。

「息子のことはわかった。儂も騎士、約束は必ず守ろう。でだ、貴様は何者だ」

「そうだな。世界を救った経験のある勇者様で、どうだ」

「なにを馬鹿な。世界を救っただと？　世界が危機に瀕ひんしたのは百年も昔のことだ。それとも、儂らの知らぬところで大魔族が復活していたとでも？　いいか、勇者とは魔族を倒したものに与えられる称号だぞ」

「はっ、倒した魔族の数なんて数え切れなくて覚えてないな」

　指折り数えるフリをして、コートは肩をすくめた。

　その仕草に、ランドが眉まゆを吊つり上あげた。

「魔王が王家を中心とした軍勢によって滅ぼされて百十三年、魔族の出現は十例だけだ。貴様がその全すべてを倒したところで、両手で数え切れる」

「あれ、百十三年も経たってたっけ。でもよ、俺が今日百十三年ぶりに一匹倒したから、両手じゃ数えられないぞ」

「百十三年ぶりだと？　貴様、馬鹿にするのも大概にしろ。エルフでもあるまいし、人が百年も生きながらえるわけがない、ま……待て」

　ランドが、なにかを思い出したように黙った。

「陛下から、騎士団長に叙任された時に密ひそかに聞いたことがある。真に魔王を倒した者は王家に非あらず、その者は『救世主にして魔、魔にして人、人にして王家に恨み持つ者』だと」

　ジッとコートを睨にらむ。

「その者がもし目め覚ざめれば、王家にとって魔族以上の脅威となる。故に、魔族を倒す力のある勇者を、王家は集める。その者を打ち倒す剣となるために。貴様が、そうだと？　いや、だが、確かにあの剣捌さばきは尋常なものでは……」

「いや、なんかニートしてる間に大事になってたんだな。いやぁ、王家の連中がそこまで怯おびえてるとは思わなかったぞ」

　呑のん気きにコートは耳をほじった。

「恨みって言われてもなぁ。王女にフラれた恨みは確かにあるが。あ、フラれた腹いせで城に八つ当たりしたら、ぶっ壊れたもんな。あれで、俺は恨み骨髄と勘違いされたのか」

　コートはポンッと手を打った。

「ではやはり、貴様が真の……。いいのか、貴様の功績は全すべて王家のものになっているんだぞ」

「あー、いいよ別に。そもそも世界を救うために《根源の魔》の野郎を倒したわけじゃないしな。守りたいものは守ったからな、今も呑気に家事やってるのが見えるだけで満足だ」

　破顔すると、コートはひょいっと飛とび退のいて窓枠に手を掛けると、身体からだを半ば夜空にさらした。

「じゃ、レイとリスナの結婚許してやってくれよ。約束破ったら、また王城ぶち壊すからな」

　そう言い残すと、コートは四階から軽々と飛び降りたのだった。





[image: ]




　相変わらずの日々が続いていた。

　リスナにフラれた直後こそは、毎日のようにマーシアが訪れて、コートを見ては爆笑して、ミディアとグアリークと仲良く酒盛りを上げていたが、十日もするともう飽きたらしい。

　最近は、顔も出さない。

　コートといえば部屋に籠こもり、好きなラノベを読み、アニメを見て、喰くっちゃ寝のニートに戻っていた。

　変わったことといえば、ちゃんとお風ふ呂ろに入り、清潔でいるように努めるようになったことだろうか。

　何な故ぜって？

　時々、新しいモノを仕入れるべくイベントに出るようになったからだ。そう、二次創作のイベントにだ。

　おかげで、まだ少ないが同好の知り合いもできつつあった。みんな、基本的にはニート属性ではあったが……。

　ラーラは、そんなコートのニート復帰を見ても、ただニコニコしながら世話を焼いてくれている。

　会う度に小言を口にするミディアとは大違いだ。

「せっかく依頼が入るようになったのに、旦だん那なが依頼を受けてくれないから、また『匿名勇者（世界を救った経験ありマス）、依頼募集中』が、ただの悪戯いたずらになっちゃったじゃないっすかぁ……」

　などと泣きつかれるが、コートとしてはリスナだから依頼を受けただけだ。他の依頼を受ける気なんて、毛頭なかった。

　ちなみに、グアリークは魔族に戻りたいとか、ダンジョンが欲しいとかぐだぐだ言いながら、酒浸りの日々だ。たぶんそろそろアル中になると見ている。

　そんな日常が続いて、半年ほどした頃ころだ。

　昼ご飯も終わって、ポカポカとのどかな昼過ぎに、

「旦那っ、コートの旦那っ！」

　およそメイドに見えない、メイド服を身にまとった巨体のミディアが、扉を蹴け破やぶる勢いでコートの楽園に侵入してきた。

「あのなっ、何度言っても無駄だぞっ。俺は、仕事なんてしないからな！」

「このクソニート！　じゃなくて、一大事っすよっ」

「ミディア、どうしたの？」

「うるさいじゃん、酒がまずくなるわけ」

　ラーラとグアリークが騒ぎを聞きつけて、コートの楽園にやってきた。

「はぁぁぁ、何度見てもひっどい生活してるし。そんなにエッチなことに興味あるなら、ここにアタシっていう美少女がいるじゃん」

　グアリークが、部屋の片隅に積まれた薄い本を見て呆あきれ顔になった。

「こらぁっ、そこの本を見るんじゃねぇっ。てか、昼間っから酒呑のんでるヤツに言われたくはねぇぞ！」

　目にも止まらぬ速さで駆け寄り、グアリークの手から薄い本を奪い返す。

「動きだけは、マジ勇者の動きなわけ」

　グアリークが、やれやれと頭を振る。

「で、ミディア。用件はなんだ用件は、さっさと言って、さっさと出てけ」

「こ、これ、これを見るっすよ」

　ミディアが手紙を取り出した。ラーラが、興味深そうに手紙を見る。

「なんか綺き麗れいな手紙だね」

「そ、そうなんすよ。いいっすか、よく聞いてください。これ、結婚式のお誘いっす」

「なるほどね」

　ミディアの言葉を聞いたコートは、ミディアに背中を向けてまた寝転んだ。ゴソゴソと本の山からラノベ『アックスアート』の一巻を取り出して、読み始める。

「ちょ、ちょっと興味失うの早すぎるっすよ。これっ、これなんと、リスナさんとレイさんの結婚式なんすよっ。レイさんのお父さんが結婚を認めてくれたってあるんすよっ！」

「へぇ、よかったな」

　ひらひらと手を振って答える。

「不思議なこともあるわけ。かなり反対してたんでしょ？」

　グアリークが聞くと、ようやく興味を持ってくれた相手を見つけてミディアがまくし立てる。

「そうなんすよ。半年前、暫しばらく考えさせてくれって言われて、最近いきなり結婚を許してくれたそうなんすよ。なんで急に許してくれたかは、何度聞いても答えてくれないみたいで」

「あのおっさん、いきなり考えを変えたって思われるのが、恥ずかしかったんだろ」

　ボソリとコートが言うと、ミディアが小首を傾かしげた。

「会ったことあるみたいな言い方っすね」

「そんなわけないだろ。お前の勘違いだ」

「……そうっすか？」

　納得がいかないのか、ミディアがしきりに首をひねる。

「結婚式のお誘いってことは……お、やっぱり二次会もあるじゃん。ふふっ、上等な酒が呑のめるわけっ」

　招待状を隣からひょいとのぞいたグアリークが、嬉うれしそうにぴょんぴょん跳ねる。

　ひとしきり跳ねたあと「あっ」と小さな声を上げてから、ニヤァッとした笑みを浮かべた。

「うふふふ、これでコートの失恋は確定じゃん」

　寝転んだコートの顔を、グアリークが上からニヤニヤとのぞき込んだ。

「うるせぇ。こっちはとっくに諦あきらめてるんだよ。リスナにフラれた日にな」

「へぇ、意外と未練がましくないじゃん」

「俺の男らしさに、今いま頃ごろ気が付いたのかよ」

「そりゃねぇ、ラーラ様の膝ひざに抱きついて泣く姿を見れば──ウキャァッ！」

　コートの拳こぶしから慌てて飛とび退のいたグアリークが、本を踏んでスッ転んだ。

「痛いし……」

「ばーか、自業自得だ」

　せせら笑ってやった。

　と、ラーラがちょこんとコートの眼前に座った。

「な、なんだよ」

「コート、偉いね」

　なでなでと頭をなでられてしまった。

「な、なんだよ、急にっ。お、俺は褒められるようなことなんて、なんもしてないぞっ」

　少し焦ってしまう。

「うん、コートはなにもしてないよね。ラーラは知ってるよ」

　微妙に後の言葉が、前の言葉に掛かってないように聞こえる……。

「あっ、ああ、さては旦だん那な、なにかしたっすね？」

　ミディアが、ようやく納得いったと頷うなずいた。

　それを見たグアリークが「はは～ん」と同調する。

「なるほどねぇ。裏で、二人の結婚が認められるように、なにかしたわけ」

「だ、だから、俺はなにもしてねぇっ」

「うん、ラーラは知ってるよ」

　ラーラがまたコートをなでる。

「まったく、ホント昔からお人ひと好よしなんすから」

「なんか典型的ないい人止まりって感じじゃん」

　グアリークの言葉にミディアが「確かに」と頷きやがった。












　コートは、身体からだを起こして二人に向いて座ると、ドンッと床を殴った。

　その大きな音に、二人がビクッと身体を震わせる。

「言われなくても、わかってるんだよっ」

　ドンッとまた床を殴る。

「どうせ、いい人止まりだよっ。でもな、それでいいんだよっ、俺はハッピーエンド厨ちゆうだからなっ。好きになったキャラは幸せにならないと嫌なのっ。だから、リスナにも幸せになってもらわなきゃ嫌なんだよっ！」

　言い切ってフンッと鼻を鳴らすと、コートは横を向いた。

　その直後だ。

　いきなり顔を、ふわりとラーラに抱きしめられた。

「コートはやっぱり世界で一番優しいね。いっつもコートは誰だれかのために頑張っちゃうんだよね。自分が傷ついても、一人で頑張っちゃう。だからね」

「な、なんだよ」

「ラーラはずっと側そばにいるよ。だって、みんなコートが守っちゃって、コートを守る人がいないもん。だから、ラーラがね、コートのこと守ってあげる」

　なんだろう、恥ずかしさではなく、不思議な気持ちで顔が赤くなってしまう。

「まぁ、なんだ。ラーラ」

「うんっ」

「仕方ないな。ラーラも、一度決めたら譲らないしな」

「うん、ラーラね、頑固なの」

「わかったよ。ラーラ、お前になら守られてやらぁ」

　答えながら、まんざらでもないコートだった。

　そんな二人を、ミディアとグアリークもまた顔を赤くしながら見ていた。

　これは世界を救ってニートになった勇者と、その勇者を守り続ける幼女の物語……。





あとがき







　この本を取っていただき、ありがとうございます。

　ＭＦ文庫Ｊさんでは初めての作品となります、橘たちばなぱんです。

　まずは、素敵なイラストを描いてくれたななかぐらさん、感謝感涙です。

　装丁をしてくれたＫＯＭＥＷＯＲＫＳの高たか橋はしさんも、楽しい感じの表紙デザインありがとうございました。

　そして、遅筆な上におおざっぱな自分に付き合ってくれた担当編集さん、また出版に関わった全すべての皆様、本当にありがとうございます。

　で、今作ですけれど、あまりラノベではみないネタですよね。

　あまり書いたことのないシーンもあり、とても楽しく執筆することができました。

　まぁ、たまにはこういうチャレンジもいいんじゃないでしょうか。

　それでは、またお目にかかれるように頑張ります。

　重ね重ね、この本を手に取っていただきありがとうございました！


二〇一八年三月　橘ぱん（お花見したい）

















特別付録　書き下ろし短編







「なぁ、ミディア」

　ミディアが、いつものように[image: ]の爪亭でビールをあおっていると、大将のリバンドが話しかけてきた。

　その瞳はありありと好奇心に輝いていて、どうにも悪い予感しかない。

「……なんすか」

　やや警戒しながら答えると、リバンドがカウンター越しに身を乗り出した。

　やっぱり悪い予感しかしない。

「こないだ連れてきた男、アンタのコレかい？」

　ニタニタとオヤジらしいいやらしい笑みを浮かべながら、リバンドが小指だけを立てた。

　ドンッ。

　ミディアはジョッキを、強くカウンターに下ろした。少し、ビールが飛び散っちゃう。

「なんのことだが、ウチにはさっぱりっすね。そもそも、男なんて連れてきたことないっすよ」

　努めて平静に、ジョッキを掴んだ手が少し震える程度に抑えて、ミディアは答えた。

　すると、そんなミディアの努力に全く気が付かずにリバンドが質問を続ける。

「なに言ってんだ。俺が気が付かないと思ったのか？　こないだ、店の前に男を連れてきてたじゃないか。ま、中には入らなかったがね」

　それはおそらく、リスナに告白するコートを連れてきた時だ。

　なんて目端が利くオヤジだと思いつつ、ミディアは素知らぬ顔をした。

「見間違いじゃないっすかね。ウチにはそんな記憶ないっすよ」

「あのな儂が何年客商売やってると思う。店の周囲のことだって、自然と目に入ってくるんだよ」

「チッ……余計なところだけ、真面目なオヤジっすよ」

「でだ、本題だ。アイツはアンタの男なのかい？」

「大将には関係ないっすよ」

「いやいや。大ありだね」

「……どうしてっすか？」

　半ばうんざりしながらビールを一口飲んで、ミディアは聞き返した。

「なにしろ儂が胴元だからな。アンタを誰が落とすのか、常連で賭けてるんだよ。あの男も賭けの対象に入れるかどうか、揉めててな」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ？　なに勝手に、人の恋愛を賭け事にしてんすか！」

　怒鳴ってから、怒りが収まらずミディアは一気に残りのビールを胃袋に流し込んだ。

「仕方ないだろ。ここにいる連中のほとんどは、冒険者だぞ。喰って呑んで、ダンジョンに潜っての繰り返しだ。娯楽が少ないんだよ」

「好きでダンジョンに潜ってる連中が、よく言うっすよ」

　ミディアが突き出した空ジョッキを、リバンドが受け取った。

「まぁ、連中の最大の娯楽は冒険だからな。ただま、息抜きは必要だろ」

「ウチが息抜きさせてやる必要はないっすよ。そもそも、なんだってウチなんすか。他にも女性はいるっすよ」

　ミディアが憤ると、なみなみとビールが注がれたジョッキが前に置かれる。

「他の女性は、みんな冒険者だ。それも、どこかのパーティー所属のな。そーいうのを賭けの対象にしたら、揉めるだろうが。その点、アンタは冒険者には見えないし、いつも一人で来てるからな。後腐れないし、なによりイイ女だしな」

「まぁ、そう言われると納得が……ってしないっすよ！」

　イイ女と言われて、あっさり認めかけしまったミディアだ。

「まぁまぁ、賭けのことは置いておいてもだ。あの男のことが気になるのは確かだ。妙な気配もまとってたしな」

　元凄腕の冒険者だっただけあって、リバンドの目は抜け目がない。ミディアは警戒心を一段階上げて答えた。

「……ご主人様っすよ」

「エロい関係だったのか！」

「違うっすよっ。このメイド服見てわからないんっすか。ウチが住み込んでる屋敷のご主人様っすよ！」

「あ、ああぁ、いやぁ全然メイドらしくないから、コスプレだと思ってたぞ」

「ぐっ、ぐぐぐ、まぁ、あまりメイドらしい仕事してないっすけど」

「で、ご主人様はアンタの男なのかい？」

「ああもう、うっさいっすねっ。夜這い掛けても、放り出される程度の関係っすよ！　何度アプローチしても、全部シカトっすよ！」

　あまりのしつこさに、つい素直に答えてしまいミディアは慌てて口を覆って下を向いた。

「……まぁその、なんだ。今日は俺のおごりだ。頑張れよ」

　思いっきり同情されてしまった。

　それでも、ミディアは否定するどころか、怒ることも、顔を上げることも、そして顔を上げることもできなかった。

　なぜって？

　自分でも、顔が真っ赤になっているのがはっきりとわかっていたから……。
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